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಄図版ר 1　新名神高速道路整備事業関係遺跡　

（1）水主神社東遺跡ୈ５࣍Ａ３区全景（南から）

（2）水主神社東遺跡ୈ５࣍Ｃ１区全景（北東から）



಄図版ר 2　新名神高速道路整備事業関係遺跡

（1）水主神社東遺跡ୈ５࣍Ｃ２区全景（北東から）

（2）下水主遺跡ୈ４࣍Ｄ２区全景（東から）
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公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターはত和56年４月に設立され、

今年設立35年をܴえました。この間、調査研究センターでは、公ڞ事ۀに

う埋蔵文化財の発掘調査を府内各所で1,250݅行ͬてࢀりました。

ຊ書は、平成23～25年に西日ຊߴ道路株式会社のґཔをड͚て࣮ࢪした水

主神社東遺跡・下水主遺跡の発掘調査報告を収録したものです。ຊ書がֶज़研究

のࢿྉとして、また、地Ҭの埋蔵文化財の関৺とཧղを深Ίるうえで、ご׆用

いただ͚れいです。

発掘調査をґཔされた西日ຊߴ道路株式会社をはじΊ、京都府ڭҭҕһ会、

城陽市ڭҭҕһ会なͲの各関機関、ならͼに調査にごࢀՃ、ごྗڠいただきま

した多くのํʑにްくおྱਃし上͛ます。

平成ùÿ年３月

公益財団法人　京都府埋蔵文化財調査研究センター

ཧ 事 　　上 田 ਖ਼ ত　　
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１ɽຊ書に収Ίた報告は下記のとおりである。

　新名神ߴ道路備事ۀ関遺跡

　　（１）水主神社東遺跡第１・２・５次

　　（２）下水主遺跡第１・４次

２ɽ遺跡の所在地、調査期間、経අෛ୲者およͼ報告のࣥච者は下දのとおりである。

遺　跡　名 所　在　地 調査期間 経අෛ୲者 ࣥච者

（１）水主神社東遺跡第
１・２・５次

（２）下水主遺跡第１・
４次

城陽市寺田金尾

城陽市寺田金尾・今ڮ

平成24年２月15日～
平成24年３月14日、
平成24年５月21日～
平成25年３月̔日、
平成25年４月22日～
平成26年２月27日

西日ຊߴ道路株
式会社関西ࢧ社

戸原和人・
岡﨑研一・
筒井崇史・
村田和弘・
関広尚世・
福山博章・
深澤麻衣

３ɽ上記１事２ۀ遺跡ともຊ෦事所（向日市寺戸町）およͼ新名神城陽事所（城陽市寺田金

尾・େ൞）でཧ・報告ۀ࡞を࣮ࢪした。なお、ຊ෦でのཧ・報告ۀ࡞については、現地

୲者のࢦ示のもと調査課ا画調がྗڠして࣮ࢪした。

４ɽຊ書で用している࠲ඪは、原ଇとして世界測地系ࠃ土࠲ඪ第ᶜ࠲ඪ系によͬており、ํ

Ґは࠲ඪの北をさす。なお、現地調査ٴͼաڈの調査との߹ੑのたΊ日ຊ測地系を用し

ている߹もある。また、ࠃ土地ཧӃ発行地形ਤのํҐは経の北をさす。

５ɽ土அ面等の土৭や出土遺物の৭調は、ྛ水産লྛ水産ٕज़会ٞ事ہमのʰ新൛

ඪ४土৭ʱを用した。

̒ɽຊ書の編集は、調査課୲者の編集原Ҋをもとに、調査課ا画調が行ͬた。

̓ɽ現ࣸਅは主として調査୲者がࡱӨし、遺物ࡱӨは、調査課ا画調主査田中জが行

なͬた
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 （3）̘ １区土坑̨̠333半ፊঢ়گ（南から）

ਤ൛第22 （1）̘ １区溝̨̙337・338શܠ（西から）

 （2）̘ １区溝̨̙337 ̱ʵ̱`土அ面（西から）

 （3）̘ １区溝̨̙337 ̲ʵ̲`土அ面（西から）

ਤ൛第23 （1）̘ １区溝̨̙338શܠ（西から）

 （2）̘ １区溝̨̙401શܠ（東から）

 （3）̘ １区溝̨̙401土அ面（東から）

ਤ൛第24 （1）̘ １区溝̨̙340・344શܠ（北から）

 （2）̘ １区溝̨̙340土அ面（北西から）



-Đğ-

 （3）̘ １区溝̨̙344土அ面（南東から）

ਤ൛第25 （1）̘ １区溝̨̙402・403શܠ（東から）

 （2）̘ １区溝̨̙402土அ面（東から）

 （3）̘ １区溝̨̙403土அ面（東から）

ਤ൛第26 （1）̘ １区溝̨̙381શܠ（南西から）

 （2）̘ １区溝̨̙381શܠ（東から）

 （3）̘ １区溝̨̙381土அ面（北東から）

ਤ൛第27 （1）̘ １区溝̨̙381遺物出土ঢ়گ（南から）

 （2）̘ １区溝̨̙381遺物出土ঢ়گ（南から）

 （3）̘ １区溝̨̙409શܠ（西から）

ਤ൛第28 （1）̘ １区溝̨̙409土அ面（東から）

 （2）̘ １区島畑17上面縄文土器出土ঢ়گ（南から）

 （3）̘ １区ࣗવྲྀ路̧̣370土அ面（南西から）

ਤ൛第29 （1）̘ ２区શܠ（南から）

 （2）̘ ２区શܠ（南東から）

ਤ൛第30 （1）̘ ２区શܠ（北から）

 （2）̘ ２区શܠ（上が東）

ਤ൛第31 （1）̘ ２区શܠ（北から）

 （2）̘ ２区શܠ（南西から）

ਤ൛第32 （1）̘ ２区島畑21શܠ（南東から）

 （2）̘ ２区島畑21・22શܠ（南から）

ਤ൛第33 （1）̘ ２区島畑23・24શܠ（北から）

 （2）̘ ２区島畑24શܠ（南から）

ਤ൛第34 （1）̘ ２区島畑̓શܠ（南から）

 （2）̘ ２区島畑̓土坑ঢ়遺構̨̠201土அ面（南から）

 （3）̘ ２区島畑̓土坑ঢ়遺構̨̠201શܠ（北から） 

ਤ൛第35 （1）̘ ２区島畑25શܠ（南から）

 （2）̘ ２区溝ঢ়遺構̨̙508土அ面（東から）

 （3）̘ ２区溝ঢ়遺構̨̙508શܠ（西から）

ਤ൛第36 （1）̘ ２区溝ঢ়遺構̨̙504南෦ૉ掘り溝܈શܠ（南から）

 （2）̘ ２区溝ঢ়遺構̨̙510શܠ（南から）

 （3）̘ ２区溝ঢ়遺構̨̙506・509શܠ（東から）

ਤ൛第37 （1）̘ ２区溝ঢ়遺構̨̙506土அ面（西から）

 （2）̘ ２区島畑24東半෦土அ面（北東から）

 （3）̘ ２区島畑24西半෦土அ面（北西から）
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ਤ൛第38 （1）̘ ２区土坑̨̠390掘ঢ়گ（南から）

 （2）̘ ２区土坑̨̠395遺物出土ঢ়گ（南から）

 （3）̘ ２区土坑̨̠410遺物出土ঢ়گ（西から）

ਤ൛第39 （1）̘ ２区溝̨̙404શܠ（南東から）

 （2）̘ ２区溝̨̙404土அ面（東から）

 （3）̘ ２区溝̨̙405શܠ（北西から）

ਤ൛第40 （1）̘ ２区溝̨̙405土அ面（南東から）

 （2）̘ ２区溝̨̙406શܠ（東から）

 （3）̘ ２区溝̨̙406土அ面（東から）

ਤ൛第41 （1）̘ ２区溝̨̙407શܠ（南東から）

 （2）̘ ２区溝̨̙407土அ面（南東から）

 （3）̘ ２区島畑24上面石แஸ出土ঢ়گ（東から）

ʢ̎ʣԼਫओ遺跡第̍ɾ̐࣍

ਤ൛第42 （1）̙ １区島畑44検出ঢ়گ（南から）

 （2）̙ １区島畑44શܠ（南から）

 （3）̙ １区島畑44下ૉ掘り溝܈શܠ（南から）

ਤ൛第43 （1）̙ ２区શܠ（北から）

 （2）̙ ２区શܠ（上が南）

ਤ൛第44 （1）̙ ２区上遺構面શܠ（西から）

 （2）̙ ２区島畑41શܠ（北から）

ਤ൛第45 （1）̙ ２区島畑42શܠ（北から）

 （2）̙ ２区島畑43શܠ（北から）

ਤ൛第46 （1）̙ ２区島畑42 ～ 44શܠ（東から）

 （2）̙ ２区島畑41ૉ掘り溝̨̙02土அ面（南から）

 （3）̙ ２区島畑41ૉ掘り溝̨̙03土அ面（南から）

ਤ൛第47 （1）̙ ２区中遺構面શܠ（東から）

 （2）̙ ２区溝̨̙30・31શܠ（西から）

 （3）̙ ２区溝̨̙30શܠ（北西から）

ਤ൛第48 （1）̙ ２区溝̨̙30遺物出土ঢ়گ（北西から）

 （2）̙ ２区溝̨̙20土அ面（南東から）

 （3）̙ ２区溝̨̙21土அ面（南東から）

ਤ൛第49 （1）̙ ２区溝̨̙23શܠ（北西から）

 （2）̙ ２区溝̨̙23 ̰ʵ̰`土அ面（北西から）

 （3）̙ ２区下遺構面ຏ製石ි出土ঢ়گ（北から）

ਤ൛第50 （1）̙ ２区集中෦̨̭41検出ঢ়گ（南西から）
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 （2）̙ ２区ম土̨̭42検出ঢ়گ（西から）

 （3）̙ ２区集中෦̨̭41掘ঢ়گ（南西から）

ਤ൛第51 （1）̙ ２区ۀ࡞෩ܠ（東から）

 （2）̙ ４区શܠ（東から）

 （3）̙ ４区南น土அ面（北から）

ਤ൛第52 （1）̙ ５・̙̒区調査前શܠ（南東から）

 （2）̙ ５区南半෦શܠ（南東から）

 （3）̙ ５区北半෦શܠ（北西から）

ਤ൛第53 （1）̙ ５区島畑40શܠ（北から）

 （2）̙ ５区南半෦北น土அ面（西半、南から）

 （3）̙ ５区南半෦北น土அ面（東半、南から）

ਤ൛第54 （1）̙ ̒区શܠ（北東から）

 （2）̙ ̒区北西น土அ面（北半、南東から）

 （3）̙ ̒区北西น土அ面（南半、南東から）

ਤ൛第55 （1）̚ １区島畑47・48検出ঢ়گ（南から）

 （2）̚ １区島畑47・48શܠ（南から）

 （3）̚ １区島畑47・48શܠ（西から）

ਤ൛第56 （1）̚ １区溝̨̙06શܠ（南から）

 （2）̚ １区溝̨̙06 ̰ʵ̰`土அ面（東から）

 （3）̚ １区ۀ࡞෩ܠ（南東から）

ਤ൛第57 （1）̚ ２区શܠ（南から）

 （2）̚ ２区北น土அ面（南から）

 （3）̚ ２区下遺構溝̨̙05検出ঢ়گ（東から）

ਤ൛第58 （1）̚ ３・̚４区શܠ（南から）

 （2）̚ ５区શܠ（北から）

 （3）̚ ５区ॏ機掘（北西から）

ਤ൛第59 （1）̚ ５区西น土அ面（東から）

 （2）̚ ̒区શܠ（南東から）

 （3）̚ ̓区遺構検出ঢ়گ（西から）

ਤ൛第60 （1）̚ ̓区શܠ（南西から）

 （2）̚ ̓区島畑52શܠ（南東から）

 （3）̚ ̔区શܠ（南西から）

ਤ൛第61 （1）̜ 地区શܠ（北東から）

 （2）̜ 地区શܠ（南から）

 （3）̜ 地区南น土அ面（北から）
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ਤ൛第62 （1）̜ 地区溝̨̙07શܠ（北から）

 （2）̜ 地区溝̨̙07遺物出土ঢ়گ（北西から）

 （3）̜ 地区土坑̨̠16શܠ（南西から）

ਤ൛第63 （1）̜ 地区溝̨̙09શܠ（南東から）

 （2）̜ 地区溝̨̙07石᭲出土ঢ়گ（南東から）

 （3）̜ 地区北֦ு区島畑̒検出ঢ়گ（南から）

ਤ൛第64 出土遺物１　水主神社東遺跡・下水主遺跡

ਤ൛第65 （1）出土遺物２　水主神社東遺跡̖３区

 （2）出土遺物３　水主神社東遺跡̗１～̗３区

ਤ൛第66 （1）出土遺物４　水主神社東遺跡̘１区

 （2）出土遺物５　水主神社東遺跡̘１区

ਤ൛第67 （1）出土遺物̒　水主神社東遺跡̘１区

 （2）出土遺物̓　水主神社東遺跡̘２区

ਤ൛第68 （1）出土遺物̔　水主神社東遺跡̘２区・下水主遺跡̜地区

 （2）出土遺物̕　水主神社東遺跡̘２区

ਤ൛第69 （1）出土遺物10　下水主遺跡̙地区

 （2）出土遺物11　下水主遺跡̚地区

ਤ൛第70 （1）出土遺物12　縄文土器

 （2）出土遺物13　石器
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新名神ߴ道路備事ۀ関遺跡
平成23～25年発掘調査報告

 ͡ Ί ʹ
新名神ߴ道路備事ۀにう発掘調査は、平成20年から西日ຊߴ道路株式会社のґཔを

ड͚てܧଓして࣮ࢪしている。

新名神ߴ道路は、Ѫݝ名古屋市をىとし、ฌݝݿ神戸市にࢸるߴ道路で、京都府内の

Ӊ࣏田原町・城陽市・京田辺市・ീ഼市の各市町を通աする。この区間のうち、先行して事ۀண

खされた城陽δϟンΫシϣン・ΠンターνΣンδ（Ծশ）（以下、城陽+$T・*$（Ծশ）とද記）から

ീ഼δϟンΫシϣン・ΠンターνΣンδ（Ծশ）（以下、ീ഼+$T・*$（Ծশ）とද記）までの区間に

ついて、平成20年から路ઢ内に所在する遺跡の発掘調査を։࢝した。֘区間において調査の

ରとなる遺跡として、東から城陽市水主神社東遺跡、同下水主遺跡、京田辺市田遺跡、同西

村遺跡、同向୩遺跡、同向山遺跡、 同দ井ԣ݀܈、ീ഼市ঁ୩・ࡔߥԣ݀܈、同ࡔߥ遺跡、同後

ໟ通り古墳܈、同ඒೱ山ഇ寺、同ඒೱ山ഇ寺下遺跡の各遺跡が所在する。これらの遺跡ついて

は、現地の発掘調査ऴྃ後にཧۀ࡞を行い、ॱ次、報告書をץ行しているところである
ㅭ㉅１ㅮ

。 

今回報告する水主神社東遺跡ならͼに下水主遺跡は、城陽+$T・*$（Ծশ）の建設にい、平成

23年からܧଓして調査を࣮ࢪしているものである。྆遺跡とも、ӈ؛のઔঢ়地と埋し

たඍߴ地上にల։する。水主神社東遺跡は南北、東西ともに450̼のൣғに広がる。下水主遺跡は、

ॳ、東西540̼、南北760̼ほͲが遺跡ൣғと考えられていたが、ຊ事ۀにう調査のਐలに

い、遺跡がさらに北に広がることが確認された
ㅭ㉅２ㅮ

たΊ、現在、南北の広がりは1200̼となͬている。

今回の発掘調査以前には、ද࠾遺物のみがられており、平成15年にץ行された遺跡地ਤにも遺

物ࢄ地として周されていた
ㅭ㉅３ㅮ

。

ຊ報告は、平成23～25年に発掘調査を࣮ࢪした調査区のうち、下水主遺跡̖～̘・̛地区を

আく各調査区についての報告を行うものである。下水主遺跡̖～̘・̛地区では、େྔの遺物が

出土したことから、これら４地区については、今後、報告を行う予ఆである。

現地調査にあたͬては京都府ڭҭҕһ会、城陽市ڭҭҕһ会、京都府立山城ڷ土ࢿྉؗをはじ

Ί、各関機関のごࢦಋ・ごྗڠをいただいた。また、地࣏ࣗݩ会やۙྡॅຽのํʑには発掘調

査のごཧղとごྗڠをいただいた。記してँײします。

なお、調査にかかる経අは、શֹ、西日ຊߴ道路株式会社がෛ୲した。

（筒井崇史）
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ʤฏ��ݱ調査ମ੍ʥ

ʻਫओਆࣾ౦遺跡第̍࣍ʼ

ࠀ調査ऀ　調査第２課　　　　　　　　　　　　水୩ᆹݱ

࢘事औѻ　石井ਗ਼調査第３װ調査୲ऀɹ調査第２課主ݱ

　　　　　　　　　　同　　次੮૯ׅ調査һ　　　　　　ҏۙ

　　　　　　　　　　同　　主調査һ　　　　　　　　戸原和人

調ɹ査ɹɹॴ　城陽市寺田金尾

ݱ  調 査 ظ ؒ　平成24年２月15日～平成24年３月14日

調ɹ査ɹ໘ɹੵ　200㎡

ʤฏ��ݱ調査ମ੍ʥ

ʻਫओਆࣾ౦遺跡第̎࣍ʼ

ࠀ調査ऀ　調査第２課　　　　　　　　　　　　水୩ᆹݱ

࢘事औѻ　石井ਗ਼調査第３װ調査୲ऀ　調査第２課主ݱ

　　　　　　　　　　同　　主調査һ　　　　　　　　戸原和人

　　　　　　　　　　同　　調査һ　　　　　　　　　　関広尚世

調ɹ査ɹɹॴ　城陽市寺田金尾

ݱ  調 査 ظ ؒ　平成24年５月23日～平成24年̕月27日

調ɹ査ɹ໘ɹੵ　630㎡

ʻԼਫओ遺跡第̍࣍ʼ

ࠀ調査ऀ　調査第２課　　　　　　　　　　　　水୩ᆹݱ

࢘事औѻ　石井ਗ਼調査第３װ調査୲ऀ　調査第２課主ݱ

　　　　　　　　　　同　　主調査һ　　　　　　　　戸原和人・竹原一・૿田

　　　　　　　　　　同　　調査һ　　　　　　　　　　関広尚世

調ɹ査ɹɹॴ　城陽市水主、寺田金尾

ݱ  調 査 ظ ؒɹ平成24年５月21日～平成25年３月̔日

調ɹ査ɹ໘ɹੵɹ3,360㎡

ʤฏ��ݱ調査ମ੍ʥ

ʻਫओਆࣾ౦遺跡第̑࣍ʼ

ࠀ調査ऀ　調査課　　　　　　　　　　　　　　水୩ᆹݱ

࢘事औѻ　　　石井ਗ਼事調査第３ࢀ調査୲ऀɹ調査課ݱ

　　　　　　　　　　同　　主調査һ　　　　　　　　戸原和人・૿田・村田和弘

　　　　　　　　　　同　　ઐ調査һ　　　　　　　　岡﨑研一

　　　　　　　　　　同　　副主査　　　　　　　　　　石尾৴
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　　　　　　　　　　同　　調査һ　　　　　　　　　　関広尚世・େ∁ٛ・福山博章

調ɹ査ɹɹॴ　城陽市寺田金尾

ݱ  調 査 ظ ؒ　平成25年５月14日～平成26年１月̔日

調ɹ査ɹ໘ɹੵ　11,375㎡

ʻԼਫओ遺跡第̐࣍ʼ

ࠀ調査ऀ　調査課　　　　　　　　　　　　　　水୩ᆹݱ

࢘事औѻ　　　石井ਗ਼事調査第３ࢀ調査୲ऀ　調査課ݱ

　　　　　　　　　　同　　主調査һ　　　　　　　　戸原和人・Ҿ原ໜߴ・࣏陽ࢠ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筒井崇史・村田和弘

　　　　　　　　　　同　　ઐ調査һ　　　　　　　　岡﨑研一

　　　　　　　　　　同　　調査һ　　　　　　　　　　関広尚世・େ∁ٛ・福山博章・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山﨑ඒྠ・岡田݈ޗ

調ɹ査ɹɹॴ　城陽市水主େক܉・・ٶഅ、寺田金尾・今ڮ

ݱ  調 査 ظ ؒ　平成25年４月22日～平成26年２月27日

調ɹ査ɹ໘ɹੵ　10,393㎡

Ґ ஔ ͱ  ڥ
̍ɽཧతڥ

調査地の所在する京都府城陽市は京都府南෦にҐ置し、周ғにӉ࣏市、Ӊ࣏田原町、井ख町、

京田辺市、ീ഼市の各市町が所在する。城陽市の地形は、େきく東෦と西෦でҟなり、東から西

に向かͬて山地、ٰྕ、平とม化にんだ地形が連なͬている。

城陽市東෦には็山山մに連なる山地があり、山から地の中間෦にはେࡕ܈からなる

ۻ地であるߴ࠷のྕٰ࣏がҐ置する。Ӊྕٰ࣏積ٰྕであるӉߑ （ۙඪ250̼ߴۙ）から์

ࣹঢ়に必ै୩が形成される。େ୩、୩、੨୩によͬて形成されたઔঢ়地が広がり、地

とのڥ界にはஈٰが発ୡする。このようなٰྕ෦やઔঢ়地に集落がӦまれ、城陽市の中৺地とな

ͬている。

城陽市西෦にはによͬて形成されたԭ積平がՏに平行して南北に広がる。ྲྀ

Ҭには、Տଯ積とॏなる൙ཞにより形成されたඍߴ地や後എ࣪地が発ୡする。水のੑݥة

のগないඍߴ地上には、ඎঙ、水主なͲの集落がӦまれる。さらに、水主から上屋にか

͚てはߥभとݺれるେنなඍߴ地が発ୡし、畑地や果थԂとなͬている。後എ࣪地にはཬ

を行う島畑がしている。さらに、Θずか࡞に遺存し、水田と土をり上͛て畑地ׂがྑܕ
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なԜ地とཬܕ地ׂのཚれから、とྲྀࢧՏの൙ཞによる一時的なྲྀ路とਪఆされるچՏ

道のࠟ跡が確認できる
ㅭ㉅４ㅮ

。

̎ɽྺ࢙తڥ

水主神社東遺跡・下水主遺跡周辺にする主要な遺跡について֓؍する（第１ਤ）。

石器時代の遺物が出土した遺跡としては、ࣳϲ原遺跡ではφΠϑ形石器とसఈ形石器が、چ

山遺跡ではαψΧΠτยが、それͧれ出土している。

縄文時代では、ԣ道遺跡（ؙ௩古墳周下）で、土坑にೲΊられた前期後半の深ു形土器が出

土しており、周辺に集落の存在が想ఆされている。後期後半には山遺跡でنଇ的に配置された

平面形がԁ形をఄする୦݀建物が検出されている。晩期には௩ຊ東遺跡のほか、今回報告する下

水主遺跡、水主神社東遺跡で土器が出土しており、によͬて形成されたԭ積地が׆ಈྖ

Ҭとして利用されていたと考えられる。

弥生時代では、山遺跡で中期後半のᙈと後期後半の୦݀建物２棟が検出されている。また、

市Ҭ東෦のӉ࣏、ႀ山ٰྕ周辺に所在するࣳϲ原遺跡やਖ਼道遺跡なͲでは、遺構は検出されてい

ないものの、中・後期の土器や石器が出土している。市Ҭ西෦のԭ積地にҐ置する௩ຊ遺跡や௩

ຊ東遺跡、水主遺跡なͲで後期の土器が出土している。

௩ຊ東遺跡では、北東から南東にྲྀれる溝からେྔのঙ内式土器が出土した。また、溝の南ଆ

から୦݀建物が検出されており、ঙ内期の集落が確認されている。ࣳϲ原古墳はӉྕٰ࣏北端෦

にஙかれた前ํ後ํ形の࠷ॳ器の古墳である。ڸ、ಔ製ྠ、鉄製品、ྨۄ、土器なͲが出土し

ている。

古墳時代になると、南山城地Ҭ各地に前ํ後ԁ墳が出現する。城陽市Ҭにおいても北෦地Ҭの

େ୩によͬて形成されたઔঢ়地とその周辺のٰྕを中৺に前期から後期にか͚て古墳がӦさ

れる。

前期では、上େ୩古墳܈、西山古墳܈、ೌ௩古墳܈がӦされる。খنではあるが、ํ墳、

ԁ墳、前ํ後ԁ墳、前ํ後ํ墳と多様な墳形の古墳がӦされた。

中期では、ࣳϲ原古墳܈なͲのようなখنな古墳܈のଞに、前ํ後ԁ墳であるٱं௩古

墳、ഄা௩古墳、ൕ立形前ํ後ԁ墳のؙ௩古墳、ํ墳のֿ௩古墳、੨௩古墳、ԁ墳の山道東古

墳なͲのେنな古墳がஙされる。ٱं௩古墳は５世紀前半にஙされた南山城地Ҭ࠷େ

の前ํ後ԁ墳であり、埋ࢪ設としてཽ山石製の࣋形石がݟつかͬている。副品としてಔ

設、副品のいずࢪ、埋نなͲが出土している。墳ٰྨႀ、ߕ、石製品、ྨۄ、ڸ

れにおいてもԦݖとີな関をͬ࣋たେटの存在を示す。ഄা௩古墳は５世紀中ࠒの前ํ後

ԁ墳であり、墳ٰからྠྻや෪石が検出されている。ٱ古墳࠷܈後のେܕ前ํ後ԁ墳であ

る。

後期ではࣳϲ原古墳܈、上େ୩古墳܈、ࣳ山古墳܈なͲでখنなԁ墳がӦされる。ࣳ山古

墳܈では５世紀中ࠒから̒世紀ࠒにӦされ、খํܕ墳からԁ墳、土ᆮุとҠりมΘる。こ
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第１ਤ　調査地およͼ周辺主要遺跡ਤ（ࠃ土地ཧӃ1/25,000　Ӊ࣏・田辺）
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れらの古墳はいずれも墳であり、ԣ݀式石ࣨを埋ࢪ設に࣋つ古墳はೌ௩５号墳、上େ

୩12号墳、上େ୩17号墳と数গない。

古墳時代の集落遺跡は主に市Ҭ東෦のٰྕ上にӦまれた。前期ではࣳ山遺跡で୦݀建物が検出

されており、ྡする山遺跡ではํ形周溝ঢ়遺構と୦݀建物が検出されている。山遺跡のํ

形周溝ঢ়遺構は߽ؗډとධՁされている。中・後期では、ࣨ遺跡、ࣳϲ原遺跡、ਖ਼道遺跡、

ࣳ山遺跡で୦݀建物なͲが検出されている。

文ࢿݙྉによると、城陽市Ҭにݝ۾܀が置かれたといΘれている。h 日ຊ書紀ʱਔಙఱेߖೋ

年े月にʮେ溝を山എのݝ۾܀に掘ʯるとみえ、h 同ʱਪ古ఱޒेߖ年ੋࡀにもʮ山എࠃに、

େ溝を۾܀に掘るʯと記ࡌされている。۾܀େ溝は現在の古にൺఆされている。この時期の市

Ҭ西෦のྲྀҬのԭ積地にお͚る։発行ҝを物ޠるঝといえる。

城陽市Ҭは、古代ྩ੍のもとでは山എٱࠃ世܊や௲܊تにଐしていた。

ඈௗ～ಸྑ時代の遺跡としては、ٱ世ഇ寺、平ഇ寺、ਖ਼道ᦰ遺跡が所在する。ٱ世ഇ寺は

̓世紀に建された寺Ӄで、ౝを東、金ಊを西に置く法ى寺式Հཟ配置である。̔世紀中ࠒに

備され、平城ٶやګਔٶと同じ瓦がڅڙされている。南跡からは金ಔ製生ऍՠ立૾が出土

している。平ഇ寺は̔世紀にӦされた寺Ӄでౝを西、金ಊを東に置く法ོ寺式Հཟ配置であ

り、ౝ跡、金ಊ跡の周辺からは઼૾ยが出土している。ਖ਼道ᦰ遺跡では̓世紀後半から̕世紀

前半にか͚てのେܕ掘立柱建物܈がෳ数検出されており、山എ（城）ٱࠃ世܊ᦰ跡とਪఆされてい

る。これらの寺Ӄや܊ᦰを通るように北道や東山道が想ఆされている。詳細はෆ明であるが、

ࣳ山遺跡で道路ଆ溝と想ఆされる遺構が検出されている。

時代の調査地周辺には寺田、、水主なͲのԂが備され、լໜ別ཕ社、石ਗ਼ח

水ീ഼ڵݩ、ٶ寺なͲの寺社ྖとなͬていた。

ࣨ町時代のԠਔ・文明のཚのಈཚ期にお͚る山城ࠃ一ᎋの主ઓとなり、各地の土߽たちが城

をஙいて備をݻΊる。このような中で寺田集落が形成され、ඎঙ城、֎城、水主城が

ஙされる。水主ࢯのྗ基൫であͬた水主城はにۙい現在の水主集落一ଳにஙかれた平

城であるが、発掘調査では遺構は検出されておらず、城ֲの構はෆ明である。

。配下に置かれたࢧにଐし、ఱྖとしてນ府の܊ت戸時代になると、水主村は௲ߐ

13世紀ࠒから現在にࢸるまで、集落、水主集落の周辺、寺田集落の西ଆにはྲྀҬ

に特༗の島畑が形成されている。土をり上͛て島畑をつくͬて畑࡞を行う一ํ、島畑と島畑の

間のԜ地では水田を行ͬていたՄੑもある。このように、Ҵ࡞と畑࡞が྆立していたՄੑも

あるが、詳細は今後の検討課題である。調査地周辺では中世から現代にか͚て、島畑を主ମとす

るの؍ܠから水田を主ମとする؍ܠとม化していたと考えられる
ㅭ㉅５ㅮ

。

（福山博章）
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調 査 ͷ ܦ ա
̍ɽ調査ʹࢸΔܦҢ

新名神ߴ道路は、はじΊにもड़たように、Ѫݝ名古屋市をىとし、ฌݝݿ神戸市にࢸ

る૯Ԇ約174kmのߴ道路で、ط存の名神ߴ道路や京࣎όΠύε、ۙࣗـಈं道なͲとަ通

機を୲することで、名神ߴ道路等のࠞࡶをղফし、利用者の利ศੑの向上を目的として建

設がਐΊられているものである。また、େنなࡂや事ނ等によるަ通੍ن時には、名神ߴ

道路等と૬ޓに代ସ路ઢとしても期されている。

新名神ߴ道路の予ఆ路ઢうち、京都府内では、Ӊ࣏田原町・城陽市・京田辺市・ീ഼市の各

市町を通աする路ઢとして17.7kmがܭ画されている。このうち、京ಸ和ࣗಈं道と第ೋ京ࡕ道

路をଓすることによるߴ道路の機ڧ化等を目的として、先行して事ۀ認Մが下りた城陽

+$T・*$（Ծশ）～ീ഼+$T・*$（Ծশ）間（事ڑۀ3.5km）については、平成20年より発掘調査

にணखしている。

ຊ書で報告する水主神社東遺跡・下水主遺跡は、新名神ߴ道路の城陽+$T・*$（Ծশ）建設予

ఆ地に֘し、٭ڮ建設や土成の行Θれるൣғを主なରとして、発掘調査を࣮ࢪすること

となͬた。発掘調査は平成23年に։࢝し、平成27年もܧଓして調査を࣮ࢪしているところで

ある。発掘調査にかかる調査次数・調査地・調査期間等については、第２ਤ、ද１・２の通

りである。このように調査期間が期にٴͿたΊ、ཧۀ࡞はਵ時࣮ࢪし、報告書についても、

ॱ次ץ行していくこととした。ຊ報告は、新名神ߴ道路備事ۀの城陽+$T・*$（Ծশ）の建設

に関Θる水主神社東遺跡・下水主遺跡の発掘調査報告書としては第１冊にたる。

̎ɽ調査ͷܦա

̍ʣฏ��調査ͷܦա

平成23年は、城陽+$T・*$（Ծশ）にお͚る٭ڮ建設や土成の予ఆ地のうち、水主神社東

遺跡をରにணखՄなൣғで調査を࣮ࢪすることとなͬた。平成25年の調査地区名শのཧ

で̖地区とした地に２か所の調査区を設ఆした（後に̖１・̖２区とݺশ）。調査は平成24年２

月15日からணखした。྆調査区とも、まず、ද土やଯ積をॏ機でআڈし、その後人ྗによるਫ਼

査を行ͬた。検出した各遺構の記録を行い、平成24年３月14日にશてのۀ࡞をऴྃした。

̎ʣฏ��調査ͷܦա

平成24年は、城陽+$T・*$（Ծশ）の事ൣғのうち、埋蔵文化財の調査Մな地をରと

して調査を࣮ࢪした。平成24年は前年にҾきଓき、水主神社東遺跡の調査を࣮ࢪするととも

に、新たに下水主遺跡の調査にもணखした。

また、新名神ߴ道路備事ۀにう城陽+$T・*$（Ծশ）の建設にい、一ൠࠃ道24号金尾ަ

ࠩվྑ事ۀがܭ画され、これにう調査がฒ行して࣮ࢪされた（水主神社東遺跡第３次・下水

主遺跡第２次調査）。この調査では、上遺構として島畑を12基確認するとともに、下遺構と

して弥生時代の土坑３基、平҆時代の溝３なͲを検出した。また、縄文土器がややまとまͬて
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第２ਤ　調査年別調査区配置ਤ（1/6,000）
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ද１　水主神社東遺跡調査次数一ཡද

調査年 次数 調査地区 調査期間 調査面積 調査機関 報告書

平成 23 年 第１次 ̖地区（̖１・̖２区） 2012.2.15 ～
2012.3.14 

200㎡（公財）京都府埋蔵文化財
調査研究センター

ʰ京都府遺跡調査報告集ʱ
第 167 冊（ຊ書）

平成 24 年 第２次 ̗地区（̗１・# ２区） 2012.5.23 ～
2012.9.27

630㎡（公財）京都府埋蔵文化財
調査研究センター

ʰ京都府遺跡調査報告集ʱ
第 167 冊（ຊ書）

第３次 24 号　̚地区 2012.9.24 ～
2013.3.8

800㎡（公財）京都府埋蔵文化財
調査研究センター

ʰ京都府遺跡調査報告集ʱ
第 163 冊（2015）

平成 25 年 第４次 24 号　̙地区 2013.4.26 ～
2013.9.3

2,800㎡（公財）京都府埋蔵文化財
調査研究センター

ʰ京都府遺跡調査報告集ʱ
第 163 冊（2015）

第５次 ̖地区（̖３区）・̗ 地区（̗３区）・
̘地区

2013.5.14 ～
2014.1.8

11,375㎡（公財）京都府埋蔵文化財
調査研究センター

ʰ京都府遺跡調査報告集ʱ
第 167 冊（ຊ書）

平成 26 年 第̒次 ̗地区（̗４区） 2014.11.19 ～
2015.2.26

590㎡（公財）京都府埋蔵文化財
調査研究センター

今後報告予ఆ

平成 27 年 第̓次 ̙地区 2015.11.24 ～
2016.2.5

1,280㎡（公財）京都府埋蔵文化財
調査研究センター

今後報告予ఆ

調査年 次数 調査地区 調査期間 調査面積 調査機関 報告書

平成 24 年 第１次 ̗地区（̗１区）・̘ 地区（̘１区）・
̙地区（̙１区）・̚地区（̚１・
̚２区）

2012.5.21 ～
2013.3.8

3,360㎡（公財）京都府埋蔵文化財
調査研究センター

ʰ京都府遺跡調査報告集ʱ
第 167 冊（ຊ書）

第２次 24 号　̖・̗・̘地区 2012.9.24 ～
2013.3.8

5,570㎡（公財）京都府埋蔵文化財
調査研究センター

ʰ京都府遺跡調査報告集ʱ
第 163 冊（2015）

平成 25 年 第３次 24 号　" 北地区 2013.4.26 ～
2013.9.3

500㎡（公財）京都府埋蔵文化財
調査研究センター

ʰ京都府遺跡調査報告集ʱ
第 163 冊（2015）

第４次 ̖地区・# 地区（̗１・̗２区）・
̘地区（̘３区）・̙地区（̙２・
̙４～̙̒区）・̚地区（̚３～̚
̔区）・̛地区（̛１～̛ 12 区）・
̜地区

2013.4.22 ～
2014.2.27

10,393㎡（公財）京都府埋蔵文化財
調査研究センター

ʰ京都府遺跡調査報告集ʱ
第 167 冊（ຊ書）

第５次 ʵ 2013.10.15 ～
2013.10.22

530㎡ 京都府ڭҭҕһ会 ʰ京都府埋蔵文化財調査報
告書ʱ平成 25 年（2014）

平成 26 年 第̒次 ̖地区・# 地区（̗１・̗２区）・
̘地区（̘２区）・̙ 地区（̙３区）・
̞地区・̟地区・̠地区・̡地区・
̢地区・̣地区

2014.4.9 ～
2014.3.6

17,110㎡（公財）京都府埋蔵文化財
調査研究センター

今後報告予ఆ

第̓次 ʵ 2014.9.19、
10.8、12.8 ～
12.10、12.12

636㎡ 京都府ڭҭҕһ会 ʰ京都府埋蔵文化財調査報
告書ʱ平成 26 年（2015）

平成 27 年 第̔次 ̡地区（̡２区）・̢ 地区（. ２区）・
̤地区

2015.4.24 ～
2015.10.9

6,000㎡（公財）京都府埋蔵文化財
調査研究センター

今後報告予ఆ

第̕次 ̡地区（̡３区）・̚地区（̚̕・
̚ 10 区）・̝地区

2015.5.18 ～
2016.2.4

3,260㎡（公財）京都府埋蔵文化財
調査研究センター

今後報告予ఆ

ද２　下水主遺跡調査次数一ཡද
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出土した地も確認された
ㅭ㉅̒ㅮ

。

ʢ̍ʣਫओਆࣾ౦遺跡第̎࣍調査ͷܦա

水主神社東遺跡では̗地区に#１・#２区の２か所の調査区を設ఆした。調査は平成24年５月

23日からணखした。྆調査区とも、ද土やଯ積をॏ機でআڈし、その後人ྗによるਫ਼査を行ͬ

た。̗１区では、調査区の一෦を֦ுして調査を行い、̓月25日にશࣸܠਅをࡱӨしたのち、̔

月̓日に埋Ίしをऴྃした。̗２区では、検出した各遺構の記録をਐΊ、̕月５日にશࣸܠਅ

をࡱӨした。その後、下遺構等の確認ۀ࡞を行ͬた。さらに、事にうഉ水路の設置෦を

ରとして、྆調査区をつな͙෯3.0～3.5̼の調査区をՃした。このՃ調査区と̗２区のの

埋Ίしを行ͬて平成24年̕月27日にશてのۀ࡞をऴྃした。

ʢ̎ʣԼਫओ遺跡第̍࣍調査ͷܦա

まず、城陽+$T・*$（Ծশ）の南西෦に予ఆされた土成地をରに調査を࣮ࢪした。֘

土෦に̖～̘地区を設ఆし、このうち̗地区（̗１区）の調査を࣮ࢪした。また、平成24年

後半には、٭ڮ建設およͼ土成の事が予ఆされた地４か所での調査を࣮ࢪした（̘１・

̙１・̚１・̚２区）。ただし、今回、̗・̘྆地区の報告は行ΘないのでׂѪする。

ᶃ̙۠ͷ調査　̙１区は土෦にଓする٭ڮ建設予ఆ地をରとした。調査は平成24年

11月28日にணखした。まず、ද土やଯ積をॏ機でআڈし、その後人ྗによるਫ਼査を行ͬた。検

出した各遺構の記録を行い、平成25年２月21日にશࣸܠਅをࡱӨした。その後、அちׂりと埋Ί

しを行い、平成25年３月̔日に調査をऴྃした。

ᶄ۠̚ͷ調査　̚１・̚２区は٭ڮ建設予ఆ地ならͼに土成ൣғをରとした。調査は

平成24年12月10日にணखした。まず、̚１区のද土やଯ積をॏ機でআڈし、その後人ྗによる

ਫ਼査を行ͬた。また、12月18日からは̚２区のද土やଯ積をॏ機でআڈし、人ྗによるਫ਼査を

行ͬた。検出した各遺構の記録を行い、̚２区は２月21日に、̚１区は２月25日にશࣸܠਅをࡱ

Өした。その後、அちׂりと埋Ίしを行い、平成25年３月̔日に調査をऴྃした。

̏ʣฏ��調査ͷܦա

平成25年は、城陽+$T・̞$（Ծশ）の建設事がຊ֨化するのに߹Θせて、埋蔵文化財の調

査もຊ֨化し、２ສ㎡をӽえる調査となͬた。ࡢ年にҾきଓき、水主神社東遺跡・下水主遺跡

の調査を࣮ࢪした。また、平成24年にҾきଓき、一ൠࠃ道24号金尾ަࠩվྑ事ۀにう調査

がฒ行して࣮ࢪされた（水主神社東遺跡第４次・下水主遺跡第３次調査）。この調査でも、上遺

構として島畑を̔基確認するとともに、下遺構として弥生時代の溝５、平҆時代の溝２な

Ͳを検出した
ㅭ㉅̓ㅮ

。

ʢ̍ʣਫओਆࣾ౦遺跡第̑࣍調査ͷܦա

土成事の予ఆ地である̖・$地区と、٭ڮ建設予ఆ地である̗３区をରに࣮ࢪした。

調査はまず、̘地区から։࢝した。̘地区の東ଆにྡして、一ൠࠃ道24号金尾ަࠩվྑ事ۀ

にう水主神社東遺跡第４次調査の̙地区がҐ置する。年後半には̖地区（̖３区）と̗地区（#

３区）の調査にணखした。
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なお、新名神ߴ道路備事ۀにう水主神社東遺跡第５次調査̘地区、下水主遺跡第４次調

査̙・̛地区の各地区ٴͼ、一ൠࠃ道24号金尾ަࠩվྑ事ۀにう水主神社東遺跡第４次調査

̙地区の調査成果を߹Θせて、平成25年̔月３日に現地આ明会を࣮ࢪし、約120人のࢀՃがあͬた。

ᶃ̘۠ͷ調査　̘地区はେنな土成がܭ画された地にたり、ର地が広େである

ことや構物のఫڈができていないなͲの事により、まず、̘地区の東半෦をରとして調査

を։࢝した（̘１区）。調査は、平成25年５月14日にணखした。５月31日までॏ機によͬてද土と

ଯ積をআڈし、その後人ྗによるਫ਼査を行ͬた。その݁果、島畑を検出し、さらに島畑の上面

で下遺構を検出した。̔月12日には一ൠࠃ道24号金尾ަࠩվྑ事ۀにう調査区と߹同で、

ϥδコンϔリコϓターによるۭ中ࣸਅࡱӨを࣮ࢪした。

平成25年̒月24日から西半෦の調査にணखし（̘２区）、10月28日まで、ॱ次ॏ機によるද土と

ଯ積の掘を行ͬた。ॏ機掘とฒ行して人ྗによるਫ਼査を行い、島畑を検出した。また、島

畑の上面を中৺に下遺構を検出した。11月20日にはϥδコンϔリコϓターによるۭ中ࣸਅࡱӨ

を࣮ࢪした。その後、土のαンϓリンά等のۀ࡞を行い、調査は12月12日にऴྃした。

ᶄ̖۠ͷ調査　େنな土成がܭ画された̖地区について、平成23年に行ͬた̖１・

̖２区の調査成果に基づいて調査区を設ఆした（̖３区）。調査は平成25年10月１日にணखした。

まず、ද土やଯ積をॏ機でআڈし、その後人ྗによるਫ਼査を行ͬた。その݁果、島畑を検出し

た。さらに下遺構の調査として、11月21日からॏ機で約20Dmの掘り下͛を行い、弥生時代後

期と考えられる溝５を検出した。また、調査区の北東෦で島畑等の遺構の確認を行うたΊの֦

ு区２か所の掘を12月２日から行ͬた。このほか、地山面上から縄文土器ยが出土した。各

遺構の記録を行い、12月17日にϥδコンϔリコϓターによるۭ中ࣸਅࡱӨを࣮ࢪした。その後、

調査区の中ԝにॏ機でஅちׂりを行い、下のଯ積ঢ়گを確認した。調査は平成26年１月̔日に

ऴྃした。

ᶅ̗۠ͷ調査　٭ڮ建設予ఆ地１か所のみ調査を࣮ࢪした（̗３区）。平成25年11月19日に調

査にணखした。まず、ද土やଯ積をॏ機でআڈし、その後人ྗによるਫ਼査を行ͬた。検出した

各遺構の記録を行い、12月̒日にશࣸܠਅをࡱӨした。12月17日に調査区を埋Ίして調査をऴ

ྃした。

ʢ̎ʣԼਫओ遺跡第̐࣍調査ͷܦա

平成25年の調査は̖～(地区をରに࣮ࢪした。このうち、#１・$１・̙１・̚１・̚２

の各調査区については平成24年に調査を࣮ࢪしているが、̗１区については平成25年にもҾ

きଓき調査を࣮ࢪした。また、̘３・̙３区については、次年以߱に調査を࣮ࢪすることとな

ͬた。

調査は、まず̛地区から։࢝した。次いで%地区のうち、%２・̙４区の調査にணखした。̛

地区の調査のݟ通しが立ͬたஈ֊で、%５・̙̒区と̚地区の各調査区の調査にணखした。̛地

区の調査ऴྃ後、ॱ次、̜地区と̖・̗地区の調査にணखした。࠷後に̘地区のうち、̘２区を

設ఆし、調査にணखした。なお、̖地区、̗１・̗２区において多数の遺構・遺物が検出された
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ことから、Ҿきଓき次年も調査を行うこととし、それ以֎の調査については調査をऴྃした。

ただし、̖・̗・̘・̛の各地区については、ຊ書ではѻΘず、別్報告する予ఆである。

ᶃ̙۠ͷ調査　̙地区は平成24年に̙１区の調査を࣮ࢪし、平成25年は̙２・̙４～̙

̒区の各調査区について調査を࣮ࢪした。なお、̙３区は調査の༏先ॱҐから平成26年に調査

を࣮ࢪしたたΊ、報告は別్行うものとする。また、%４区は̙２区にۙするたΊ、１つの調

査区として調査を࣮ࢪした。

̙２区の調査は平成25年５月̓日に։࢝した。まず、ॏ機によͬてද土ならͼにଯ積のআڈ

を行うとともに、調査区南東۱で土のଯ積ঢ়گを確認するたΊのஅちׂりを࣮ࢪした。その݁

果、গなくとも遺構面が３面あることを確認するとともに、࠷下（ඪ13.5ߴmۙ）で、縄文時

代晩期の土器ย等が出土した。上遺構面についてのॏ機掘は̒月̓日にऴྃしたが、この間

に人ྗによる調査区น面のਫ਼査や遺構の検出ۀ࡞を行い、島畑なͲを検出した。また、島畑に

うૉ掘り溝を多数検出した。̓月２日にはߴ所ंۀ࡞を利用した第１面のશࣸܠਅをࡱӨした。

̓月３日からは中遺構面についてのॏ機掘を行い、その後、人ྗによる遺構の検出ۀ࡞を行

い、溝やϐοτなͲを検出したが、遺構はগ数であͬた。̔月５日から下遺構面についてのॏ

機掘を行い、その後、人ྗによる遺構検出を行い、ࣗવྲྀ路ঢ়の溝や化物が入ͬた土坑なͲ

を検出した。下遺構面についてはϥδコンϔリコϓターによるۭ中ࣸਅࡱӨを̔月21日に࣮ࢪ

した。その後、அちׂりとその記録のۀ࡞を行い、̕月２日から埋Ίしを։࢝した。̕月20日

には埋Ίしをྃして調査をऴྃした。

なお、先ड़のように調査期間中の̔月３日に現地આ明会を࣮ࢪした。

以上の̙２区の調査がおおΉͶऴྃした̕月̕日から、%５・̙ ̒区の調査にணखした。ただし、

̙５区は現用の水路が調査区とॏෳするたΊ、まず、南半෦のみの調査を行い、水路のఫڈ後に

北半෦の調査を行うこととした。これらの調査区では、ॏ機によͬてද土ならͼにଯ積をআڈ

し、その後、人ྗによる遺構の検出ۀ࡞を行い、島畑なͲを検出した。̙５区南半、̙̒区で

は10月̔日にશࣸܠਅをࡱӨした。その後、྆調査区の埋Ίしを行い、10月22日に調査をऴྃ

した。̙５区北半෦の調査は11月25日から։࢝し、島畑の一෦を確認した。12月５日にશࣸܠਅ

をࡱӨし、12月̒日に調査をऴྃした。

ᶄ۠̚ͷ調査　٭ڮの建設予ఆ地̒か所（̚３～̔̚区）をରとして、̓月17日から調査に

ணखした。まず、̚３・̚４区から։࢝したが、྆調査区がۙしていることから１つの調査区

として調査をਐΊた。以後、各調査区のॏ機掘をॱ次ਐΊ、̔月29日にॏ機掘をऴྃした。

これらの調査区では、ॏ機によͬてද土ならͼにଯ積をআڈし、その後、人ྗによる遺構の検

出ۀ࡞を行い、島畑なͲを検出した。各調査区のશࣸܠਅを̕月11日から10月16日にか͚てࡱӨ

した。શࣸܠਅࡱӨ後、下遺構の༗ແを確認するたΊのஅちׂり調査を行ͬたが、いずれの調

査区でも下遺構は確認されなかͬた。その後ॱ次、各調査区の埋Ίしを行い、10月23日に調

査をऴྃした。

ᶅ̜۠ͷ調査　̜地区は、土成事がܭ画された地にたり、ࠃ道24号（چ路ઢ）の南
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ਐ路ઢ෦とࠃ道24号金尾ަࠩվྑ事ۀにう発掘調査地にڬまれた地である。調査は平成

25年̕月５日にணखした。まず、ද土やଯ積をॏ機でআڈし、その後人ྗによるਫ਼査を行ͬた。

その݁果、島畑なͲを検出した。さらに下遺構の調査として、10月16日からॏ機による島畑の

掘り下͛を行い、弥生時代後期と考えられる溝を検出したほか、遺構にΘないものの縄文土器

なͲが出土した。各遺構の記録を行い、11月̒日にશࣸܠਅをࡱӨした。その後、調査区の埋Ί

しを行い、平成25年11月14日に調査をऴྃした。

̏ɽ報告ॻ࡞ۀ࡞ʹ͍ͭͯ

水主神社東遺跡・下水主遺跡の報告書の࡞成にあたͬては、調査期間が期にٴͿことや、一

෦の調査区では遺物が多ྔに出土したことなͲから、調査のऴえた地からॱ次、基ૅ的なཧ

行することとした。各報告書に所ץにணखするとともに、報告書についてもෳ数に冊してۀ࡞

収する調査区はできるだ͚調査年ごとにまとΊることとしたが、ෳ数年にΘたͬて調査を࣮

を調ۀ࡞した調査地区では、同一報告書にまとΊることができない地が生じた。これはཧࢪ

査ऴྃॱに行ͬたたΊである。

さて、城陽+$T・*$（Ծশ）の発掘調査にうཧۀ࡞については、平成25年までは城陽

+$T・*$（Ծশ）～ീ഼+$T・*$（Ծশ）間ならͼにീ഼+$T・*$（Ծশ）にお͚る調査にうཧ࡞

のணखは平成26年からである。ただし、平成26ۀ࡞したたΊ、ຊ֨的なཧࢪを༏先して࣮ۀ

年以前であͬても、ாొ録や遺物ચড়等の基ૅ的なཧۀ࡞は࣮ࢪした。

ཧۀ࡞は、まず、出土遺物のாొ録とચড়を行ͬた。ચড়ۀ࡞のऴえた遺物は、記ۀ࡞

や߹ۀ࡞を行ͬた。一連の調査では島畑が多数検出されたものの、࡞ߞ地ということもあͬて

遺物の出土ྔはগなく、遺存ঢ়ଶのྑな遺物もほとんͲなかͬた。しかし、縄文時代から古代

にか͚ての遺物は一෦の調査区でまとまͬた出土ྔがある。今回の報告には、上ड़のような遺

物を多ྔに出土した調査区をؚまない。このたΊ、調査面積のׂに出土遺物がগなく、以下で報

告する遺物もେ半がഁยࢿྉである。縄文時代や古墳時代のまとまͬて出土した遺物は今後報告

する予ఆである。記等がऴྃすると、報告書にࡌܝすき遺物のબ別を行い、これらについて

は࣮測やຊを行ͬた。

また、遺構ਤのϨΠΞτۀ࡞を行い、τϨーεۀ࡞にணखした。遺構ਤの࡞成にあたͬては、

以下のような基ຊํのもと࡞成した。調査区のશମਤは、土成ର地の߹はॖई1/400

ないし1/500とし、٭ڮ建設予ఆ地の߹はॖई1/200とした。また、島畑の平面ਤはॖई1/200で、

அ面ਤはॖई1/100でそれͧれ࡞成した。そのଞの遺構については掘立柱建物や溝はॖई1/80な

いし1/100で、土坑はॖई1/40で、遺物出土ঢ়گਤはॖई1/20で、それͧれ࡞成することを基ຊ

とした。

ຊ報告書に関する基ຊ的なཧۀ࡞は、遺構ਤ面・遺物ਤ面のτϨーεۀ࡞をআき、おおΉͶ

平成26年にऴえ、平成27年は、遺物࣮測のՃ・ิや遺物のࣸਅࡱӨ、ਤ面のτϨーε࡞

に߹Θせて報告書に向͚てのຊ文ࣥචやۀ࡞成等を行ͬた。また、上記の࡞遺構ࣸਅਤ൛の、ۀ
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遺物؍දͷ作ͨͬߦɻ࣮ଌͨ͠遺物ͷ͏ち、෮ݪՄͳͷʹ͍ͭͯ石ߣʹΑΔ෮ݪΛ

ܝ遺物ࣸਅਤ൛ͱͯ͠、͍ߦӨΛࡱྉͷ遺物ʹ͍ͭͯ、ࣸਅࢿͰ͖ͨ遺物ഁยݪɻ෮ͨ͠ࢪ࣮

遺物ͨ͠ࡌܝʹࠂऴతʹຊใ࠷、ɻͳ͓ͨͬߦྉΛͱʹฤ集作業ΛࢿɻҎ上ͷΑ͏ͳͨ͠ࡌ

219Ͱ͋Δɻ

ͳ͓、ฏ2611݄14ʹ、ηϯλʔ৬һͷ΄か、ཅڭࢢҭҕһձখઘ༟ࢯ࢘がࢀՃͯ͠

ʮ下水主遺跡検౼ձʯΛ͍ߦ、島畑縄文࣌ͷ遺物、遺跡ͷ立地ʹ͍ͭͯͷ検౼Λͨͬߦɻ

ͦͷࡍͷՌΛຊใࠂʹҰ部りࠐΉ͜ͱがͰ͖ͨɻ

ຊใࠂ、ݱ地調査Λ୲ͨ͠ݪށ・Ԭ・Ҫ・ؔ・ࢁͷ΄か、ژେֶେֶӃਂᖒຑ

ҥがͦΕͧΕࣥච͠、全ମͷ文ষͷ調ΛҪがͨͬߦɻ

（Ҫਸ࢙）

ද３　水主神社東遺跡調査地区ผҰཡද（৽໊神ߴಓ路උࣄ業）

調査 調査࣍ 調査地区 調査区 調査ظ間 調査面積 ใࠂॻ

ฏ 23  ୈ１࣍ Ａ地区 Ａ１区 2012�2�15～ 2012�3�15 100ᶷ ຊॻ

Ａ２区 2012�2�15～ 2012�3�15 100ᶷ ຊॻ

ฏ 24  ୈ２࣍ Ｂ地区 Ｂ１区 2012�5�23～ 2012�8�7 200ᶷ ຊॻ

Ｂ２区 2012�6�4～ 2012�9�27 430ᶷ ຊॻ

ฏ 25  ୈ５࣍ Ａ地区 Ａ３区 2013�10�1～ 2014�1�8 3100ᶷ ຊॻ

Ｂ地区 Ｂ３区 2013�11�19～ 2013�12�17 100ᶷ ຊॻ

Ｃ地区 Ｃ１・Ｃ２区 2013�5�14～ 2013�12�12 8175ᶷ ຊॻ

ฏ 26  ୈ６࣍ Ｂ地区 Ｂ４区 2014�11�19～ 2015�2�26 590ᶷ ༧ఆࠂ後ใࠓ

ฏ 27  ୈ７࣍ Ｄ地区 2015�11�24～ 2016�2�5 1280ᶷ ࠂ༧ࠂ後ใࠓ

ද４　下水主遺跡調査地区ผҰཡද（৽໊神ߴಓ路උࣄ業）

調査 調査࣍ 調査地区 調査区 調査ظ間 調査面積 ใࠂॻ

ฏ 24  ୈ１࣍ Ｂ地区 Ｂ１区 2012�5�23～ 2013�3�8 1070ᶷ ༧ఆࠂ後ใࠓ

Ｃ地区 Ｃ１区 2012�10�9～ 2013�1�30 700ᶷ ༧ఆࠂ後ใࠓ

Ｄ地区 Ｄ１区 2012�11�28～ 2013�3�8 450ᶷ ຊॻ

Ｅ地区
Ｅ１区 2012�12�10～ 2013�3�8 770ᶷ ຊॻ

Ｅ２区 2012�12�18～ 2013�3�8 370ᶷ ຊॻ



৽໊神ߴಓ路ؔ遺跡ฏ 23 ～ 25 ൃ掘調査ใࠂ

ôøüô

調査 調査࣍ 調査地区 調査区 調査ظ間 調査面積 ใࠂॻ

ฏ 25  ୈ４࣍ Ａ地区 2013�10�4～ 2014�2�27 940ᶷ ༧ఆࠂ後ใࠓ

Ｂ地区
Ｂ１区 2013�11�1～ 2014�2�27 330ᶷ ༧ఆࠂ後ใࠓ

Ｂ２区 2013�11�25～ 2014�2�27 580ᶷ ༧ఆࠂ後ใࠓ

Ｃ地区 Ｃ２区 2014�1�20～ 2014�2�27 200ᶷ ༧ఆࠂ後ใࠓ

Ｄ地区

Ｄ２・Ｄ４区 2013�5�7～ 2013�9�20 2617 ຊʊॻ

Ｄ５区 2013�9�9～ 2013�12�6　　　
（中断ظ間͋り） 150ᶷ ຊॻ

Ｄ６区 2013�9�9～ 2013�10�22 180ᶷ ຊॻ

Ｅ地区

Ｅ３・Ｅ４区 2013�7�17～ 2013�10�4 470ᶷ ຊॻ

Ｅ５区 2013�8�6～ 2013�10�2 220ᶷ ຊॻ

Ｅ６区 2013�8�6～ 2013�10�4 210ᶷ ຊॻ

Ｅ７区 2013�8�23～ 2013�10�23 160ᶷ ຊॻ

Ｅ８区 2013�8�23～ 2013�10�23 290ᶷ ຊॻ

̛地区

̛１区 2013�5�21～ 2013�7�5 260ᶷ ༧ఆࠂ後ใࠓ

̛２区 2013�6�13～ 2013�8�23 255ᶷ ༧ఆࠂ後ใࠓ

̛３区 2013�6�11～ 2013�8�29 230ᶷ ༧ఆࠂ後ใࠓ

̛４区 2013�4�22～ 2013�6�12 218ᶷ ༧ఆࠂ後ใࠓ

̛５区 2013�6�6～ 2013�7�22 220ᶷ ༧ఆࠂ後ใࠓ

̛６区 2013�4�22～ 2013�7�22 265ᶷ ༧ఆࠂ後ใࠓ

̛７区 2013�4�22～ 2013�8�27 190ᶷ ༧ఆࠂ後ใࠓ

̛８区 2013�4�22～ 2013�7�8 220ᶷ ༧ఆࠂ後ใࠓ

̛９区 2013�5�9～ 2013�7�18 198ᶷ ༧ఆࠂ後ใࠓ

̛ 10 区 2013�4�22～ 2013�7�18 185ᶷ ༧ఆࠂ後ใࠓ

̛ 11 区 2013�5�7～ 2013�7�8 240ᶷ ༧ఆࠂ後ใࠓ

̛ 12 区 2013�5�1～ 2013�8�30 275ᶷ ༧ఆࠂ後ใࠓ

Ｇ地区 2013�9�5～ 2013�11�14 1290 ʊࠓ後ใࠂ༧ఆ

ฏ 26  ୈ６࣍ Ａ地区 2014�4�9～ 2014�6�13 600ᶷ ༧ఆࠂ後ใࠓ

Ｂ地区 Ｂ１・#２区 2014�4�9～ 2014�6�13 400ᶷ ༧ఆࠂ後ใࠓ

Ｃ地区 Ｃ３区 2014�4�22～ 2014�5�30 600ᶷ ༧ఆࠂ後ใࠓ

Ｄ地区 Ｄ３区 2014�11�5～ 2015�2�27 2050 ʊࠓ後ใࠂ༧ఆ

̞地区 2014�4�21～ 2014�7�15 900ᶷ ༧ఆࠂ後ใࠓ

̟地区 2014�6�18～ 2014�12�5 2590 ʊࠓ後ใࠂ༧ఆ

Ｋ地区 Ｋ１区 2014�4�23～ 2014�8�5 1660 ʊࠓ後ใࠂ༧ఆ

Ｋ２区 2014�8�6～ 2014�10�30 1460 ʊࠓ後ใࠂ༧ఆ

̡地区 ̡１区 2014�4�25～ 2014�10�30 2620 ʊࠓ後ใࠂ༧ఆ

Ｎ地区 2014�4�25～ 2014�12�5 2420 ʊࠓ後ใࠂ༧ఆ

ฏ 27  ୈ７࣍
Ｅ地区

Ｅ９区 2015�11�5～ 2016�2�4 365ᶷ ༧ఆࠂ後ใࠓ

Ｅ 10 区 2015�12�8～ 2016�2�4 115ᶷ ༧ఆࠂ後ใࠓ

̡地区 ̡３区 2015�5�18～ 2015�6�29 110ᶷ ༧ఆࠂ後ใࠓ

̝地区
̝１区 2015�5�18～ 2015�10�19 1500 ʊࠓ後ใࠂ༧ఆ

̝２区 2015�8�24～ 2015�11�19 1170 ʊࠓ後ใࠂ༧ఆ
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調 査 ͷ ํ ๏ ͱ ج ຊ  ং
̍ɽ調査ͷํ๏

調査のணखにあたͬては、各調査区の設ఆおよͼ基४の設置ۀ࡞を行ͬた。調査では、̖地

区、̗地区なͲの調査地区を設ఆし、その内෦に࣮際の調査を行ͬた調査区を設ఆした（２項ࢀ

র）。また、調査のରとなるൣғには、ࠃ土࠲ඪ系に基づく、地区ׂを設ఆした（３項ࢀর）。

各調査区の調査は、遺構面上までॏ機でଯ積をআڈした。その後、人ྗによる遺物แؚ

の掘、遺構面のਫ਼査ۀ࡞を行ͬて遺構の検出にΊた。検出した遺構は、そのҐ置をॖई

1/100ないし1/50の平面ਤに記録しながら、ॱ次、掘ۀ࡞を行ͬた。遺構の掘をऴえるとॖ

ई1/10ないし1/20の平面ਤやஅ面ਤ、あるいはॖई1/10ないし1/5の遺物出土ঢ়گਤなͲの記録

ਤ面の࡞成を行ͬた。また、遺構や土அ面なͲの記録ࣸਅのࡱӨを行ͬた。遺構面શମの調査

をऴえると、調査区ごとにશࣸܠਅをࡱӨした。さらに、必要にԠじてۭ中ࣸਅࡱӨと、それに

よるਤ化ۀ࡞を࣮ࢪした。

また、下遺構が確認された߹、上遺構面から下遺構面までのଯ積がബい߹には人

ྗによͬて、ଯ積がްい߹にはॏ機によͬて、それͧれআڈし、上記のۀ࡞を܁りฦした。

検出した遺構には原ଇとして、各調査区ごとに１番から通し番号をつ͚、遺構のੑ֨を示すུ

号を༩した。ུ号は調査のਐలにͬてมߋすることもあͬたが、遺構番号はมߋしないよう

にした。用したུ号は、୦݀建物：̨̝、掘立柱建物：̨̗、井戸：̨̚、土坑：̨̠、溝：

̨̙、柱݀・ϐοτ：̨̥、ෆ明遺構：̨̭である。ຊ報告で用した遺構番号は原ଇとして調

査時のものであるが、調査時に番号のなかͬた遺構については、ຊ報告࡞成時に新たに༩した。

ただし、島畑の遺構番号については、調査時の遺構番号とは別に一ൠࠃ道24号金尾ަࠩվྑ事

まる島畑の通し番号を༩した。なお、島畑の通し番号のॳ出時に調査時の遺࢝の調査報告にۀ

構番号を߹Θせて示した。

̎ɽ調査۠ͷઃఆ

調査ର地が広େであることから、調査ର地をいくつかの調査地区にׂして調査をਐΊる

ことにした。この調査地区名は、平成24年調査で一෦用をはじΊたが、平成25年に調査を

必要とする地の֓要がఆまるにしたがͬて設ఆした。このʮ調査地区ʯは現用の市道等で区

したもので、面的なۭ間をさし、̖地区、̗地区、ʜʜ、̡地区、ʜʜというように、ΞルϑΝ

ϕοτでݺͿものとする（第３ਤ）。このなかに࣮際に調査を࣮ࢪしたʮ調査区ʯを設ఆし、ෳ数

の調査区がある߹は̙１区、̙２区、ʜʜ、̙̒区と、ΞルϑΝϕοτと数ࣈのみ߹Θせで

දすこととした。したがͬて、ʮ˓地区ʯとʮ˓˓区ʯは、ҟなるものをさす区名শとする。

ただし、調査区が１つしかない߹は、ʮ˓地区ʯという名শを用した。

調査区の設ఆは、西日ຊߴ道路株式会社の事ܭ画にしたがい、京都府ڭҭҕһ会とٞڠの

上、٭ڮ෦については、٭ڮຊମとࢪにい掘される෦を、また、土෦については、

成ൣғすてをରとすることとした。なお、平成26年以߱は土成෦のうち、࣮際に
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第３ਤ　調査地区配置ਤ（1/6,000）
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第４ਤ　水主神社東遺跡・下水主遺跡શମ地区ׂਤ（1/6,000）
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道路成෦にͬݶて発掘調査を行い、下遺構等が検出された߹には必要にԠじて土成

ൣғまで調査区を֦ுすることとした。

以上のようなํのもと、平成25年に水主神社東遺跡については̖～̘地区の３つを、下水

主遺跡については̖～̜地区の̓つを設ఆした（第３ਤ）。また、平成26年以߱は、ॳの調査

予ఆ地のほか、平成25・26年の京都府ڭҭҕһ会のࢼ掘調査の݁果、下水主遺跡のൣғが北

に広がͬたことから、新たな調査地区をՃした。࠷ऴ的に、水主神社東遺跡は̖～̙地区、下

水主遺跡は̖～̤地区となͬた。調査区ごとの調査期間や調査面積については、ද３・４にま

とΊた。

̏ɽׂ۠ͷઃఆ

水主神社東遺跡・下水主遺跡の調査では、上記の調査地区の設ఆとは別に、検出遺構や出土遺

物のҐ置を記録する目的で、ର地શମを෴う地区ׂをࠃ土࠲ඪ系（世界測地系）にもとづいて設

ఆした。

まず、ର地શମに100̼ํ࢛のେ区画を設ఆした（第４ਤ）。େ区画は、9�ʵ127,200、:�ʵ

21,500をىとする、100̼ํ࢛のํ؟を設ఆした。େ区画の基४ઢは南北・東西ともࠃ土࠲ඪ

系に一கさせ、東西ํ向は東から１、２、３、ʜʜとし、南北ํ向は北から̖、̗、$とし、྆

者のަを"1、#2、ʜʜ、)4、なͲとする。େ区画の地区名は100̼ํ؟の南東۱のަの名

শでදすものとする。このେ区画の一辺を25等して４mํ࢛のํ؟を設ఆし、খ区画とした（第

５ਤ）。খ区画の基४ઢもେ区画と同様に、ࠃ土࠲ඪ系と一கさせ、東西ํ向は東から１、２、３、

ʜʜʜ、25とし、南北ํ向は北から̰、̱、̲、ʜʜ、yとし、྆者のަをa1、b1、D3、y25

なͲとする。খ区画の地区名も４̼ํ؟の南東۱のަの名শでදすものとする。:࣠の下２ܻ

でදすと、１ϥΠンは00̼、25ϥΠ

ンは96mにたる。また、9࣠の下

２ܻでදすと、̰ϥΠンは04̼、y

ϥΠンは00̼にたる。ࠃ土࠲ඪ系

にもとづく、地区名はʮ)3-r12区ʯ

のようにද記する。

なお、城陽+$T・*$（Ծশ）の建設

にう発掘調査では、多数の調査区

を設͚て調査を࣮ࢪしているほか、

100̼をӽえる調査区がほとんͲな

いたΊ、େ地区ׂは、࣮際の調査時

には用していない߹がある。ま

た、খ地区ׂは、遺物แؚやن

のେきな遺構内で出土した遺物のऔ第５ਤ　খ地区ׂ֓೦ਤ
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上͛に用したが、多くの調査区で明確な遺物แؚがなかͬたたΊ、調査のਐに߹Θせてখ

地区ׂを設ఆすることがあͬた。

報告にあたͬては、島畑をはじΊ各遺構が検出された地区名を明記したが、遺構のنがେき

いものがあり、多くの߹、一෦の地区名に代දさせてද記した。また、遺構平面ਤにখ地区ׂ

の基४となるϥΠン名をද記した。

̐ɽجຊతͳং

ここでは、平成23年から平成27年までの調査成果をふまえて、調査ର地શମの基ຊ的な

ংについてまとΊておく。ݸʑの調査区のংについては、各調査区の項で記ड़する。

まず調査前の土地利用は原ଇ、水田、もしくは水田面よりも１̼前後ߴくなͬたߴまりを利用

した畑地が広がͬていた。後者が、いΘΏるʮ島畑ʯである。城陽市に所在する島畑では、ߐ戸

時代からେਖ਼時代にか͚て広ൣғに໖や果थഓなͲが行Θれていた。寺田地区のࠃ道24号より

西ଆには、現在も寺田ΠϞやΠνδΫなͲのഓを行う島畑が多く存在している。また、文化ி

のʰྛ水産ۀに関連する文化的؍ܠのอޢに関する調査研究 （ɦ平成15年）では、ʮ畑地؍ܠʯ

の種別で、 城陽市所在のʮྲྀҬの島畑ʯが͛ܝられている。

調査ର地周辺には、ࠃ道24号（େٱอόΠύε）や京ಸ和ࣗಈं道城陽ΠンターνΣンδなͲ

があり、これらとަࠩするように新名神ߴ道路ならͼに城陽+$T・*$（Ծশ）が設͚られること

となͬた。

調査前の؍ܠはେ半が水田であり、一෦に島畑が認Ίられた。現水田面のඪߴは、下水主遺跡

̤地区ۙで15.0̼、同̡地区ۙで14.6̼、同̝地区ۙで15.4̼、同̛地区西端で15.6̼、同

%地区ۙで15.7̼、同̗地区ۙで16.0mである。一ํ、水主神社東遺跡̘地区ۙで15.6m、

同̖地区ۙで15.6̼、同̗地区ۙで15.7̼である。現水田面のඪߴからみると、下水主遺跡

̡地区ۙが࠷もくなり、このۙから北と南に向かͬてঃʑにߴくなる。そして、に

。くなるߴも࠷もۙい下水主遺跡̗地区ۙが࠷

第̒ਤに示した柱ঢ়ਤをࢀ考に調査ର地のଯ積ঢ়گについて֓؍すると、おおΉͶ現水田に

うްさ10～20DmほͲの࡞ߞ土やচ土が認Ίられる。この下に୶ԫ৭࠭・ઙԫ৭࠭・੨փ

৭࣭࠭土なͲの࠭を主ମとするଯ積がある。これらはߑ水等によるものと考えられるが、調

査地によͬて࠭のްさはҟなる（20～80Dm）。また、必ずしも࠭が確認されなかͬた調査

区もある。この࠭はの൙ཞ等によるものとਪఆされるが、࠭のଯ積した時期や回数な

Ͳの詳細はෆ明である。この下に੨փ৭೪࣭土・փ৭シルτ・փ৭シルτなͲのシルτ

ないし೪土がଯ積する。これらは島畑の溝෦にଯ積したものと考えられ、࠷ऴ的には島畑

そのものの上面にまでୡしていることが多い。これらをআڈすると、島畑が検出される。

島畑は調査成果によると、中世中ࠒ（13世紀前後）に形成され、おおΉͶ同一地で、溝のଯ積

土を掘し、それを島畑にり上͛ることを܁りฦしていたと考えられる。島畑は、中世に形成

された後、ۙ世のあるஈ֊までܧଓしてӦまれたようである。その後、島畑の周ғに広がる溝ঢ়
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遺構が、ߑ水等にう࠭やシルτ࣭系のଯ積土によͬて埋すると、島畑の周ғが水田にม化

していͬたՄੑがߴい。

ॳ期の島畑の多くは、それ以前から存在するൺֱ的҆ఆした地をりࠐんで溝ঢ়遺構を形成

し、いΘ҆ఆした地を掘りして島畑を形成していると考えられる。࠷もॳ期の島畑上面の

ඪߴは、水主遺跡̤地区ۙで14.0̼、同̡地区ۙで13.6̼、同̝地区ۙで14.1̼、同̛地

区西端で14.5̼、同̙地区ۙで14.5̼、同̗地区ۙで14.7mである。一ํ、水主神社東遺跡̘

地区ۙで14.4m、同̖地区ۙで14.4̼、同̗地区ۙで14.8̼である。したがͬて、島畑の上

面のඪߴは、おおΉͶ、現水田面のඪߴにରԠしたߴࠩをಡみऔることができる。つまり、現

水田面のඪߴのม化は、埋するچ地形をөしているといえる。

ところで、島畑は҆ఆした地を掘りして形成されるたΊ、島畑の上෦を10～30Dmআڈす

ることで下の遺構が検出される߹がある。また、一෦の島畑では、その上面で島畑以前の遺

構が検出される߹がある。島畑の基൫となるのはփԫ৭シルτࠞじり細 ・࠭҉փԫ৭೪࣭土・

Φリーϒփ৭シルτなͲの೪࣭土やシルτが主ମである。

一ํ、島畑の溝ঢ়遺構のఈで、こうした遺構や遺物แؚが確認されることはまれである。こ

の事࣮も島畑をり出して成されていることを示している。このような島畑や縄文時代から古

代にか͚ての遺構のもͬとも基൫となるのはԫ৭ないしփΦリーϒ৭系の೪࣭土である。この

೪࣭土の下のঢ়گを確認するたΊ、北の下水主遺跡̣地区から南の下水主遺跡̖地区まで、Կ

か所かでஅちׂり等を࣮ࢪして੨փ৭೪土を確認している。੨փ৭೪土の上面はおおよそඪ

৭系೪࣭土が形成される以前の水成ଯ積による೪土12.5̼であることから、上ड़のԫ～12.0ߴ

と考えられる。        　　（筒井崇史）
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ʤ１ʥ水主神社東遺跡第１・２・５次調査

̍ ɽ ͡ Ί ʹ
先にड़たように、水主神社東遺跡では、̖～̙の各調査地区を設ఆし、各調査地区とも࣮際

の調査区を２～３か所設ఆした（第̔ਤ）。なお、平成26年に̗地区で１か所（̗４区）のほか、

平成27年には̙地区の調査を࣮ࢪした。

水主神社東遺跡の一連の調査の݁果、一ൠࠃ道24号金尾ަࠩվྑ事ۀにう調査成果もؚΊ

て、中世に形成された島畑を߹Θせて21基検出した（̗４区・̙地区の成果もؚΉ）。また、弥生

時代後期から古代にか͚ての遺構を検出し、遺跡の֓要を明らかにすることができた。ただし、

いずれの調査でも集落のຊମとݺるような遺構の検出にはͬࢸていない。さらに、縄文時代晩

期にҐ置づ͚られる縄文土器が調査地の各所で出土しており、縄文時代晩期の׆ಈྖҬの広がり

についても一ఆの成果が得られた（第̓ਤ）。     　　（筒井崇史）

̎ ɽ̖  ۠ ͷ 調 査
̖地区は、東西ํ向にԆͼるࠃ道24号（چ路ઢ）の南ଆに設ఆしたもので、平成23年に٭ڮ建

設予ఆ地の２か所の調査区（̖１・̖２区）を設ఆして調査を࣮ࢪした。̖１・̖２区は城陽

+$T・*$（Ծশ）で、はじΊて調査を࣮ࢪした調査区である。その後、ର地にେنな土成

がܭ画されたたΊ、そのൣғをରに̖３区として平成25年に調査を࣮ࢪした（第̔ਤ）。

̍ʣ̖ ̍۠ͷ調査

ʢ̍ʣ調査۠ͷ֓ཁͱجຊతͳং

一辺10̼ํ࢛のൣғの࡞ߞ土をআڈし、その内෦に東西8.6̼、南北8.6̼のۣ形の調査区を設

ఆした（第̕ਤ上）。現地ද面のඪߴはおよそ15.7mである。現地ද下約1.7mで、島畑とそれに

う土坑ঢ়遺構
ㅭ㉅̔ㅮ

、およͼૉ掘り溝を検出した。なお、ॳ、島畑を土खঢ়遺構と認ࣝしていたが、

その後の調査のਐలにい、島畑であることが明らかになͬた。調査面積は100㎡である。出土

した遺物は、̖２区と߹Θせてཧശにして１ശである。

基ຊ的なং（第̕ਤ上）は、࡞ߞ土・চ土（１）の下にްさ25Dmఔの࠭のଯ積が認Ίられ、

その下からはࠇփ৭シルτ（̒）、փ৭೪࣭土（̓）がްくଯ積し、島畑の基൫となるԫփ৭

೪࣭土（̔）となる。̓をআڈして調査を࣮ࢪした。

ʢ̎ʣݕग़遺ߏ（第̕ਤ上）

ౡാ��　調査地内શҬで検出した（*3-j6区ほか）。検出5.4̼、検出෯4.4̼で、検出ঢ়گから

南北ํ向にԆͼると考えられる。島畑のߴさはෆ明である。調査ൣғがݶられていたたΊશ༰は

明らかにできなかͬたが、̖３区の調査で広ൣғに島畑29を確認した。なお、̖２区でもԆ෦

と考えられる島畑を検出した。

されていた土坑ঢ়遺構̨̠07３区の調査で明らかになͬた島畑29の上෦に掘̖　�1̨̙ߔ
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第̓ਤ　水主神社東遺跡第１～̓次調査遺構配置ਤ（1/2,500）
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第̔ਤ　水主神社東遺跡̖・̗地区遺構配置ਤ（1/1,000）
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第̕ਤ　̖１・̖２区遺構配置ਤ（1/200）・土அ面ਤ（1/100）
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の内෦で検出した（*3-j6区ほか）。検出4.0̼、෯0.8̼、深さ0.1̼前後である。島畑29にうૉ

掘り溝の１つと考えられる。

ঢ়遺�7̨̠ߏʢ調査࣌ɿ̨̙ߔ��ʣ　ॳは島畑29の東ଆを画する溝と考え、溝̨̙03と

していたが、̖３区の調査の݁果、島畑の上面に掘された෯の広い土坑ঢ়遺構の一෦であるこ

とが明らかになͬた。検出5.4̼、෯４̼以上、深さ0.15～0.2̼である。埋土からは瓦器と

土師器ࡼのখഁยが出土した。     　   （戸原和人・筒井崇史）

ʢ̏ʣग़遺（第10ਤ）

̖１区の遺物には、各ଯ積や遺構埋土から弥生土器や土師器、須恵器、瓦器なͲが出土した。

ਤ示したのは３である（１～３）。１は瓦器のޱԑ෦のഁยである。端෦内面にઢは認Ίら

れない。２は須恵器ഋ̗
ㅭ㉅̕ㅮ

で、ಸྑ時代後半とਪఆされる。３は弥生土器のᙈのఈ෦ยで、弥生時

代後期のものとਪఆされる。土には１～２mmେの石や細かな石ӳをؚΉ。   

     　　（筒井崇史）

̎ʣ̖ ̎۠ͷ調査

ʢ̍ʣ調査۠ͷ֓ཁͱجຊతͳং

一辺10̼ํ࢛のൣғの࡞ߞ土をআڈし、その内෦に東西8.6̼、南北8.6̼のۣ形の調査区を設

ఆした（第̕ਤ下）。現地ද面のඪߴはおよそ15.7mである。現地ද下約1.7mで、島畑とそれに

う土坑ঢ়遺構およͼૉ掘り溝を検出した。これらはすて̖１区で検出した遺構のԆ෦にた

るとਪఆされた。調査面積は100㎡である。

基ຊ的なংは、おおΉͶ̖１区と同じである（第̕ਤ下）。

ʢ̎ʣݕग़遺ߏ（第̕ਤ下）

ౡാ��　調査区શ面で検出した（+3-a6区ほか）。検出4.0̼、検出෯4.5̼で、検出ঢ়گから南

北ํ向にԆͼると考えられる。"１区で検出した島畑と同一のものと考える。

、１区で検出したૉ掘りの溝と同一のものとਪఆされる。検出1.6̼、෯0.8̼̖　�1̨̙ߔ

深さ0.1̼前後である。

ঢ়遺�7̨̠ߏʢ調査࣌ɿ̨̙ߔ��ʣ　̖１区で検出した෯の広い土坑ঢ়遺構と同一のもの

とਪఆされる。検出1.2̼、෯４̼以上、深さ0.1̼前後である。

（戸原和人・筒井崇史）

第10ਤ　̖１・̖２区出土遺物࣮測ਤ（1/4）
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ʢ̏ʣग़遺（第10ਤ）

̖２区の遺物は各ଯ積や遺構埋土から土師器や瓦器なͲが出土した。ਤ示したの５である

（４～̔）。４は土師器のখܕのࡼである。５・̒は瓦器のޱԑ෦のഁยである。ともに内面に

ઢを༗する。̓・̔は土師器のӋזで、̓はޱԑ端෦の、̔は௳の、それͧれのখഁยである。 

（筒井崇史）

̏ʣ̖ ̏۠ͷ調査

ʢ̍ʣ調査۠ͷ֓ཁͱجຊతͳং

̖１・̖ ２区の調査成果にもとづき、土成ൣғをରとして調査を࣮ࢪした。南北約76̼、

東西約45̼で、南西֯をܽくが、おおΉͶۣ形の調査区である。現地ද面のඪߴはおよそ15.6m

である。遺構面は、南ほͲくなる。現地ද下1.3～1.5̼で、上遺構として、島畑３基とそれ

にう溝ঢ়遺構
ㅭ㉅10ㅮ

２を検出した（第11ਤ）。検出した島畑のうち１基は先の̖１・̖２区で検出し

た島畑29と同一のものである。また、島畑上面から約20Dm下で、下遺構として、弥生時代の

溝２と溝の一෦とࢥΘれるࠟ跡を３か所検出した（第19ਤ）。さらに、地山上で縄文時代晩期

の土器が数出土したが、これらにう遺構は確認できなかͬた。また、土෦にۙして建

設が予ఆされた٭ڮ෦についても、一෦調査区を֦ுして島畑のঢ়گ等を確認した。࠷ऴ的な

調査面積は3,100㎡である。出土した遺物はཧശにして４ശである。

基ຊ的なং（第12・13ਤ）は、࡞ߞ土とࢥΘれるࠇ৭シルτ࣭細 （࠭47）やփ৭土（17）

の下に、ްさ50DmほͲのԫփ৭ないしઙԫ৭の࠭（１・３・̓）がある。この下に15Dm

前後のփ৭೪ （࠭４）が調査区શମに広がる。この下には10～50DmほͲの੨փ৭೪࣭土（５）

があるが、西น土அ面にはみられない。北น土அ面でみると、５は西ଆではほとんͲみら

れず、東ଆほͲްくଯ積している。この下に島畑を෴うփ৭࣭࠭土（̔・30）や੨փ৭࣭࠭土

（̒）がある。これらの下に島畑を構成する土がみられる（18・19・32なͲ）。これらの

土をআڈして調査を࣮ࢪした。また、島畑にう溝ঢ়遺構の埋土として੨փ৭࣭࠭土ないし೪࣭

土（̕・10・24）がみられる。

ʢ̎ʣݕग़遺ߏ

ᶃ্遺ߏ （第11ਤ）

ౡാ�7ʢ̨̭�1ʣ（第14・15ਤ）　調査区の東端（*2-i22・j22区ほか）で検出した南北ํ向の島畑

である。نは検出73.1̼、基෦෯10.9̼、上面෯7.4̼、ߴさ0.5̼前後である。島畑上面のඪ

、建設予ఆ地をରとして٭ڮ。はおよそ14.4̼である。島畑の南北྆端は確認できなかͬたߴ

調査区の北西෦を෦的に֦ுし、島畑27の東෦を確認している。島畑の上面には、ほ΅શҬ

にΘたͬて෯4.4～4.8̼、深さ0.6̼前後の土坑ঢ়の掘りࠐみが認Ίられた。この土坑ঢ়遺構̨̠

06のఈ面で、島畑とほ΅同じさのૉ掘り溝２と、খنなૉ掘り溝３を検出した。前者は

検出67̼前後、෯0.5～1.2̼、深さ0.1̼前後である。後者は検出6.5～10.4̼、෯0.4～0.6̼、

深さ0.1̼前後である。遺物は̨̠06やそのఈ面で検出されたૉ掘り溝なͲから土師器や須恵器、

瓦器なͲが出土した（第22ਤ̕～14・17）。なお、島畑上面で検出した土坑ঢ়遺構の用్について
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第11ਤ　̖３区上遺構配置ਤ（1/400）
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第12ਤ　̖３区北น土அ面ਤ（1/100）
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第13ਤ　̖３区西น土அ面ਤ（1/100）
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第14ਤ　̖３区島畑27・28平面ਤ１（1/200）
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第15ਤ　̖３区島畑27・28平面ਤ２（1/200）
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第16ਤ　̖３区島畑29平面ਤ１（1/200）
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第17ਤ　̖３区島畑29平面ਤ２（1/200）

はෆ明である。

ౡാ��ʢ̨̭��ʣ（第14・15ਤ）　調査区の中ԝ（*3-i2・j2区ほか）で検出した南北ํ向の島畑で

ある。نは検出63.1̼、基෦෯4.5～7.0̼、上面෯2.3～3.6̼、ߴさ0.4̼前後である。島畑上

面のඪߴはおよそ14.2̼である。島畑の南北྆端は確認できなかͬた。島畑27・29にくらると

上面の෯がڱい。島畑上面では、東西ํ向のૉ掘り溝を１検出した。このૉ掘り溝は検出

2.9̼、෯0.3̼、深さ0.1̼である。遺物は島畑の上面から土師器や瓦器、੨磁なͲがগྔ出土した。

ౡാ��ʢ̨̭��ʣ（第16・17ਤ）　調査区の西端（*3-l5・m5区ほか）で検出した南北ํ向の島畑で

ある。̖１・̖２区の調査で確認した島畑と同一のものである。نは検出51.6̼、基෦検出
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෯12.2～13.2̼、上面検出෯8.5～9.9̼、ߴさ0.5̼前後である。島畑上面のඪߴはおよそ14.3̼で

ある。島畑の南北྆端は確認できなかͬた。また、西ଆのも調査区֎にԆͼるたΊ確認できて

いない。島畑の上面には、島畑27と同様に、ほ΅શҬにΘたͬて෯5.4～6.3̼、深さ0.5̼前後の

土坑ঢ়の掘りࠐみが認Ίられた。この土坑ঢ়遺構̨̠07のఈ面で、島畑とほ΅同じさのૉ掘り

溝２と、খنなૉ掘り溝２を検出した。前者は検出37.5～40.0̼、෯0.4～1.3̼、深さ0.1

̼前後である。後者は検出6.4～11.8̼、෯0.4～0.6̼、深さ0.1̼前後である。また、島畑29の

東ݞۙで２のૉ掘り溝を検出した。検出7.0～11.8m、෯0.2̼、深さ0.1～0.15̼である。検

出ঢ়گからຊདྷは同一の溝であͬたと考えられる。遺物は̨̠07やそのఈ面で検出したૉ掘り溝

なͲから土師器や須恵器、瓦器、ന磁なͲが出土した（第22ਤ15・21）。

は検ن。島畑27と島畑28の間で検出した（*2-i24・j24区ほか）　（第14・15ਤ）��̨̙ߏঢ়遺ߔ

出65.7̼、෯11.2～11.8̼、深さ0.5～0.6̼である。溝ఈでૉ掘り溝を̔検出した。ૉ掘り溝

は検出4.8～29.6̼、෯0.2～1.0̼、深さ0.05～0.1̼である。遺物はଯ積やૉ掘り溝なͲから

土師器や須恵器、瓦器、ന磁,、弥生土器のほか、製品なͲが出土した（第22ਤ22）。

は検出ن。島畑28と島畑29の間で検出した（*3-i3・j3区ほか）　（第16・17ਤ）��̨̙ߏঢ়遺ߔ

61.2̼、෯8.7～11.1̼、深さ0.4～0.5̼である。溝ఈでは、ૉ掘り溝を̓検出した。ૉ掘り溝

は検出7.6～16.5̼、෯0.3～0.8̼、深さ0.1̼前後である。遺物はଯ積やૉ掘り溝なͲから土

師器や須恵器、瓦器なͲが出土した。

ᶄԼ遺ߏ（弥生時代・第19ਤ）

調査区の北半෦で検出した（*2-i22・*3-k1区ほか）。溝ঢ়遺構̨̙02・04や　（第20ਤ）��̨̙ߔ

土坑ঢ়遺構̨̠06・07による平のたΊ෦的にしか存しないが、調査区の北西֯から南西に

第18ਤ　̖３区土坑ঢ়遺構̨̠06・07土அ面ਤ（1/100）
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第19ਤ　̖３区下遺構配置ਤ（1/400）
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第20ਤ　̖３区溝̨̙22平面ਤ（1/100）・土அ面ਤ（1/50）

向かͬてԆͼる。૯検出15.1̼、෯0.25～0.6̼、深さ0.1～0.2̼である。溝のํҐは北にରして

60～70°東にৼる。遺物は溝埋土からগྔの弥生土器ยが出土した。

溝̨̙22の南ଆで検出した（*2-l23区）。溝ঢ়、あるいは土坑ঢ়をఄするが、溝ঢ়遺　��̨̙ߔ

構̨̙02・04による平のたΊ、存ঢ়گはྑくない。検出2.2̼、෯0.8̼、深さ0.1̼である。

溝のํҐは̨̙22にほ΅平行し、北にରして69°東にৼる。遺物は出土していない。

調査区の中ԝから南半෦にか͚て検出した（*2-n22・o23区ほか）。溝̨̙　（第21ਤ）��̨̙ߔ

22と同様、溝ঢ়遺構̨̙02・04や土坑ঢ়遺構̨̠06・07によͬて一෦が平されているが、調査

区の東辺中ԝから南西֯に向かͬてԆͼる。؇やかにऄ行しているが、૯検出42.2̼、෯0.3～
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第21ਤ　̖３区溝̨̙24平面ਤ（1/100）・土அ面ਤ（1/50）
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0.9̼、深さ0.05～0.35̼である。溝のํҐは北にରして53～69°東にৼる。遺物は溝埋土から弥

生土器が出土した（第22ਤ18・19）。

平のた調査区のほ΅中ԝで検出した（*3-m2区ほか）。溝ঢ়遺構̨̙02・04による　��̨̙ߔ

Ί෦的にしか存しないが、検出1.5̼、෯0.3̼、深さ0.05̼である。溝のํҐは、̨̙22・

24にަし、北にରして27°西にৼる。遺物は出土していない。

調査区の南西෦で検出した（*3-T5区ほか）。検出7.3̼、෯0.2～0.4̼、深さ0.1̼　�7̨̙ߔ

前後である。ํҐは、北にରして23°西にৼるが、北端は؇やかなހをඳいて先端を北に向きを

มえる。溝の南端は溝̨̙24につながͬている。遺物は出土していない。

̨̠��　調査地の北半෦、やや北西دりで検出した（*3-k4区）。࣠2.3̼、࣠1.1̼、深

さ0.25～0.5̼である。遺構のੑ֨はෆ明である。遺物は出土していない。

�6̨̠　調査地の北端෦中ԝで検出した（*3-j2区）。平面形はʮくʯࣈঢ়に۶ؾۂຯのෆ

形な形ঢ়をఄし、࣠3.0̼、࣠1.1̼前後、深さ0.4̼である。遺構のੑ֨はෆ明である。遺

物は土師器ยがগྔ出土した。

ෆ໌遺�1̨̭ߏ　調査地の北半෦、土坑̨̠20の北2.5̼で検出した（*3-j4区）。検出5.0̼、

෯0.2～0.3̼で、ހঢ়をఄする。遺構のੑ֨はෆ明であるが、෩ࠟであるՄੑもある。遺

物は出土しなかͬた。

ෆ໌遺̨̭ߏ��　調査地の南半෦で検出した（*2-W23・w23区ほか）。検出16.2̼、෯4.1～

10.2̼、深さ0.15～0.25̼である。検出ঢ়گからࣗવ地形とࢥΘれる。遺物は出土してない。

ᶅԼ遺ߏ（縄文時代）

縄文時代の遺構は確認していないが、地山面上で縄文土器がগྔながら出土した（第22ਤ

23・24なͲ）。周辺では後ड़する水主神社東遺跡̘１区や下水主遺跡̙２区なͲで同時期の縄文

土器が出土している。なお、平成26年に調査を࣮ࢪした水主神社東遺跡̗４区は、̖３区の南

ଆにҐ置するが、埋した୩地形からややまとまͬた同時期の縄文土器が出土した
ㅭ㉅11ㅮ

。

（岡﨑研一・筒井崇史）

ʢ̏ʣग़遺（第22ਤ）

̖３区の出土遺物は中世のന磁や瓦器、古代の須恵器、弥生土器、縄文土器、ෆ明製品のほ

か、石器なͲが出土した。

ᶃ্遺ߏग़遺

̕～14は島畑27の上面に設͚られた土坑ঢ়遺構̨̠06から出土した。形品やશମの形ঢ়が

かるものはগないが、12はやや遺存ঢ়گがྑな瓦器で、ߴが認Ίられないᛙখ化したもの

である。ࣨ町時代前半のものであろう。10や11もޱԑ端෦の内面にઢは認Ίられない。̕はޱ

ԑ෦֎面がۄԑをఄするന磁のখഁยである。13は瓦࣭土器の三ುの٭である。٭端෦はܽ

ଛする。14は土師器Ӌזのޱԑ෦である。15は島畑29の上面に掘された土坑ঢ়遺構̨̠07から

出土した瓦器である。ޱԑ端෦内面にઢが認Ίられる。16はॏ機掘中に出土したന磁で、

̕と同じくޱԑ෦֎面にۄԑを༗する。
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第22ਤ　̖３区出土遺物࣮測ਤ（̕～22：1/4、23～26：1/3）

22は溝ঢ়遺構̨̙02の上で出土した、൘ঢ়をఄする製品である。શ11.3Dm、෯6.2Dm、

ްさ0.85Dmである。一ํの辺の֯をややؙく上͛、ଞํの辺にႡりࠐみを入れる。辺د

りの所に３ݸを１とする３ܘmm前後のখを߹̒ܭか所あ͚る。用్はෆ明である。

ᶄԼ遺ߏग़遺

17は島畑27の上෦掘り下͛中に出土した須恵器ഋ̗で、ಸྑ時代のものである。18・19は溝̨

̙24から出土した弥生土器である。18はޱԑ෦がड͚ޱঢ়をఄするുである。ややፏ平なମ෦の

中Ґに࠷େܘが認Ίられる。土には0.5～２mmのփ৭やനփ৭のཻ࠭を多くؚΉ。19はുのఈ

෦で土等から18と同一ݸମとࢥΘれる。ڱখなく΅みఈに、େきく։くମ෦からなる。土に

は0.5～１mmのന৭・നփ৭のཻ࠭を多くؚΉ。20は溝ঢ়遺構̨̙02の࠷下から出土した弥生

土器のᙈのఈ෦である。֎面にϔϥέズリをࢪす。土には0.5～１mmのന৭・փ৭・ࠇփ৭の
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ཻ࠭を多くؚΉほか、৭ཻもみられる。21は島畑29の上෦をॏ機で掘り下͛た際に出土した弥

生時代前期のᙈである。ᰍ෦のগし下にઢを１ࢪす。土には0.5～１mmのന৭・փ৭・ࠇ

փ৭のཻ࠭を多くؚΉ。     　　　　　　　　　（筒井崇史）

23・24は縄文土器である。23は晩期のઙുの෦ยと考えられる。֎面にࣼΊํ向のέズリ

の後、ࠟをࢪしている。24は深ുのޱԑ෦からᰍ෦のഁยで、ޱԑ端෦にするҐ置にಥଳを

くφσ調されて下向きとなͬている。また、ᰍ෦下端にಥଳのࠟڧつ。ಥଳの形ঢ়は上面を࣋

跡がる。ൺֱ的෯広でਨれ下がͬたಥଳを࣋ち、やや֎した形ঢ়をఄしている。これは、ଞ

の地で出土したಥଳ文土器とൺて様૬が多গҟなり、地ҬੑのҧいによるՄੑが考えられ

る。原式にҐ置づ͚られる。      　　（深澤麻衣）

25・26はいずれもαψΧΠτ製の石器である。25は島畑28の上෦掘下͛中に出土したണยであ

る。26は島畑27の上෦で検出された土坑ঢ়遺構̨̠06の下から出土した石᭲である。

（筒井崇史）

̏ ɽ̗  ۠ ͷ 調 査
̗地区は、̖地区の南ଆの市道をڬんで設ఆしたもので、この市道は、ཬܕ地ׂのڥ界に

たる。平成24年に土成とԾ設道路の設置に関Θͬて２か所の調査区（̗１・̗２区）を設ఆ

して調査を࣮ࢪした（第̔ਤ）。྆調査区は、南北に約40mれており、྆者の間のং的ม化を

確認するたΊに྆調査区をଓする調査区を設͚た。調査の݁果、南から北؇やかにࣼして

いることが明した。また、平成25年には、٭ڮ建設予ఆ地の調査を࣮ࢪした（̗３区）。

（筒井崇史）

̍ʣ#̍۠ͷ調査

ʢ̍ʣ調査۠ͷ֓ཁͱجຊతͳং

ॳ、南北40m、東西４̼のํ形の調査区を設ఆしたが、下で検出した溝のঢ়گを確認す

るたΊ調査区を西ଆに֦ுした（第23ਤӈ）。現地ද面のඪߴはおよそ15.9̼である。現地ද下1.8

̼で、上遺構としてૉ掘り溝１、下遺構として溝２と土坑１基なͲを検出した。調査面

積は200㎡である。出土した遺物は̗２区と߹Θせてཧശにして４ശである。

基ຊ的なং（第23ਤࠨ・第24ਤ）は、現在の࡞ߞ土であるࠇ৭の細࠭やૈ （࠭１・̕）、চ

土であるΦリーϒ৭細 （࠭２）の下に、ߑ水に༝དྷするとࢥΘれるԫփ৭ඍ࠭やΦリーϒ৭シ

ルτなͲ（３～５・11・12）がްさ0.6～1.1̼ほͲଯ積する。அ面ਤを૯߹すると、北行くほ

Ͳްくଯ積するようである。それよりも下にはփ৭や҉Φリーϒփ৭の೪࣭土（̒・̓）があ

り、その下が遺構面となるփΦリーϒ৭೪࣭土（̔）である。調査は̔上面で࣮ࢪした。

ʢ̎ʣݕग़遺ߏ

ᶃ্遺ߏ（第23ਤ）

、調査区中ԝで検出した（+3-i10・j10区ほか）もので、̒で検出した。検出30.0̼　�1̨̙ߔ

෯0.2̼、深さ0.15̼前後である。溝は南北ํ向にԆͼる。遺物は瓦器の細ยなͲがগྔ出土した。
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第23ਤ　̗１区遺構配置ਤ（1/200）・土அ面ਤ（1/100）



京都府遺跡調査報告集　第 øýþ 冊

-ûû-

島畑上面のૉ掘り溝であるՄੑがߴい。また、調査ൣғがڱかͬたたΊஅఆにはいたらなかͬ

たが、̨̙01の検出面はある時期の島畑であるՄੑがߴい。

ᶄԼ遺ߏ（第23ਤ）

��ɹ溝̨̙01の下で検出した（+3-k10・k11区ほか）。検出後、溝のԆ෦を確認す̨̙ߔ

るたΊに調査区を西ଆ֦ுした。検出4.0̼、෯1.3̼、深さ0.2̼で、溝のํҐは北にରして

67°東にৼる。̨̙02は溝̨̙03の埋後に掘されたと考えられる。遺物は出土しなかͬた。

溝̨̙02の下で検出した（+3-k10・k11区ほか）。検出5.5̼、෯4.0̼、深さ0.15　��̨̙ߔ

̼で、溝のํҐは北にରして48～58°東にৼる。遺物は出土しなかͬた。

ෆ໌遺̨̭ߏ��　֦ு区の南西֯で検出した（+3-m11区）。東西4.0̼、南北1.0̼、深さ0.15̼

のෆ形な土坑ঢ়をఄする。形ঢ়等からࣗવ地形であるՄੑがߴい。遺物は出土しなかͬた。

̨̠��　溝̨̙03とॏෳして検出した（+3-l10区ほか）。東西1.3̼、南北2.3̼、深さ0.1̼

のෆ形な土坑である。遺物は出土しなかͬた。̨,05は̨̙03の掘後に形成されたと考えら

れる。         　（関広尚世・筒井崇史）

ʢ̏ʣ ग़遺（第28ਤ）

̗１区では中世の੨磁やന磁、瓦器、土師器のほか、古墳時代のഋなͲが出土した（27～

第24ਤ　̗１区東น土அ面ਤ（1/100）
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第25ਤ　̗２区遺構配置ਤ（1/200）

31）。ਤ示した遺物はいずれも遺物แؚやഉ水溝の掘中に出土したものである。

27は੨磁のഁยで、ఈ෦をܽଛする。28はന磁のఈ෦である。ややബくߴΊのり出しߴ

を࣋つ。29はఱ目のഁยで、ఈ෦をܽଛする。30は土師器ࡼである。31は須恵器ഋで、

形ଶから古墳時代後期のものとਪఆされる。     　　（筒井崇史）

̎ʣ#̎۠ͷ調査

ʢ̍ʣ調査۠ͷ֓ཁͱجຊతͳং

調査区は辺26̼、辺12̼ほͲのۣ形をఄする（第25ਤ）。現地ද面のඪߴはおよそ16.0̼で

ある。現地ද下1.2̼で、島畑２基とそれにう溝ঢ়遺構２なͲを検出した。なお、島畑より

も後の時代のものとして、島畑のの؛ޢ等に利用されたとࢥΘれるྻߌも検出している（ਤ൛

第12ʵ1・2）。調査面積は、̗１区と̗２区をつな͙調査区をؚΊて430㎡である。

基ຊ的なং（第26ਤ）は、࡞ߞ土とࢥΘれるΦリーϒࠇ৭細 （࠭２）の下にΦリーϒࠇ৭ૈ࠭

や҉৭ૈ （࠭̔・11）なͲがଯ積する。その下にփ৭系やΦリーϒ৭系のඍ࠭や೪࣭土なͲ

のଯ積が認Ίられる（12・18・23～25）。その下が島畑のϕーεであるࠇ৭೪࣭土（33）

となる。調査は33の上面で࣮ࢪした。また、փ৭ないし҉Φリーϒփ৭シルτや҉Φリーϒփ
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第26ਤ　̗２区北東น・北西น土அ面ਤ（1/100）

৭೪࣭土なͲのଯ積が溝ঢ়遺構̨̙40のଯ積となる（14・16～18）。島畑のϕーεであるࠇ

৭೪࣭土の検出ඪߴは、水主神社東・下水主྆遺跡で検出した島畑でも࠷もߴいҐ置にたる。

ʢ̎ʣݕग़遺ߏ（第25ਤ）

ౡാ77ʢ̨̭��ʣ　調査区の東端で検出した（,3-a12・b11区ほか）。検出10.0̼、基෦検出෯

7.0̼、上面検出෯6.1̼、ߴさ0.9mである。島畑上面のඪߴはおよそ14.8̼である。島畑の上面

で多数のૉ掘り溝（̨̙07～14）を検出した。ૉ掘り溝は、検出1.5～10m、෯0.3～0.4̼、深さ

0.15̼前後である。遺物はૉ掘り溝を中৺に土師器や須恵器の細ยが出土した。
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ౡാ7�ʢ̨̭��ʣ　調査区の西半で検出した（,3-D15・E15区ほか）。検出11.5̼、基෦検出෯

9.9̼、上面検出෯7.7̼、ߴさ0.9̼である。島畑上面のඪߴはおよそ14.8̼である。島畑上では

多数のૉ掘り溝（̨̙01～06）を検出した。ૉ掘り溝は、検出1.5～7.0m、෯0.2～0.5̼、深さ0.1

～0.2̼である。遺物はૉ掘り溝を中৺に土師器や須恵器の細ยが出土した。島畑78の南ݶは、

溝ঢ়遺構̨̙41によͬて区画されている。

調査区中ԝで検出した（,3-b13・D13区ほか）。検出19.0m、෯8.0̼、深さ　��̨̙ߏঢ়遺ߔ

0.65̼前後で、南北ํ向にԆͼる。西ݞは、ෆ形な上ஈとややઢ的な下ஈの２ஈとなる。̨

̙40は調査区の南端で、東西ํ向の溝ঢ়遺構̨̙041と߹ྲྀする。遺物は土師器や瓦器、須恵器

なͲが出土したが、ྔはそれほͲ多くない。

調査区の南端で検出した（,3-E14区ほか）。検出9.0̼、検出෯2.1̼で、深　�1̨̙ߏঢ়遺ߔ

さは溝ఈが調査区֎となるたΊෆ明であるが、গなくとも0.8̼ある。島畑78の南ݶを画する溝

ঢ়遺構と考えられる。遺物は土師器や須恵器が出土した。

（関広尚世・筒井崇史）

ʢ̏ʣग़遺（第28ਤ）

̗２区では中世のఱ目や瓦器、土師器、須恵器のほか、古代の須恵器なͲが出土した（32～

41）。ਤ示した遺物はいずれも遺物แؚやഉ水溝の掘中に出土したものである。

32はఱ目のഁยである。33はఱ目のᆵのޱԑのഁยであろうか。ᬵༀが32と同様৭を

ఄする。34～38は土師器ࡼである。いずれもస෮ݩを行Θな͚れならないようなখഁยであ

るが、土師器ࡼの法ྔにେখがある。35は֎面にഗがணする。39は瓦器のഁยである。内面

にϛΨΩをややີにࢪすが、ޱԑ端෦内面のઢは認Ίられない。40は須恵器ഋ̗のఈ෦のഁย

である。形ଶからಸྑ時代後半から平҆時代前半にか͚てのものとਪఆされる。41はޱԑ෦֎面

がۄԑঢ়をఄする須恵器ുである。内面ଆがஈঢ়にく΅Ήが東系のものとਪఆされる。

（筒井崇史）

̏ʣ̗ ̏۠ͷ調査

ʢ̍ʣ調査۠ͷ֓ཁͱجຊతͳং

̗地区の北端෦に設ఆした調査区である。一辺10～11̼ํ࢛のൣғを調査ରとしたが、現用

の市道およͼ水路があるたΊ、これらを調査区からআ֎して調査を࣮ࢪした（第27ਤ上）。現地ද

面のඪߴはおよそ15.7mである。現地ද下1.4̼で、島畑１基とそれにう溝ঢ়遺構１、井戸１

基なͲを検出した。調査面積は100㎡である。出土した遺物はཧശにして１ശにຬたない。

基ຊ的なং（第27ਤ下）は、࡞ߞ土であるࠇ৭࣭࠭土（１）の下に、ްさ20DmほͲのփԫ

৭ （࠭３）や50～80DmほͲの҉Φリーϒփ৭ۃ細 （࠭４）なͲの࠭がある。この下に҉

փ৭ないしΦリーϒփ৭のシルτや೪ੑのڧい࣭࠭土が15～30Dmずつଯ積しており、島畑や溝

ঢ়遺構を෴ͬている。これらの下に島畑の土であるփ৭ないしփΦリーϒ৭の೪࣭土（10・

11）が認Ίられる。その下が島畑のϕーεであるփΦリーϒ৭೪࣭土（12）となる。調査は

̓をআڈした土上面で࣮ࢪした。
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ʢ̎ʣݕग़遺ߏ（第27ਤ）

ౡാ��ʢ̨̭�1ʣ　調査区の東半෦で検出した（+3-f7・H7区）。検出7.1̼、基෦検出෯4.1̼、

上面検出෯3.5̼、ߴさ0.6̼である。島畑上面のඪߴはおよそ14.3̼である。島畑の上面でૉ掘

り溝を３検出した。検出0.8～1.3̼、෯0.2～0.6̼、深さ0.05～0.1̼である。平成26年の̗

４区の調査では、島畑30と同一の島畑を検出している。

島畑30の西ଆで検出した（+3-f8・H8区）。検出7.1̼、検出෯7.4̼、深さ0.6　�6̨̙ߏঢ়遺ߔ

̼である。溝ఈのඪߴはおよそ13.7̼である。遺物は土師器や瓦器の細ยが出土したが、ਤ示で

きるものはなかͬた。

第27ਤ　̗３区遺構配置ਤ（1/200）・北น土அ面ਤ（1/100）
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第28ਤ　̗地区出土遺物࣮測ਤ（1/4）

Ҫ̨̚ށ��　調査区北西۱で検出した（+3-f9区ほか）。北半෦が調査地֎にԆͼるたΊ、શ༰

はෆ明である。掘形は۱ؙํ形で、井戸をΘないૉ掘りの井戸である。検出したنは、一

辺3.2̼前後、深さ2.2̼を測る。土師器ยと瓦器ยが出土した。

（戸原和人・筒井崇史）

ʢ̏ʣग़遺（第28ਤ）

̗３区では中世の瓦器、土師器のほか、古代の須恵器なͲが出土した（42～49）。ਤ示した遺物

はいずれも遺物แؚやഉ水溝の掘中に出土したものである。

42～45は土師器ࡼである。̗２区出土ྫと同様に法ྔによるେখが認Ίられる。44・45は形

品で、２がॏなͬたঢ়ଶで出土した。46は土師器ᙈないしುのޱԑ෦のഁยである。֎面にഗ

がްくணする。47は瓦器のޱԑである。調はややෆ明ྎであるが、ޱԑ端෦内面にઢが

認Ίられる。48は須恵器ഋ̗֖である。形ଶ等からಸྑ時代後半のものとਪఆされる。49はϛχ

νϡΞ土器である。須恵࣭と考えるがমきはややい。時期等もෆ明である。

（筒井崇史）

̐ � ̘  ۠ ͷ 調 査
̘地区は、ࠃ道24号（چ路ઢ）の北ଆに設ఆしたもので、٭ڮ建設のほか、େنな土成が

行Θれることから土成ൣғ（٭ڮ建設予ఆ地は土成ൣғにؚまれる）をରとして、平成

25年に調査を࣮ࢪした（第29ਤ）。調査は、ഉ土置きを確อすることからస調査とし、東ଆ

を$１区、西ଆを̘２区とした。྆調査区を߹Θせて調査面積は8,175㎡である。出土した遺物は
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第29ਤ　水主神社東遺跡̘地区遺構配置ਤ（1/1,000）

ཧശにして22ശである。なお、̘地区の調査にฒ行して一ൠࠃ道24号金尾ަࠩվྑ事ۀに

う発掘調査（24号̙地区）が࣮ࢪされた（第29ਤ）。24号̙地区は̘地区の北東ଆにҐ置するが、調

査が同時となͬたことやԁな調査を行うたΊ、྆調査区の間には調査区ڥとしてのセΫシϣン

等をさず、一ମの調査区として調査をਐΊた。

̍ʣ̘ ̍۠ͷ調査

ʢ̍ʣ調査۠ͷ֓ཁͱجຊతͳং

調査区は南北約74̼、東西64̼の、ほ΅三֯形をఄする。現地ද面のඪߴはおよそ15.5mである。

現地ද下0.9～1.1̼で島畑４基とそれにう溝ঢ়遺構３を検出した（第30ਤ）。いずれも一ൠࠃ

道24号金尾ަࠩվྑ事ۀにう第４次調査で検出したものと同一のものである。また、下遺
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第30ਤ　̘１区上遺構配置ਤ（1/500）

構として、島畑上面で古代の掘立柱建物１棟や弥生時代後期～古墳時代前期の溝10なͲを検

出した（第38ਤ）。このほか、縄文時代晩期の土器がややまとまͬて出土する地を確認したが、

これにう遺構は確認できなかͬた。さらに、縄文時代の遺物が出土したଯ積よりも下でࣗ

વྲྀ路を確認した。出土遺物がなく、時期はෆ明であるが、調査区の南東۱から北西ํ向にऄ行

してྲྀれる。
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基ຊ的なংの֓要を第31ਤ上の南น土அ面ᶃでઆ明する。࡞ߞ土とࢥΘれるփ৭シルτ

ࠞじりૈ࠭～細 （࠭１～４）が認Ίられ、その下には、ްさが５～30DmほͲのԫփ৭ないし

փ৭のシルτやシルτࠞじりの࠭が広く調査地に認Ίられる（23・24・̓）。この下のଯ

積ঢ়گは島畑上෦と溝ঢ়遺構上෦ではएׯҟなり、後者では、փ৭のシルτないしシルτࠞじり
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第32ਤ　̘１区島畑17平面ਤ（1/200）・土அ面ਤ（1/100）

細࠭のଯ積が߹70ܭDmにもٴͿ。前者ではこうしたփ৭のシルτ系のଯ積は認Ίられない。

これらの下にはΦリーϒփ৭シルτ（10）が島畑の上෦から溝ঢ়遺構にか͚てあり、あるஈ֊

での島畑の࡞ߞ面と考えられる。この下にփԫ৭シルτࠞじり細 （࠭12）があり、࠷も古い

島畑の࡞ߞ面と考えられる。調査はこの࠷も古い࡞ߞ面をରとして࣮ࢪした。これらの下に

は島畑を構成する土がみられる（14）。また、島畑を構成する基൫としてփ৭シルτ（40）

を確認した。なお、同じஅ面ਤにある21・37～39・41の各は、島畑の下で確認したࣗવྲྀ路

̧̣370が南Ԇͼる෦にたる（第50ਤ）。
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第33ਤ　̘１区島畑18平面ਤ（1/200）
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第34ਤ　̘１区島畑18土அ面ਤ（1/100）、溝̨̙352土அ面ਤ（1/50）

ʢ̎ʣݕग़遺ߏ

ᶃ্遺ߏ（第30ਤ）

ౡാ17（第32ਤ）　調査区の東端（)2-t7・u7区ほか）で検出した南北ํ向にԆͼる島畑である。

さ0.6～0.7̼である。島畑上面のඪߴ、は検出50.7̼、基෦検出෯9.9̼、上面෯2.5～4.3̼ن

はおよそ14.6̼である。島畑の南北྆端はͲちらも調査区֎となるたΊ確認できなかͬた。まߴ

た、島畑17の東ଆの溝ঢ়遺構̨̙500のݞを確認したものの、は調査区内では確認できなかͬた。

なお、検出した島畑の北ଆ4/5は第４次調査地にたる。ૉ掘り溝は第４次調査地で検出したも

のの、第５次調査のൣғでは検出しなかͬた。遺物は、後ड़する縄文土器をআくと、島畑の上面

のਫ਼査でগྔの弥生土器ยや土師器ยなͲが出土したにとͲまる（第51ਤ50）。

ౡാ1�（第33・34ਤ）　島畑17の西ଆ（)2-r12・T12区ほか）で検出した南北ํ向にԆͼる島畑で

ある。نは検出65.2̼、基෦෯18.3̼、上面෯12.4̼前後、ߴさ0.6～0.7̼である。島畑上面

のඪߴはおよそ14.6̼である。島畑の北端は第４次調査地で確認したが、南端は調査区֎のたΊ

確認できなかͬた。なお、検出した島畑の北ଆ3/5は第４次調査地にたる。島畑上面では、ૉ

掘り溝を11検出した。ૉ掘り溝は検出3.2～63.2̼、෯0.2～0.8̼、深さ0.1̼前後である。遺

物は細ย化した瓦器や土師器が多いが、ほかに縄文土器や弥生土器、須恵器のখഁยなͲがある

（第51ਤ51～56）。出土した遺物のうち、53はૉ掘り溝̨̙308から出土した土師器ഋ（ਤ൛第20ʵ

１）で、平҆時代前期ないし中期のものとਪఆされる。島畑成以前の土地利用に関Θるࢿྉと
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第35ਤ　̘１区島畑19・20（北半෦）平面ਤ（1/200）

考えられる。

ౡാ1�（第35・36ਤ）　島畑18の西ଆ（)2-h17・i17区ほか）で検出した南北ํ向にԆͼる島畑で

ある。نは検出62.3̼、基෦෯4.9～6.6̼、上面෯1.0̼前後、ߴさ0.3̼前後である。島畑上

面のඪߴはおよそ14.2̼である。島畑の北端෦は確認したが、南端は調査区֎のたΊ確認できな

かͬた。検出した島畑の北ଆ1/4は第５次調査地にたる。ほかの島畑にくらて細く、島畑

上面がڱいたΊ、ૉ掘り溝はいずれも島畑の西ଆࣼ面で検出した。検出したૉ掘り溝は４であ

る。ૉ掘り溝は検出14.6～61.7̼、෯0.25～0.8̼、深さ0.1̼前後である。遺物はগなく、瓦器
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第36ਤ　̘１区島畑19・20（南半෦）平面ਤ（1/200）
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第37ਤ　̘１区島畑20土அ面ਤ（1/100）

や土師器の細ยのほか、古代の須恵器のഋのഁยなͲが出土した（第51ਤ57～61）。

ౡാ��（第35～37ਤ）　調査区の西دり、島畑19の西ଆ（)2-h20・i20区ほか）で検出した南北ํ

向にԆͼる島畑である。نは検出61.2̼、基෦෯8.5～11.4̼、上面෯6.6～9.9̼、ߴさ0.4～

0.6̼である。島畑上面のඪߴはおよそ14.4̼である。島畑の北端෦は確認したが、南端は調査区

֎のたΊ確認できなかͬた。なお、検出した島畑の北東۱のごくΘずかな一֯が第４次調査地に

Ґ置する。また、島畑の西半෦は̘２区にଐするが、ここでは̘１区として報告する。島畑上面

では、ૉ掘り溝を５検出した。１は東西ํ向であるが、る４は南北ํ向である。ૉ掘り

溝は検出1.7～24.5̼、෯0.2～0.5̼、深さ0.05～0.1̼である。遺物は土師器や瓦器のഁยのほか、

ఱ目や瓦࣭土器、੨磁なͲの細ยが出土した。また、古墳時代の須恵器のഋや平瓦とࢥΘ

れるഁยが出土した（第51ਤ62～68）。

島畑17の東ଆで検出した（)2-t6・u6区ほか）。第４次調査でも検　（第32ਤ）���̨̙ߏঢ়遺ߔ

出しており、྆調査区を߹Θせたنは検出47.1̼、検出෯1.7～3.3̼である。す͙に調査区

֎となるたΊ、શ༰はෆ明である。遺物は、弥生土器の細ยなͲが出土した（第51ਤ69）。

島畑17と島畑18の間で検出した（)2-t9・u9区ほか）。第４次　（第32・33ਤ）��1̨̙ߏঢ়遺ߔ

調査報告で水田̨̣17と報告したものと同一である
ㅭ㉅12ㅮ

。྆調査を߹Θせたنは検出55.8̼、෯

12.4～15.3̼、深さ0.6～0.7̼である。溝ఈのඪߴはおよそ13.9̼である。溝ఈでは、第４次調査

と߹Θせてૉ掘り溝を̔検出した。ૉ掘り溝は、検出2.4～32.7̼、෯0.25～0.6̼、深さ0.05

～0.1̼である。遺物は、土師器や瓦器のഁยのほか、ന磁のഁยなͲが出土した（第51ਤ70～

72）。

島畑18と島畑19の間で検出した（)2-h18・i18区ほか）。第４　（第33～35ਤ）���̨̙ߏঢ়遺ߔ

次調査報告で水田̨̣16と報告したものと同一である。྆調査を߹Θせたنは検出68.7̼、

෯12.0～12.8̼、深さ0.2～0.6̼である。溝ఈのඪߴはおよそ14.0̼である。溝ఈでૉ掘り溝は検

出されなかͬた。遺物は細ย化した土師器や瓦器のほか、੨磁のഁยが出土した（第51ਤ73）。

島畑19と島畑20の間で検出した（)2-h22・i22区ほか）。第４　（第35・36ਤ）���̨̙ߏঢ়遺ߔ

次調査報告で水田̨̣15と報告したものと同一である。྆調査を߹Θせたنは検出61.3̼、

෯5.5～6.1̼、深さ0.4～0.6̼である。溝ఈのඪߴはおよそ13.8̼である。島畑19にྨࣅした෯の

い遺構で、溝ఈでૉ掘り溝は検出されなかͬた。遺物は土師器や瓦器の細ยのほか、瓦࣭土器ڱ
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第38ਤ　̘１区下遺構配置ਤ（1/500）

やന磁のഁยなͲが出土している（第51ਤ74～76）。

ᶄԼ遺ߏ（古代・第38ਤ）

۷ཱபݐ̨̗�1�（第39ਤ）　島畑20の中ԝ、やや南دりで検出した（)2-R20区ほか）。東西２

間（3.8̼）、南北２間（4.0m）の૯柱建物である。主࣠は北にରして10°西にৼる。柱間ੇ法はら

らで、1.47～2.52̼の෯がある。࠷もいのは̨̥303・389間の2.52̼、࠷もいのは̨̥
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第39ਤ　̘１区掘立柱建物̨̗310࣮測ਤ（1/80）

304・389間の1.47̼である。したがͬて、柱݀の配置も一ઢとならない෦がある。柱݀の掘

形は、ԁ形もしくは۱ؙํ形をఄし、ܘないし一辺0.5～0.6̼、深さ0.15～0.5̼である。̨̥

303・305をআく各柱݀では0.22̼～0.16ܘの柱ࠟもしくは柱たりを確認した。柱ࠟはԫփ৭

シルτで、掘形埋土はփ৭ないしԫփ৭のシルτࠞじり細࠭である。遺物は柱̨̥݀301・303

の掘形から土師器のখഁยが出土したが、ຎ໓が著しく時期はෆ明である。̨̗310は遺構埋土

や周辺の遺構のঢ়گなͲから古代の遺構と考えられるが、詳細な時期はෆ明である。

̨̠���（第40ਤ）　溝ঢ়遺構̨̙502のఈで検出した（)2-o16区）。掘形はପԁ形をఄし、

࣠1.1̼、࣠0.9̼、深さ1.3̼である。埋土はେきく４に͚られ、上からփԫ৭シルτ、

փ৭シルτࠞじり細࠭、փ৭シルτ、փ৭೪土である。２・３から須恵器やു、土師器ᙈ
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第40ਤ　̘１区土坑̨̠333࣮測ਤ（1/40）

なͲが出土した（第52ਤ77～79）。出土した遺物からඈௗ時代以߱の遺構と考えられる。

ᶅԼ遺ߏ（弥生時代後期～古墳時代前期・第38ਤ）

島畑18の中ԝۙで検出した（)2-p11区ほか）。東北東から西南西にԆͼ　（第41ਤ）���̨̙ߔ

るが、東ଆ3/4が第４次調査地にたる。また、ຊ溝を西南西にԆすと溝̨̙381があるので、

ຊདྷは同一の溝であるՄੑがある。第４次・第５次྆調査区を߹Θせて検出18.4̼、෯0.8～

1.4̼、深さ0.3～0.6̼である。溝のํҐは北にରして71～82°東にৼる。溝のஅ面形はʮ7ʯࣈঢ়

をఄするが、அ面D-D�の下෦形ঢ়が形をఄすることから、掘りしがあͬたのかもしれない。

埋土は３にかれ、࠷下にփ৭シルτがଯ積し、その上෦にփ৭シルτࠞじりの細࠭がଯ積

する。遺物としては弥生土器ないし土師器のখഁยなͲが出土したが、ਤ示できなかͬた。

。りで検出した（)2-T13区ほか）。南東から北西にԆͼるد島畑18のやや南　（第42ਤ）���̨̙ߔ

検出8.0̼、෯0.4～0.55̼、深さ0.5̼前後である。溝のํҐは北にରして58°西にৼる。溝のஅ

面形はٯ形をఄする。埋土は上がփԫ৭シルτࠞじり細࠭、下が҉փ৭シルτࠞじり細࠭

である。遺物は出土しなかͬた。詳細な時期はෆ明であるが、周辺で検出されているਖ਼ํҐにର

してࣼ行する溝܈とおおΉͶ同時期とਪఆされる。

島畑18の南෦で検出した（)2-u12区ほか）。南東から北西にԆͼる。溝̨　（第42ਤ）���̨̙ߔ

̙344とۙしていることやنがྨࣅしていることから、ຊདྷは同一の溝であるՄੑがߴい。

検出9.0̼、෯0.5～0.65̼、深さ0.5̼前後である。溝のํҐは北にରして44°西にৼる。溝のஅ

面形はٯ形をఄする。埋土は̨̙344と同じである。遺物は弥生土器の細ยがগྔ出土したఔ

である。出土遺物から、詳細な時期はෆ明であるが、̨̙344と同様に、ਖ਼ํҐにରしてࣼ行

する溝܈とおおΉͶ同時期とਪఆされる。
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第41ਤ　̘１区溝̨̙335平面ਤ（1/100）・土அ面ਤ（1/50）

。島畑18の南端ۙで検出した（)2-W13区ほか）。南東から北西にԆͼる　（第43ਤ）���̨̙ߔ

ෆ明なが多いが、次の報告する溝̨̙337とॏෳ関にあり、̨ ̙350のํが古いと考えられる。

検出9.9̼、෯0.7～1.1̼、深さ0.25̼前後である。溝のํҐは北にରして59°西にৼる。溝のஅ

面形はઙいശ形をఄする。埋土はփ৭シルτࠞじり細࠭の１である。遺物は出土しなかͬた。

詳細な時期はෆ明であるが、周辺で検出されているਖ਼ํҐにରしてࣼ行する溝܈とおおΉͶ同時
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第42ਤ　̘１区溝̨̙340・344平面ਤ（1/100）・土அ面ਤ（1/50）

期とਪఆされる。

ຯであるが、おؾ島畑18の南端で検出した（)2-w13区ほか）。ややऄ行　（第43ਤ）��7̨̙ߔ

おΉͶ東西ํ向にԆͼる。検出15.7̼、෯1.3～3.1̼、深さ0.3～0.65̼である。溝のஅ面形は؇

いʮ̪ʯࣈঢ়ないしʮ7ʯࣈঢ়をఄする。埋土はେきく４～５にՄであるが、அ面D-D�・

E-E�とஅ面b-b�とではएׯ৭調がҟなり、前者はփ৭を主ମとし、後者はփ৭ないしԫփ৭

を主ମとする。土࣭はおおΉͶシルτࠞじり細࠭である。遺物は、西半෦の島畑18のݞ෦に૬

する地でまとまͬて出土している（第44ਤ）。遺物としては古式土師器の広ޱᆵやঙ内式ᙈ、

ཹ式ᙈなͲが出土した（第53ਤ84～89）。出土遺物から古墳時代ॳ಄～前期前半にҐ置づ͚られる。

。島畑18の南端で検出した（)2-x13区ほか）。おおΉͶ東西ํ向にԆͼる　（第43ਤ）���̨̙ߔ

検出7.1̼、෯0.9～1.1̼、深さ0.3̼前後である。溝のஅ面形はઙいʮ̪ʯࣈঢ়をఄする。埋土

はփ৭シルτࠞじり細࠭である。遺物は弥生土器ないし古式土師器の細ยが出土したఔである。

詳細な時期はෆ明であるが、ਖ਼ํҐにରしてࣼ行する溝܈とおおΉͶ同時期とਪఆされる。

。島畑20の北෦で検出した（)2-i20区ほか）。西北西から東南東にԆͼる　（第45ਤ上）��1̨̙ߔ

ຊ溝を南東にԆすと、第４次調査地で検出した溝̨̙336があるので、ややऄ行ؾຯとなるが、
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第43ਤ　̘１区溝̨̙337・338・350平面ਤ（1/100）・土அ面（1/50）
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第44ਤ　̘１区溝̨̙337遺物出土ঢ়گਤ（1/20）

ຊདྷは同一の溝であるՄੑがある。検出10.1̼、෯0.6～0.75̼、深さ0.45̼前後である。溝

のํҐは北にରして65°西にৼる。溝のஅ面形はʮ̪ʯࣈঢ়ないしઙいٯ形ঢ়をఄする。埋土

はԫփ৭シルτࠞじり細࠭とփԫ৭シルτࠞじり細࠭のޓで、࠷下はփԫ৭シルτである。

遺物は出土しなかͬた。詳細な時期はෆ明であるが、周辺で検出されているਖ਼ํҐにରしてࣼ行

する溝܈とおおΉͶ同時期とਪఆされる。

。島畑20の中ԝで検出した（)2-n20区ほか）。おおΉͶ東西ํ向にԆͼる　（第45ਤ下）���̨̙ߔ

検出7.2̼、෯0.25～0.75̼、深さ0.15̼前後である。溝のஅ面形はઙいʮ̪ʯࣈঢ়をఄする。

埋土はԫփ৭シルτࠞじり細࠭である。遺物は弥生土器ないし土師器の細ยが出土した。溝のํ
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第45ਤ　̘１区溝̨̙401～403平面ਤ（1/100）・土அ面ਤ（1/50）

ҐはおおΉͶ東西ํ向であるが、出土遺物から周辺で検出されているਖ਼ํҐにରしてࣼ行する溝

。いߴとおおΉͶ同時期であるՄੑが܈

。島畑20の中ԝۙで検出した（)2-n20区ほか）。南東から北西にԆͼる　（第45ਤ下）���̨̙ߔ

̨̙403を南東ํ向Ԇすと、溝̨̙344があるので、̨̙344と̨̙403は同一の溝であるՄ

ੑがある。また、溝̨̙402とは߹ྲྀするのではなく、ॏෳ関にあり、̨̙403のํが古い。検

出6.0̼、෯0.35～0.45̼、深さ0.2̼前後である。溝のํҐは北にରして57°西にৼる。அ面は

؇いٯ形ঢ়をఄする。埋土はԫփ৭シルτࠞじり細࠭である。遺物は出土しなかͬた。詳細な
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第46ਤ　̘１区溝̨̙381・409平面ਤ（1/100）・土அ面ਤ（1/50）

時期はෆ明であるが、周辺で検出されているਖ਼ํҐにରしてࣼ行する溝܈とおおΉͶ同時期とਪ

ఆされる。

島畑20の南半෦で検出した（)2-T20区ほか）。東北東から西南西に向か　（第46ਤ上）��1̨̙ߔ

ͬて؇やかなހঢ়をඳきながらԆͼる。先ड़のように、東北東にԆすと溝̨̙335があり、や

や南دりに西にԆすと溝̨̙406がある。これらはややऄ行ؾຯとなるが、ຊདྷ同一の溝であ

るՄੑがߴい。検出9.3̼、෯1.1̼前後、深さ0.45̼前後である。溝のํҐは北にରして13

～29°東にৼる。அ面は؇いʮ7ʯࣈঢ়をఄする。埋土はできるが、࠷下がփԫ৭シルτ

であるほかは、ԫփ৭シルτࠞじり細࠭である。遺物は溝のほ΅શҬから出土しており、ほかの

溝にくらて出土数が多い（第47・48ਤ）。出土遺物としては古式土師器のෳ߹ޱԑᆵやখܕの

ᆵ、ཹ式ᙈ、ߴഋなͲがある（第53ਤ90～99）。出土遺物から時期は古墳時代前期前半にҐ置づ

͚られる。

南端෦で検出した（)2-w20区ほか）。おおΉͶ東西ํ向に࠷���ʢ第46ਤ下）　島畑20の̨̙ߔ

Ԇͼるが、溝の南ݞは、調査区֎となるたΊ、溝の෯は明らかでない。検出6.7̼、検出෯1.1̼、
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第47ਤ　̘１区溝̨̙381遺物出土ঢ়گਤ１（1/20）
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第48ਤ　̘１区溝̨̙381遺物出土ঢ়گਤ２（1/20）
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深さ0.25̼前後である。溝のஅ

面形は؇いʮ̪ʯࣈঢ়をఄする。

埋土はେきく２にでき、

上はԫփ৭シルτࠞじり細

࠭、下が҉փԫ৭シルτであ

る。遺物は出土しなかͬた。溝

ํҐもࣼ行する溝܈とはେきく

ҟなるたΊ、詳細な時期はෆ明

である。

ᶆԼ遺ߏ（縄文時代・第38

ਤ）

調査区南東෦の島畑17上面

で、縄文時代晩期のಥଳ文土器

が南北1.4̼、東西1.2̼ほͲの

ൣғからまとまͬて出土した

（第49ਤ）。ただ、遺構の掘形等

は確認できなかͬたたΊ、出土

した土器のੑ֨はෆ明である。

各溝ঢ়遺構のఈ面でࣗવྲྀ路

̧̣370を検出した。̧̣370は

島畑෦では確認できないこと

から、島畑を構成するଯ積のଯ積以前のྲྀ路であるとஅした。̧̣370の掘ൣғはݶఆし

て࣮ࢪした（第50ਤ）。掘およͼ土؍の成果によると、東からྲྀれてきた̧̣370はஅ面ਤ

成ۙでೋຢにかれ、一ํは北東向かͬて̘地区をॎஅするようにྲྀれる。もう一ํは南࡞

ྲྀれるようであるが、̖３区では確認しなかͬた。

（福山博章・筒井崇史）

ʢ̏ʣग़遺（第51～53ਤ）

̘１区では、島畑の検出時やૉ掘り溝、溝ঢ়遺構なͲから中世を主ମとする土器が出土した。

また、これらの遺構やଯ積土からは弥生時代から平҆時代にか͚ての遺物がؚまれていた。さら

に、島畑෦に存していた弥生時代後期ないし古墳時代前期の溝からも土器が出土したが、ྔ

的に多いものではない。このほかに古代の遺構にう土器やখഁยを主ମとする縄文時代晩期の

土器が出土している。

ᶃ্遺ߏग़遺（第51ਤ）

50は島畑17で出土した土師器ߴഋの٭෦のഁยである。古墳時代前期のものであろう。

51～56は島畑18の上面ਫ਼査、もしくはૉ掘り溝から出土したものである。51・52はૉ掘り溝̨

第49ਤ　̘１区島畑17上面縄文土器出土ঢ়گਤ（1/20）
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第50ਤ　̘１区ࣗવྲྀ路̧̣370平面ਤ（1/200）・土அ面ਤ（1/80）

̙326から出土した瓦器である。ともにఈ෦をܽଛするが、特はよくࣅており、内面にϛΨ

Ωをࢪし、ޱԑ端෦内面にઢは認Ίられない。53はૉ掘り溝̨̙308から出土した土師器ഋで

ある。土には３mmఔのཻ࠭をؚΉ。島畑の時期よりもগし古く平҆時代前期ないし中期ご

ろとਪఆされる。54～56はૉ掘り溝̨̙311から出土した。54は土師器のഋないしである。古
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第51ਤ　̘１区出土遺物࣮測ਤ１（1/4）

墳時代中・後期あるいはඈௗ時代のものとਪఆされる。55は弥生土器のᙈのఈ෦のഁยである。

土に0.5～２mmのཻ࠭を多ྔにؚΉ。弥生時代中期のᙈのՄੑがある。56も弥生土器のߴഋ

のޱԑ෦のഁยである。弥生時代後期のものとਪఆされる。土に0.5～２mmのཻ࠭を多くؚΉ。

̨̙311から出土した土器は島畑の時期ではなく、島畑以前のঢ়گを示す遺物である。

57～61は島畑19の上面ਫ਼査、もしくはૉ掘り溝から出土したものである。57・58・61はૉ掘り

溝̨̙314から出土した。57・58は土師器ࡼである。58はやや平ఈ、57はややؙఈؾຯである。

61は須恵器ഋのޱԑ෦で、やや֎ؾຯである。ఈ෦にߴを༗するかͲうかはෆ明である。59

は島畑19の西ଆで出土した瓦器のഁยである。内面のϛΨΩやޱԑ端෦内面のઢは認Ίられ

ない。60はૉ掘り溝̨̙318から出土した瓦器のఈ෦である。அ面形のߴをషり͚る。

62～68は島畑20の上面ਫ਼査、もしくはૉ掘り溝から出土したものである。62はఱ目である。

63は島畑20上面のૉ掘り溝̨̙316から出土した瓦器のఈ෦である。அ面三֯形のߴをషり

͚る。64・65は10ܘDmほͲの土師器ࡼである。ޱԑ෦の形ঢ়にҧいがある。66はૉ掘り溝
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̨̙317から出土した古墳時代の須恵器ഋである。立ち上がり෦をܽଛするのでܘޱはෆ明で

ある。ఈ෦はϔϥり後ෆ調である。67は古墳時代の須恵器ഋのఈ෦である。ఈ෦શ面に回

సϔϥέズリをࢪす。68はຎ໓が著しく調等確認できないが、平瓦のഁยとਪఆされる。

69は溝ঢ়遺構̨̙500で出土した。弥生時代のᙈのޱԑのഁยとࢥΘれる。土には２mmେ

の石ӳや細かいཻ࠭をؚΉ。ᰍ෦からޱԑ端෦までがく、弥生時代中期のものであるՄੑが

ある。

70～72は溝ঢ়遺構̨̙501で出土した。70はന磁ࡼのఈ෦のഁยである。71はߴのߴを༗

する土師器ഋないしࡼのഁยである。72は瓦器である。ޱԑ෦のϤコφσをڧくࢪしたたΊ、

Ϥコφσの下にややڧいྏが形成されている。

73は溝ঢ়遺構̨̙502から出土した੨磁である。細ےの࿇หが認Ίられる。

74～76は溝ঢ়遺構̨̙503で出土した。74はന磁のఈ෦で、ߴはり出しである。75は土

師器Ӌזである。ಥଳঢ়のい௳がく。ޱԑ端෦をંりฦしてؙくೲΊる。76は瓦࣭土器Ӌז

とਪఆされるが、௳は確認できない。ほかの器種のՄੑもある。

ᶄԼ遺ߏग़遺ʢ第52・53ਤ）

77～79は土坑̨̠333から出土した。77は土師器ᙈのखである。खの෦はφσとϢϏΦ

αΤで成形する。78は須恵器のとࢥΘれるが、器นがްくྨྫはෆ明である。79も須恵器のഁ

ยで、ܘޱはਪఆ෮ݩである。ややେܕ品のുないしとਪఆされるが、器形ははͬきりせず、

やはりྨྫはෆ明である。土坑̨̠333の時期はஅఆできないが、ඈௗ時代以߱とਪఆされる。

84～99は島畑の上෦に存していた古墳時代ॳ಄ないし前期の溝から出土した遺物である。81

～89は溝̨̙337から出土した。84は広ޱᆵのޱԑである。内面はຎ໓ؾຯのたΊ詳細はෆ明で

あるが、文様等は認Ίられないようである。85～89はᙈである。このうち、89はޱԑ端෦内面が

ංްすることからཹ式ᙈとਪఆされるが、ほかのものはঙ内式ᙈもしくはそのӨڹをड͚たᙈ

とਪఆされる。87はମ෦֎面に細ےのタタΩが認Ίられるものの、ޱԑ端෦は明ྎなつまみ上͛

は認Ίられず、ごくখさくංްؾຯとなる。88はٿ形ঢ়のମ෦に、87よりもややつまみ上͛ؾຯ

となるޱԑ෦がくものである。また、同じくମ෦に細ےのタタΩをࢪし、その後ϋέをࢪす。

第52ਤ　̘１区出土遺物࣮測ਤ２（1/4）
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第53ਤ　̘１区出土遺物࣮測ਤ３（84～99：1/4、100～106：1/3）

内面にはϋέ調をࢪしており、通༗のঙ内式ᙈとはҟなる。85・86は内֎面ともຎ໓が著しく

詳細はෆ明であるが、形ଶ等からঙ内式ᙈの特を༗するものと考える。ただし、88のように通

༗とはҟなͬた特を࣋つタΠϓかもしれない。

90～99は溝̨̙381から出土した。90はෳ߹ޱԑのᆵである。土には0.5～１mmのཻ࠭を多
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ྔにؚΉ。91はখܕのᆵのޱԑと考えられる。土には細かいӢや石をؚΉ。92はখؙܕఈ

土器のᰍ෦からମ෦にか͚てのഁยとਪఆされる。土には0.5～1.5mmのཻ࠭や৭ཻをؚΉ。

93・94はޱԑ端෦内面がංްするཹ式ᙈである。93は土に細かいന৭ཻを多くؚΉ。94は多

ྔのӢや細かい石をؚΉ。95もޱԑ端෦内面がංްするཹ式ᙈの特を༗するが、ޱԑ෦

の։きがಷ֯で、ݞ෦があまりுらないことから、通༗のཹ式ᙈとはएׯҟなる特を༗する。

土にはখさなന৭ཻやӢをؚΉ。96～99はߴഋとࢥΘれるഁยである。96はޱԑ端෦にやや

ഋのഋ෦でઙいঢ়をఄする。土にはӢや0.5～３mmのཻ࠭を多くߴすࢪΊのϤコφσをڧ

ؚΉ。97はߴഋのഋఈ෦で٭෦との݁߹෦も存する。ഋఈ෦֎面にϋέをࢪす。土には細か

いӢやཻ࠭を多くؚΉ。98はߴഋの٭柱෦である֎面に面औりをࢪし、内面には成形時のシϘ

リࠟ跡が認Ίられる。土にはӢ・石ӳをগྔؚΉ。99はߴഋ٭෦とࢥΘれる。土に３～

４mmの࠭や１mm以下のന৭ཻをؚΉ。     　　（筒井崇史）

100～106は島畑17の南端ۙで出土した縄文土器である。100は深ുのޱԑ෦からᰍ෦のഁย

で、ޱԑ端෦にするҐ置にಥଳを࣋つ。ಥଳの形ঢ়は上面をڧくφσ調されたたΊ下向きで、

ಥଳ上に%ࣈのࠁみ目を࣋つ。原式にҐ置づ͚られる。101は深ുのޱԑ෦からᰍ෦のഁยで、

。つ࣋み目をࠁのࣈ%つ。ಥଳ形ঢ়は下向きで、ಥଳ上にઙい࣋ԑ端෦にするҐ置にಥଳをޱ

原式にҐ置づ͚られる。102は深ുのޱԑ෦で、ޱԑ端෦にするҐ置にಥଳを࣋つ。ಥଳの

形ঢ়は下向きで、ಥଳ上に細い0ࣈのࠁみ目を連ଓしてࢪしている。原式にҐ置づ͚られる。

103は深ുのޱԑ෦で、ޱԑ端෦にするҐ置にಥଳを࣋つ。ಥଳの形ঢ়は下向きで、ಥଳ上に

খ%ࣈ形のࠁみ目を࣋つ。また、ಥଳష͚後にޱԑ端෦内面を面औりしている。原式にҐ置

づ͚られる。104は深ുのޱԑ෦で、ޱԑ端෦にするҐ置にಥଳを࣋つ。103と同様に、ಥଳష

͚後にޱԑ端෦内面を面औりしている。ಥଳ෦はܽଛしているたΊ、形ঢ়やࠁみ目の༗ແは

ෆ明であるが、ಥଳのҐ置とޱԑ端෦調から原式と考えられる。105は深ുのޱԑ෦で、ޱ

ԑ端෦にするҐ置にಥଳを࣋つ。ಥଳの形ঢ়は下向きで、ಥଳ上に%ࣈのࠁみ目を࣋つと考え

られる。原式にҐ置づ͚られる。106は෦のഁยで、֎面にはॎํ向のϛΨΩがࢪされており、

内面にもԣํ向のϛΨΩがࢪされている。֎面にྠ積みࠟが認Ίられる。100～105はいずれも、

ԑ端෦とするҐ置にಥଳを上面からԡさえる形でషり͚ている。また、これらの৭調はޱ

৭ないし৭で、２～４mmのന৭ཻやࠇ৭ཻをؚんでいるものが多く、同じ土を用して

製࡞されているՄੑが考えられる。      　　（深澤麻衣）

ᶅ遺แؚ（第52ਤ）

以上のほか、遺構出土ではない遺物として80～83がある。80は調査区南นのਫ਼査で出土した瓦

器のޱԑ෦のখഁยである。端෦内面にઢが認Ίられる。81・82はॏ機掘中に出土したも

ので、81は土師器Ӌזのޱԑ端෦のഁยである。端෦は内ଆにંりฦしてංްさせている。82は

土師器ᙈのޱԑ端෦である、0.8DmほͲの端面を༗する。83は瓦࣭土器のുとਪఆされる。やや

ຎ໓ؾຯであるが、֎面にૈいϋέঢ়の۩ࠟが認Ίられる。ޱԑ端෦は内する。

（筒井崇史）
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̎ʣ̘ ̎۠ͷ調査

ʢ̍ʣ調査۠ͷ֓ཁͱجຊతͳং

南北約110̼、東西約52̼のおおΉͶۣ形をఄする。̘ ２区のࠃ道24号（چ路ઢ）に面した地は、

̘１区等の水田面より1.5̼前後の土がなされていた。その東ଆでの現地ද面のඪߴはおよそ

15.6mである。現地ද下1.2～1.3̼で、上遺構として島畑̒基なͲを検出した（第54ਤ）。このう

ち１基は一ൠࠃ道24号金尾ަࠩվྑ事ۀにう第３次調査で検出していた島畑と同一のもので

ある。また、下遺構として、古墳時代～古代の土坑３基や弥生時代後期～古墳時代前期の溝

４なͲを検出した（第66ਤ）。

基ຊ的なংは、第55ਤに示したように、上෦にେنな֧ཚや成土（１）が認Ίられる。

これは、上ड़のように、̘２区の南辺から西辺にか͚てେنの土成が行Θれた際のものと

考えられる。基ຊ的なংの֓要を第55ਤ中の南น土அ面ᶃでઆ明する。֧ཚのたΊ、அଓ的

であるが、࡞ߞ土とࢥΘれる҉Φリーϒփ৭のシルτや࠭（２・３）がみられ、その下にփ

ന৭ૈ࠭ないし細࠭のଯ積（10）がある。新しい時期のߑ水࠭のՄੑがある。その下には

Φリーϒփ৭シルτ（14～16）が島畑や溝ঢ়遺構を෴うように広がる。その下のଯ積ঢ়گは島

畑෦と溝ঢ়遺構෦とではҟなり、後者ではփ৭シルτࠞじり細࠭やփ৭シルτࠞじり細࠭

（33～36・45～47なͲ）なͲが߹Θせて１̼༨りとްくଯ積する。これにରして島畑෦では

新しい時期の土が上෦に認Ίられる（48～61・68・71～73）。これらの下に島畑の࠷も古い

面の形成にはԫփ৭シル࡞ߞも古い࠷。したࢪ面をରに࣮࡞ߞ面を確認した。調査はこの࡞ߞ

τࠞじり細 （࠭55・56）の土が認Ίられたが、෦的なもので下遺構も島畑の࡞ߞ面と同一

面で検出した。また、島畑を構成する基൫としてԫփ৭シルτ（44・169）を確認した（第55ਤ）。

ʢ̎ʣݕग़遺ߏ

ᶃ্遺ߏ（第54ਤ）

ౡാ （̓第56ਤ）　調査区の北端、島畑14の西ଆで検出した（(2-x25区ほか）。第３次調査̘地区

で検出した島畑̓と同一のもので、その南端෦を検出したものである。第５次調査で検出したن

は検出10.5̼、基෦෯8.9̼、上面෯6.5̼、ߴさ0.6̼である。島畑上面のඪߴはおよそ14.2̼

である。なお、検出した島畑の北東ଆ1/3は第３次調査地にҐ置する。島畑の上面で、̖３区の

島畑27・29の上面で検出したのと同じような島畑の上面を掘りࠐんだେܕの土坑ঢ়遺構̨̠201

を検出した。遺物は島畑の上面やࣼ面から土師器・瓦器・੨磁なͲが出土したほか、̨̠201か

らも須恵器ുなͲが出土した（第70ਤ107・108）。

ౡാ�1（第56～59ਤ）　調査区の中ԝ、島畑20や第４次調査の島畑15・16の西ଆで検出した南

北ํ向の島畑である（)2-a24・b24区ほか）。نはશ51.3̼、基෦෯11.8～14.6̼、上面෯7.7～

は14.3～14.4̼である。島畑の南北྆端を確認してߴさ0.7～0.8̼である。島畑上面のඪߴ、9.2̼

おり、島畑のશ༰がかる数গないྫである。島畑上面では、ૉ掘り溝を̓検出した。ૉ掘り

溝は検出3.7～16.3̼、෯0.4̼前後、深さ0.1～0.2̼である。なお、島畑21はもともと、島畑22

と同一の島畑であͬたものをׂしたものと考えられる。遺物はਫ਼査時や島畑土の掘時、さ
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第54ਤ　̘２区上遺構配置ਤ（1/500）
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らにૉ掘り溝なͲから、土師器や瓦器、瓦࣭土器なͲの細ยのほか、島畑に先行するփᬵ陶器と

ਪఆされるഁยや古代の須恵器なͲも出土した（第70ਤ109～113）。

ౡാ��（第59・60ਤ）　調査区の中ԝ、島畑21の南ଆ、島畑20の西ଆで検出した南北ํ向の島

畑である（)2-n24・o24区ほか）。نは検出33.4̼、基෦෯11.1～13.8̼、上面෯8.3～9.5̼、ߴ

さ0.7̼である。島畑上面のඪߴはおよそ14.4̼である。島畑の北端を確認することができたが、

南端は調査区֎となり、確認できなかͬた。島畑上面で、ૉ掘り溝を１検出した。ૉ掘り溝は

検出25.1̼、෯0.35̼前後、深さ0.05̼で、ඇৗにઙい。遺物はਫ਼査時や島畑土の掘時、さ

らにૉ掘り溝なͲから、土師器や瓦器、ന磁なͲの細ยのほか、古代の須恵器や弥生土器の細ย、

さらに石᭲なͲも出土した（第70ਤ114～117、第73ਤ160）。
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第56ਤ　̘２区島畑̓・21（北半෦）平面ਤ（1/200）・遺構அ面ਤ（1/100）
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第57ਤ　̘２区島畑21（南半෦）平面ਤ（1/200）
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第58ਤ　̘２区島畑21・溝ঢ়遺構̨̙507அちׂり土அ面ਤ、溝ঢ়遺構̨̙506土அ面ਤ（1/100）

ౡാ��（第61～63ਤ）　調査区西端の北دり、島畑21の西ଆで検出した南北ํ向の島畑である

（)3-a4・b4区ほか）。نは、શ48.1̼、基෦෯12.0～13.0̼、上面෯9.0～11.5̼、ߴさ0.7̼で

ある。島畑上面のඪߴはおよそ14.4̼である。島畑上面では、அଓ的であるがૉ掘り溝を̒

検出した。ૉ掘り溝は、検出6.9～41.5̼、෯0.2～0.35̼、深さ0.1～0.2̼である。遺物はਫ਼査

時や島畑土の掘時、さらにૉ掘り溝なͲから土師器や瓦器、ന磁なͲの細ยが出土した（第

70ਤ118）。

ౡാ��（第64・65ਤ）　調査区西端の南دり、島畑22の西ଆで検出した南北ํ向の島畑である

（)3-n5・o5区ほか）。نは検出37.2̼、基෦෯10.2～10.9̼、上面෯6.7～8.3̼、ߴさ0.6̼で

ある。島畑上面のඪߴはおよそ14.3̼である。島畑上面では、やや෯の広い溝̨̙400を１検

出した。̨̙400は検出35.0̼、෯0.85̼前後、深さ0.2～0.3̼である。周辺のૉ掘り溝にくら
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第59ਤ　̘２区島畑22平面ਤ（1/200）
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ୈ60ਤ　Ｃ２区島畑22・溝状遺構ＳＤ507断ち割り土層断面ਤ（1�100）

ͯ෯が͘、ਂ͞ਂ͍ͨΊ、ߞ作ʹ͏溝Ͱͳ͘、島畑24ͷ上面Λ区ը͢Δ、͋Δ͍༻

ഉ水ͷͨΊͷ溝Ͱ͋ͬͨՄੑが͍ߴɻ遺物ਫ਼査࣌島畑土ͷ掘削࣌ͷ΄か、ＳＤ400から、

土ࢣ器נ器ͳͲͷࡉยͷ΄か、石包丁石૦が出土͠ （ͨୈ70ਤ119・120、ୈ73ਤ158・159）ɻ

ౡാ25（ୈ61ਤ）　調査区ͷ北部Ͱ検出͠ （ͨ(3�X4区΄か）ɻ南北ํͷ島畑ͱਪఆ͞ΕΔ

が、֬ೝͰ͖ͨͷ南部ͷ͘͝Ұ部ʹͱͲ·Δɻͳ͓、ฏ27ͷ下水主遺跡ୈ９࣍調査

（)２区）Ͱ島畑25ͱಉҰͷ島畑Λ検出ͨ͠ɻن、検出3�2̼、ج部検出෯9�5̼、0�6̼͞ߴ

Ͱ͋Δɻ島畑上面ͷඪߴ͓Αͦ14�1̼Ͱ͋Δɻ島畑上面Ͱ素掘り溝検出͞Εͳかͬͨɻ遺

物出土͠ͳかͬͨが、पลͷ島畑ͱ͓͓ΉͶಉظ࣌ʹ͞ΕͨͷͰ͋Ζ͏ɻ

島畑20ͱ島畑21・22ͷ間Ͱ検出͠　（ୈ35・36・56・57・59ਤ）504̨̙ߏঢ়遺ߔ （ͨ)2�B22・

C22区΄か）ɻୈ４࣍調査ใࠂͰ水ాＳＮ14ͱใͨ͠ࠂͷͱಉҰͰ͋Δɻن検出87�8̼、

෯9�1～11�0̼、ਂ͞0�6～0�8̼Ͱ͋Δɻ溝ఈͷඪߴ͓Αͦ13�8̼Ͱ͋Δɻ南ۙͷ溝ఈͰ素掘

り溝Λ断ଓతʹ８検出ͨ͠ɻ素掘り溝検出1�2～14�4̼、෯0�2～0�4̼、ਂ͞0�05～0�1̼

Ͱ͋Δɻ遺物ຒ土掘削࣌ਫ਼査࣌ʹ土ࢣ器ਢܙ器ͷࡉยが出土ͨ͠ͷͷ、ࡉยがଟ͘ਤࣔ

Ͱ͖Δͷͳかͬͨɻ

島畑21・22ͱ島畑23・24ͷ間Ͱ検出͠　（ୈ56・57・61・62・64ਤ）507̨̙ߏঢ়遺ߔ （ͨ)3�B2・

C2区΄か）ɻن検出102�5̼、෯9�8～12�8̼、ਂ͞0�7～0�8̼Ͱ͋Δɻ溝ఈͷඪߴ͓Αͦ

13�6̼Ͱ Δ͋ɻ溝ఈʹ素掘り溝検出͞Εͳかͬͨɻ遺物ຒ土掘削࣌ਫ਼査࣌ʹ土ࢣ器נ器、

ਢܙ器ͳͲͷࡉยが出土ͨ͠が、ਤࣔͰ͖Δͷগͳ （͍ୈ70ਤ125～128）ɻ

島畑23・24ͷ西ଆͰ検出͠　（ୈ61・62・64ਤ）510̨̙ߏঢ়遺ߔ （ͨ)3�B7・C7区΄か）ɻن

検出93�2̼、෯7�7～10�2̼、ਂ͞0�5～0�6̼Ͱ͋Δɻ溝ఈͷඪߴ͓Αͦ13�7̼Ͱ͋Δɻ溝ఈ

Ͱ、素掘り溝Λ７΄Ͳ検出ͨ͠ɻ͜ͷ͏ち、溝ＳＤ415΄かͷͷʹ͘ら෯が͘、検

出͍ɻＳＤ415Λআ͘、素掘り溝検出2�2～8�7̼、෯0�3～0�5̼、ਂ͞ 0�05～0�1̼Ͱ͋Δɻ
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第61ਤ　̘２区島畑23（北半෦）・25平面ਤ（1/200）、溝ঢ়遺構̨̙508土அ面ਤ（１/100）
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第62ਤ　̘２区島畑23（南半෦）平面ਤ（1/200）

̨̙415は検出50.7̼、෯0.6～1.1̼、深さ0.15̼前後である。遺物は埋土掘時やਫ਼査時に土

師器や瓦器、須恵器なͲの細ยが出土したものの、ਤ示できるものはなかͬた。また、溝ఈで検

出した̨̙415からも土師器や瓦器、੨磁なͲの細ยが出土した（第70ਤ131～135）。同じく溝ఈ

で検出した土坑ঢ়のϐοτ̨̥423からも土師器のないしഋが出土した（第70ਤ136）。
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第63ਤ　̘２区島畑23・溝ঢ়遺構̨̙510அちׂり土அ面ਤ（1/100）

は検出ن。島畑̓と島畑21の間で検出した（(2-x24区ほか）　（第56ਤ）���̨̙ߏঢ়遺ߔ

12.9̼、෯7.4̼、深さ0.5̼前後である。溝ఈのඪߴはおよそ13.7̼である。遺物は出土しなかͬた。

は検ن。島畑21と島畑22の間で検出した（)2-m24区ほか）　（第57・58ਤ）��6̨̙ߏঢ়遺ߔ

出14.1̼、෯4.8̼、深さ0.6̼前後である。溝ఈのඪߴはおよそ13.8̼である。この溝は、ຊདྷ

１つの島畑であͬたものを島畑21と島畑22にׂする際に掘されたものと考えられる。この溝

ఈではૉ掘り溝は検出されなかͬた。遺物は土師器や瓦器なͲが出土したほか、瓦࣭土器や੨磁

なͲの細ยも出土しているが、ਤ示できるものはগない（第70ਤ121～123）。また、古墳時代の須

恵器ഋのഁยが出土した（第70ਤ124）。

は検出12.0ن。島畑25と島畑23の間で検出した（(3-x4区ほか）　（第61ਤ）���̨̙ߏঢ়遺ߔ

̼、෯8.8̼、深さ0.6̼前後である。溝ఈのඪߴはおよそ13.6̼である。遺物は出土していない。

ۙྡの島畑が成された際に掘されたものであろう。また、溝ఈでやや෯の広い溝̨̙416を

検出した。̨̙416は検出16.8m、෯1.2̼前後、深さ0.05～0.15̼である。̨̙416の用్はෆ

明である。

は検出ن。島畑23と島畑24の間で検出した（)3-l4区ほか）　（第62・64ਤ）���̨̙ߏঢ়遺ߔ

13.7̼、෯8.6̼、深さ0.5～0.6̼である。溝ఈのඪߴはおよそ13.6̼である。溝ఈでは、ૉ掘り

溝を２とやや෯の広い溝̨̙417を検出した。ૉ掘り溝は検出4.0～13.6̼、෯0.3～0.7̼、深

さ0.05̼前後である。̨̙417は検出21.1̼、෯0.8～2.5̼、深さ0,05̼前後である。̨̙509に

う遺物は出土していないが、溝ఈで検出したૉ掘り溝̨̙419からは土師器ࡼなͲが出土した

（第70ਤ129）。̨̙417からは瓦器なͲが出土した（第70ਤ130）。

ᶄԼ遺ߏ（古代・第66ਤ）

̨̠���（第67ਤ）　溝ঢ়遺構̨̙508のఈ面で検出した（(3-x4・x5区）。平面形はํ形をఄ



京都府遺跡調査報告集　第 øýþ 冊

-Ā÷-

第64ਤ　̘２区島畑24平面ਤ（1/200）
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第65ਤ　̘２区島畑24・溝ঢ়遺構̨̙510அちׂり土அ面ਤ（1/100）

する。࣠1.9̼、࣠1.5̼、深さ0.65̼である。埋土は上がփ৭シルτࠞじりの細࠭、下

がփ৭シルτである。遺物は土師器の細ยが出土したのみで、詳細な時期はෆ明である。

̨̠���（第67ਤ）　島畑22の上面で検出した（)3-R1区）。平面形はପԁ形をఄする。࣠

1.1̼、࣠0.9̼、深さ0.3̼である。埋土はԫփ৭シルτࠞじり細࠭である。埋土から土師器ߴ

ഋのഋ෦やのഁยなͲが出土した（第71ਤ137・138）。出土遺物の時期はஅఆしにくいが、ඈௗ

時代中৺とする古代でも前半期とਪఆされる。

ᶅԼ遺ߏ（古墳時代後期・第66ਤ）

�1̨̠�（第67ਤ）　島畑21上面で検出した（)2-i25区）。平面形は۱ؙํ形をఄする。辺

1.0̼、辺0.7̼、深さ1.1̼である。埋土は、上からԫփ৭シルτࠞじり細 （࠭１）、փ৭シ

ルτでඍົにがՄ（２～̒）、࠷下がփ৭シルτࠞじり細 （࠭̓）である。̓から

須恵器ഋや土師器ᙈが出土した（第71ਤ139・140）。古墳時代後期にҐ置づ͚られる。

ᶆԼ遺ߏ（弥生時代後期～古墳時代前期・第66ਤ）

。島畑21の南෦で検出した（)2-j24区ほか）。東南東から西北西にԆͼる　（第68ਤ上）���̨̙ߔ

̨̙404の東ଆには溝̨̙401が、南東には溝̨̙403がҐ置する。શମにऄ行することになるが、

ຊདྷは同一の溝であるՄੑがある。検出12.8̼、෯0.6～0.9̼、深さ1.1̼前後である。溝の

ํҐは北にରして61～78°西にৼる。溝のஅ面形はʮ̪ʯࣈ形をఄする。埋土はややෳࡶで、࠷

上にփ৭シルτࠞじり細࠭、上から࠷下にか͚てはԫփ৭シルτࠞじり細࠭とԫփ৭シル

τのޓである。４にփԫ৭細࠭ࠞじりシルτがଯ積する。遺物は土師器の細ยが出土したの

みで、詳細な時期はෆ明であるが、周辺で検出されているਖ਼ํҐにରしてࣼ行する溝܈と同時期

と考えられる。
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第66ਤ　̘２区下遺構配置ਤ（1/500）
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第67ਤ　̘２区土坑̨̠390・395・410࣮測ਤ（1/40）

島畑22のほ΅中ԝ෦で検出した（)2-r25・T24区ほか）。Θずかにऄ行　（第68ਤ中）���̨̙ߔ

しながら南東から北西にԆͼる。検出13.5̼、෯0.7～0.95̼、深さ0.55̼前後である。溝のํ

Ґは北にରして42～57°西にৼる。溝のஅ面形は؇いʮ7ʯࣈঢ়をఄする。埋土はԫփ৭シルτ

ࠞじり細࠭である。遺物は弥生土器とࢥΘれるഁยが出土したが、詳細な時期はෆ明である。周

辺で検出されているਖ਼ํҐにରしてࣼ行する溝܈と同時期と考えられる。
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第68ਤ　̘２区溝̨̙404・405・406平面ਤ（1/100）・土அ面ਤ（1/50）
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第69ਤ　̘２区溝̨̙407平面ਤ（1/100）・土அ面ਤ（1/50）
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。島畑22の南෦で検出した（)2-t24区ほか）。おおΉͶ東西ํ向にԆͼる　（第67ਤ下）��6̨̙ߔ

検出11.4̼、෯0.6～1.2̼、深さ0.9̼前後である。溝のஅ面形は؇いʮ̪ʯࣈঢ়をఄするが、

ஈを༗する෦があり、掘りしが行ΘれたՄੑもある。埋土は、上から中にか͚てԫփ

৭シルτࠞじり細࠭がଯ積し、࠷下には҉փԫ৭シルτがଯ積する。遺物は出土しなかͬたが、

周辺で検出されているਖ਼ํҐにରしてࣼ行する溝܈と同時期と考えられる。

。島畑23の中ԝ෦で検出した（)3-E6・E7区ほか）。南東から北西にԆͼる　（第69ਤ）��7̨̙ߔ

̨̙407を南東にのすと、上ड़の溝̨̙404があることから、̨̙407と̨̙404は、ຊདྷ同一の

溝であͬたՄੑがߴい。検出18.4̼、෯0.5～0.9̼、深さ0.95̼前後である。溝のํҐは北に

ରして37°西にৼる。அ面はٯ形ঢ়をఄする。埋土はԫփ৭シルτࠞじり細࠭である。遺物は

弥生土器のఈ෦のഁยが出土した（第71ਤ141）。141は弥生時代中期のものと考えられるが、遺構

はもうগし新しく古墳時代ॳ಄から前期前半にか͚てのՄੑがߴい。

ᶇԼ遺ߏ（縄文時代以前・第66ਤ）

̘１区で検出したࣗવྲྀ路̧̣370のԆ෦を溝ঢ়遺構のఈ面で検出した（第66ਤ）。̘１区

でのஅちׂりによͬて遺物をؚまないことからྲྀ路の平面的な検出にとͲΊた。̘１区からԆͼ

てきた̧̣370は島畑21の下で、そのྲྀ路をେきく北から北東にৼり、水主神社東遺跡第４次

調査で検出されていた島畑14の下を通ͬて北東ํ向にൈ͚るようである。なお、島畑や溝ঢ়遺

構のஅちׂりにより、ଯ積ঢ়گの一෦を確認した（第58ਤ）。

（福山博章・筒井崇史）

ʢ̏ʣग़遺（第70～73ਤ）

̘２区でも、̘１区と同様に、島畑の検出時やૉ掘り溝、溝ঢ়遺構なͲから中世を主ମとする

土器が出土した。また、これらの遺構やଯ積土からは弥生時代から平҆時代にか͚ての遺物がؚ

まれていた。さらに古代の遺構からएׯの遺物が出土したものの、̘１区では古墳時代ॳ಄前後

の溝から多数の土器が出土したが、̘２区の֘期の溝から出土した土器はਤ化にえるものが

ほとんͲなく、ਤ示にはࢸらなかͬた。このほかに石器が出土している。

ᶃ্遺ߏग़遺（第70ਤ）

107は島畑̓から出土した੨磁である。֎面に࿇หの文様がӄࠁされる。108は島畑̓上の土

坑ঢ়遺構̨̠201で出土した須恵器ുである。いΘΏる東系とਪఆされる。

109～113は島畑21から出土したものである。109は瓦器である。内面にएׯのϛΨΩが確認

できるが、ޱԑ端෦の内面にはઢがみられない。110は土師器ࡼである。111は須恵器ുで、い

ΘΏる東系のものであろう。112はփᬵ陶器とਪఆされるが、શମの形ঢ়等はෆ明である。ఈ

෦のഁยで、֎面にέズリをࢪす。113は須恵器ഋ̗のఈ෦である。

114～117は島畑22から出土した。114は平ఈで器ߴがあまりߴくない土師器ࡼであるが、形ଶ

のひずみがେきい。また、土に３mmେのཻ࠭をؚΉ。115は土師器ഋないしࡼである。ޱԑ

端෦にഗがணすることから౮明ࡼとして用されたものと考えられる。116は瓦器のఈ෦の

みのഁยである。内面に҉文が認Ίられる。ߴもややしͬかりしたஅ面三֯形をఄする。117
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はややްखの須恵器ഋ̖である。

118は島畑23上のૉ掘り溝̨̙387で出土した土師器ࡼである。

119は島畑24上の溝̨̙400で出土した瓦器である。形ଶや特は、後ड़する溝ঢ়遺構̨̙

506出土の121・122や̨̙507出土の127・128なͲにྨࣅする。120は島畑24で出土したಸྑ時代

の須恵器ഋ̗のఈ෦のഁยである。

121～124は溝ঢ়遺構̨̙506から出土した。121～123はほ΅同形同େの瓦器である。特は

島畑21で出土した109にྨࣅする。また、121のఈ෦にはかなりୀ化したஅ面三֯形のߴがష

͚られている。124は古墳時代後期後半の須恵器ഋである。ޱԑの立ち上がりがくなͬており、

。からやや後半のものとਪఆされるࠒもେきいことから古墳時代後期中ܘޱ

125～128は溝ঢ়遺構̨̙507で出土した。125は土師器ࡼで、島畑22出土の114にྨࣅした特

第70ਤ　̘２区出土遺物࣮測ਤ１（1/4）
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を࣋つ。126は土師器Ӌזの௳のഁยである。127・128は瓦器で、溝ঢ়遺構̨̙506出土瓦器

（121～123）と同じ特を࣋つ。

129は溝ঢ়遺構̨̙509の溝ఈで検出した溝̨̙419で出土した土師器ࡼである。130は溝ঢ়遺構

̨̙509の溝ఈで検出した溝̨̙

417で出土した瓦器である。ޱ

ԑ෦のϤコφσによͬてޱԑ端෦

が֎ؾຯとなる。

131～135は溝ঢ়遺構̨̙510の

溝ఈで検出した溝̨̙415で出土

した。131・133は土師器ࡼで、131

はܘޱが6.4Dmと、特にখܕ品で

ある。ただ、土に2mm前後の࠭

ཻをؚΉ。132は瓦器のఈ෦で、

அ面三֯形のߴがく。134は

瓦器である。内面にϛΨΩをࢪ

し、ޱԑ端෦内面にઢをࢪす。

135は੨磁のఈ෦である。136は

溝ঢ়遺構̨̙510の溝ఈで検出し

たϐοτ̨̥423で出土した土師

第72ਤ　̘２区出土遺物࣮測ਤ３（142～156：1/4、157：1/2）

第71ਤ　̘２区出土遺物࣮測ਤ２（1/４）
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器͘͠ഋͰ͋Δɻ

ᶄ下遺ߏग़遺（ୈ71ਤ）

137・138土坑ＳＫ395Ͱ出土ͨ͠ɻ

137土ࢣ器ߴഋͷഋ部Ͱ、ຎ໓ؾ

ຯͰ͋Δが、面ʹ์ࣹ状ͷ҉文Λ͢ࢪɻ

138ްखͷ土ࢣ器Ͱ͋Δɻ

139・140土坑ＳＫ410Ͱ出土ͨ͠ɻ

139ਢܙ器ഋͰ͋Δɻܘޱ
ㅭ㉅13ㅮ

が13DNఔ

Ͱ、ఈ部ʹճసϔϥέζϦΛ͢ࢪɻ·

ͨ、土ʹ8NN֯ͷന৭ཻΛؚΉɻݹ

ࢣͷ土器Ͱ͋Δɻ140土ࠒظ後࣌

器ᙈͷମ部ยͰ͋Δɻମ部中Ґۙʹ

खͷണͨࠟ͠跡がೝΊらΕΔ͜ͱか

ら、ख͖ͷᙈͰ͋Δɻ土ʹ0�5～3NNͷ石ӳ・石・ࠇ৭ཻΛଟؚ͘Ήɻ

141溝ＳＤ407Ͱ出土ͨ͠ੜ土器ͷఈ部ͷഁยͰ͋ΔɻᆵかᙈͷͷͱࢥΘΕ、土ʹ0�5

～2NNͷཻ࠭Λଟؚ͘Ήɻܗଶからੜ࣌中ظͷͷͰ͋Ζ͏かɻ

ᶅॏ۷ػग़遺（ୈ72・73ਤ）

142～157重機掘削ഉ水溝掘削ͳͲͰ出土ͨ͠ͷͰ͋Δɻ142ന࣓Ͱ͋Δɻޱԑ部が

Ͱ͋Δɻߴԑ状Λఄ͢Δɻ143੨࣓Ͱ͋Δɻ144・145ఱͰ͋Δɻ145削り出͠ۄ

146・147খܕͷ土ࢣ器ࡼͰ͋Δɻ148土ࢣ器ӋזͰ͋Δɻޱԑ部ͷΈͷഁยͰ͋Δが、

部Λંりฦؙͯ͘͠ೲΊΔɻ149࣭נ土器ͷӋזͰ͋Δɻ΄΅立͢Δޱԑͷগ͠下ʹ͍

௳が͘ɻ150࣭נ土器ࡾӋזͷ٭部Ͱ͋Δɻ151࣭נ土器Ͱ͋Δが、器छෆ໌Ͱ͋Δɻ

面ʹ೪土߹ࠟがΔɻ152ಃ器Ͱ、ఈ部Λܽଛ͢Δɻ153ං前ಃ࣓器（ҏສཬ）Ͱ͋Δɻ

154ਢܙ器ͷখܕͷᆵͷޱԑͷՄੑͷ͋ΔഁยͰ͋Δが、ৄࡉෆ໌Ͱ͋Δɻޱԑ部֎面

ʹ断面ܗ֯ࡾ状ͷಥଳがΊ͙Δɻ155・156ਢܙ器ഋＢͷఈ部Ͱ͋Δɻ156ͷ土ʹ3�5NNେ

ͷཻ࠭ΛؚΉɻ157北ͷᗁೡݩሞ（1068ॳர）Ͱ͋Δɻ

158島畑24ͷ上面Ͱ出土ͨ͠石包丁Ͱ、೪൘ؠ製Ͱ͋Δɻ1�2΄ͲΛܽଛ͢Δが、ઠ２か

ॴ֬ೝͰ͖Δɻ159島畑24ͷ土から出土ͨ͠石૦ͷະͱ͑ߟらΕΔɻαψΧΠτ製Ͱ͋Δɻ

160島畑22ͷ上面Ͱ出土ͨ͠石鏃Ͱ͋ΔɻαψΧΠτ製Ͱ͋Δɻ

（Ҫਸ࢙）

ୈ73ਤ　Ｃ２区出土遺物࣮ଌਤ４（1�3）
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ʤ２ʥ下水主遺跡第１・４次調査

̍ ɽ ͡ Ί ʹ
先にड़たように下水主遺跡では調査地区として̖地区から地区名を༩えていたが、平成25年

に京都府ڭҭҕһ会が遺跡の北ํでࢼ掘調査を࣮ࢪした݁果、遺跡がさらに北広がることが

確認された。また、遺跡のൣғ֎と考えられていた遺跡の北ଆでࢪされた٭ڮ建設事にい、

京都府ڭҭҕһ会が立会調査を行ͬたところ、島畑や弥生土器なͲが検出されたたΊ、遺跡はさ

らに北ଆ広がると考えられる。現在、遺跡のൣғは、この立会調査にう調査成果をөした

ものとなͬており、南北は1200̼にୡする（東西のさはैདྷのまま）。平成27年現在、新名神

・た。ຊ報告では平成24ͬࢸにい下水主遺跡の調査区は̤地区まで数えるにۀ道路備事ߴ

25年に調査を࣮ࢪした̙・̚・̜地区の各調査区について報告するものである（第74ਤ）。

下水主遺跡では、新名神ߴ道路備事ۀのほか、一ൠࠃ道24号に関連する各種վྑ事ۀによ

る発掘調査
ㅭ㉅14ㅮ

の݁果、今後、報告予ఆの調査地もؚΊて、中世に形成された島畑を߹Θせて90基

検出した。今回はこのうち、14基について報告するものである。また、弥生時代後期から古代に

か͚ての遺構も多数検出しているが、今回の報告では、これらの時期の遺構はগない。これまで

の調査でେきな成果を得ることができた古墳時代前期のେنな溝を確認した地
ㅭ㉅15ㅮ

（第74ਤ̗地

区）や、縄文時代晩期の土器が多数出土した地
ㅭ㉅16ㅮ

については、今後報告する予ఆである。

（筒井崇史）

̎ ɽ̙  ۠ ͷ 調 査
̙地区は、京ಸ和ࣗಈं道の西ଆにҐ置し、地区内には土成地２か所（̙２・̙３区）とڮ

した。平成24年はࢪ建設予ఆ地の４か所（̙１・̙４～̙̒区）の調査区を設ఆして調査を࣮٭

̙１区の調査を、平成25年は̙２・̙４～̙̒区の調査を、平成26年は̙３区の調査を࣮ࢪ

した。ຊ報告では、平成24・25年に調査を࣮ࢪした５か所の調査区について報告する（第75ਤ）。

̍ʣ%̍۠ͷ調査

ʢ̍ʣ調査۠ͷ֓ཁͱجຊతͳং

建設予ఆをରとして、南北25̼、東西18mのۣ形の調査区を設ఆした（第76ਤ上）。現地٭ڮ

ද面はඪ15.9̼ߴ前後である。調査の݁果、島畑１基とそれにう溝ঢ়遺構１を検出した。島

畑にうૉ掘り溝は上・下２面に確認した。なお、平成25年にはこれと一෦ॏෳして%２区の

調査を行ͬた。調査面積は450㎡である。出土した遺物はཧശにして１ശである。

調査に先立ͬて、࡞ߞ土をআڈして調査を։࢝した。基ຊ的なং（第76ਤ下・第77ਤ）は、࠷

上のΦリーϒࠇ৭細 （࠭１～３）のଯ積が調査区の南ଆほͲްく、北ではややബい。この下

にচ土とࢥΘれる҉փԫ৭ඍ （࠭11）が広がるが、溝ঢ়遺構の上෦には認Ίられない。その下

のଯ積ঢ়گは島畑෦と溝ঢ়遺構෦ではएׯҟなり、前者では、ԫ৭೪࣭土（14）がްくଯ
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第74ਤ　下水主遺跡第１・４・̒・̕次調査遺構配置ਤ（1/2,500）

積する。東นでは࠷େ1.1̼もଯ積していることが確認できる。14は西行くにしたがͬてബ

くなり、҉փ৭ඍ （࠭13）のଯ積となる。これらの下に島畑にうΦリーϒ৭೪࣭土（15）

が島畑の上面に広がる。その下が島畑のϕーεであるփΦリーϒ৭ඍ࠭ないし೪࣭土（20・25）

となる。一ํ、溝ঢ়遺構の෦ではΦリーϒࠇ৭ඍ࠭やփΦリーϒ৭細࠭、҉փԫ৭ඍ࠭なͲが

ଯ積する（５・̔・̕）。この溝ঢ়遺構のϕーεも島畑のϕーεと同じ20である。調査は20・

25ঢ়面で࣮ࢪした。

ʢ̎ʣݕग़遺ߏ（第76ਤ）



京都府遺跡調査報告集　第 øýþ 冊

-ø÷ù-

第75ਤ　下水主遺跡̙地区遺構配置ਤ（1/1,000）

ౡാ��ʢ̨̭11ʣ　調査区東半෦（*5-n2・o2区ほか）で検出した南北ํ向の島畑である。نは

検出23.0̼、基෦検出෯9.0～12.1̼、上面検出෯8.7～11.2̼、ߴさ0.7̼前後である。島畑上面

のඪߴはおよそ14.7̼である。南北྆端およͼ東ଆのは確認できなかͬた。しかし、平成25年

に調査を࣮ࢪした%２区では、島畑44の東半෦とそのを検出した。島畑上面ではૉ掘り溝を

̓検出した（̨̙02～09）。ૉ掘り溝は検出9.5～23.0̼、෯0.2～1.0̼、深さ0.3～0.4̼である。
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第76ਤ　̙１区遺構配置ਤ（1/200）・南น土அ面ਤ（1/100）
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第77ਤ　̙１区東น土அ面ਤ（1/100）

埋土はփΦリーϒ৭ඍ࠭やにͿいԫᒵ৭ඍ （࠭16～19）である。西端でઙい溝ঢ়の落ちࠐみ̨̙

10を確認した。調査区のൣғがݶられていたたΊ詳細はෆ明である。遺物は、島畑上面のਫ਼査時

や࡞ߞ溝なͲで、土師器や須恵器、瓦器、陶器なͲがগྔ出土した。また、これらを約15Dm掘

り下͛ると、下でもૉ掘り溝を̒検出した。検出15.0̼、෯0.3～1.0̼、深さ0.15̼前後で

ある。遺物は検出時やૉ掘り溝で土師器や須恵器の細ยがগྔ出土した。

調査区西෦半（*５-n4・o4区ほか）で検出した。検出22.8m、検出෯5.7～7.0　�1̨̙ߏঢ়遺ߔ

̼、深さ0.7̼前後である。溝ఈのඪߴは約14.1̼である。なお、第75ਤ下ஈの土ਤをみるとߞ

Θれるのଯ積（５・̔なͲ）を確認することができる。これはࢥ土の下まで̨̙01にうと࡞

溝ঢ়遺構の࠶掘（もしくはᔱᕕ）と島畑の֦େ（もしくはम෮）がۙ年まで行Θれていたことを示
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していると考えられる。遺物は土師器の細ยがগྔ出土したఔである。

         　（関広尚世・筒井崇史）

ʢ̏ʣग़遺（第86ਤ）

̙１区では、島畑の検出時やૉ掘り溝なͲから土師器や須恵器、瓦器がগྔ出土した。

161は瓦器のఈ෦である内面にཐટঢ়の҉文がみられる。ߴはややしͬかりしたஅ面三֯

形をఄする。162は土師器ࡼである。163は須恵器ുで、ยޱとなͬている。164は土師器ഋである。

ຎ໓が著しく調はෆ明ྎであるがಸྑ時代のものであろうか。165は須恵器ഋ̗֖である。ޱ

ԑ෦にएׯの۶ۂがみられる。166は須恵器ഋ̗のఈ෦のഁยである。ಸྑ時代のものであろう。

          　　（筒井崇史）

̎ʣ%̎۠ͷ調査

ʢ̍ʣ調査۠ͷ֓ཁͱجຊతͳং

土成ൣғをରとして、શ約68～85̼、෯約36～42̼のހঢ়をఄする調査区を設ఆして

第78ਤ　̙２・̙４区遺構配置ਤ（1/500）
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第79ਤ　̙２区南น土அ面ਤ１（1/100）

調査を࣮ࢪした（第78ਤ）。調査区の西端は%１区の東端とॏෳする。現地ද面はඪ15.8̼ߴ前後

である。調査の݁果、上遺構として島畑４基（そのうち１基は̙１区で検出したものと同一）と

それにう溝ঢ়遺構３を検出した。また、中遺構として古代の溝５を検出した。ただし、

島畑の෦にͬݶての検出であり、溝ঢ়遺構に૬する෦ではすでに平されていて検出でき

なかͬた。さらに下遺構として、調査地の東端෦で、弥生時代の溝を検出した。このほか、下

遺構とほ΅同一の地山上で縄文時代晩期の土器をうম土や化物の集中Օ所を検出した。

なお、̙４区とした٭ڮ建設予ఆ地は、̙２区にۙするたΊ、྆調査区を１つの調査区として

調査をਐΊた。྆調査区を߹Θせた࠷ऴ的な調査面積は2,617㎡である。出土した遺物は調査面

積にରしてඇৗにগなく、ཧശにしてΘずか３ശである。

̙２区では、調査։࢝前に現࡞ߞ土（҉Φリーϒ৭ૈ࠭：３）をআڈしたのちに調査区の掘

土は෦的にしかද示されていない。基ຊ的なং（第79・80ਤ）࡞ߞを行ͬたたΊ、அ面ਤに

は、࡞ߞ土の下にはࠇ৭や҉৭のૈ࠭が（１・２）がচ土として存在する。その下には

փ৭系のシルτ（４～̒・78・81）をはじΊ、Φリーϒࠇ৭೪土（̓）、Φリーϒ৭ඍ （࠭67

）、փ৭細 （࠭54）なͲがあり、これらをআڈすると新しい時期の島畑を確認することができる。

これらの島畑の土であるΦリーϒࠇ৭シルτ（10）や҉փ৭ඍ （࠭26）なͲをআڈすると、

ॳ期の島畑のϕーεであるփԫ৭系のඍ࠷ （࠭11・12：島畑41）、Φリーϒ৭ඍ （࠭65：島

畑43）҉Φリーϒփ৭೪࣭土（83：島畑42）なͲを検出した。島畑の調査はこれらの上面で࣮ࢪ

した。これらを20DmほͲ掘り下͛て、փΦリーϒ৭ඍ （࠭15・16）、Φリーϒփ৭ඍ （࠭72）、

҉փԫ৭ඍ （࠭66）なͲの上面で中遺構を検出した。さらに30DmほͲ掘り下͛て҉փԫ৭೪

࣭土（32・33）の上面で下遺構を検出した。上記島畑の間では溝ঢ়遺構をそれͧれ検出してい

るが、҉Φリーϒփ৭ඍ （࠭68・69）、փΦリーϒ৭や҉৭の೪࣭土（19・20）、փ৭ඍ （࠭46

）や明৭シルτ（47）なͲがଯ積していた。これら溝ঢ়遺構によͬて、中遺構面はେきく
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第80ਤ　̙２区南น土அ面ਤ２（1/100）

平されていたたΊ、島畑として遺存していた෦でのみ検出することができた。なお、先の

32・33は遺構の基൫である。

ʢ̎ʣݕग़遺ߏ

ᶃ্遺ߏ（第78ਤ）

ౡാ�1ʢ̨̭�6ʣ（第81ਤ）　調査区の東端（*4-t14・u14区ほか）で検出した南北ํ向の島畑であ

る。نは検出30.6̼、基෦検出෯8.8～9.5̼、上面෯6.7～7.3̼、ߴさ0.7m前後である。島畑

上面のඪߴはおよそ14.5̼である。島畑の南北྆端は確認できなかͬた。島畑上面でૉ掘り溝を

̔検出した（̨̙02～06）。ૉ掘り溝は検出10.8～28.8̼、෯0.1～0.3̼、深さ0.1～0.4̼である。

遺物は検出時やૉ掘り溝で土師器や瓦器、須恵器なͲの細ยが出土した。

ౡാ��ʢ̨̭�7ʣ（第81ਤ）　調査区の東半෦（*4-r18・T18区ほか）で検出した南北ํ向の島畑で

ある。نは検出35.1̼、基෦෯9.5̼、上面෯7.7̼、ߴさ0.7̼前後である。島畑上面のඪߴ
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はおよそ14.5̼である。島畑の南北྆端は確認できなかͬた。また、島畑上෦の西ଆԑ1.8～2.0

̼ほͲは、島畑上面よりも0.05～0.1̼ほͲ下がͬていた。島畑の北西۱は、࣠9.0̼、࣠4.0

̼ఔのൣғがେきくཚされていた。島畑上面ではૉ掘り溝を３検出した（̨̙10～12）。ૉ

掘り溝は検出18.4～31.0̼、෯0.3̼前後、深さ0.1̼前後である。遺物は検出時やૉ掘り溝で土

師器や瓦器、須恵器なͲの細ยが出土した。また、弥生土器の細ยがਫ਼査時に出土している。
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第81ਤ　̙２区島畑41・42、溝ঢ়遺構̨̙01平面ਤ（1/200）
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第82ਤ　̙２区島畑43・44、溝ঢ়遺構̨̙05平面ਤ（1/200）

ౡാ��ʢ̨̭��ʣ（第82ਤ）　調査区の西半෦で検出した（*4-p21・R21区ほか）南北ํ向の島畑で

ある。نは検出30.2̼、基෦෯11.0～11.5̼、上面෯8.6～10.1̼、ߴさ0.6～0.7̼である。島

畑上面のඪߴはおよそ14.5̼である。島畑の南北྆端は確認できなかͬた。また、島畑上෦の東

ଆԑ1.5̼前後は、島畑上面よりも0.05～0.1̼ほͲ下がͬていた。島畑上面ではૉ掘り溝を̒
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検出した。ૉ掘り溝は検出6.0～28.3̼、෯0.2～0.4̼、深さ0.1̼前後である。検出したૉ掘り

溝のうち、１はいൣғでのみ確認をした。遺物は検出時やૉ掘り溝で土師器や瓦器、須恵器

なͲの細ยが出土した。

ౡാ��ʢ̨̭��ʣ（第82ਤ）　調査区の西端（*5-o1・p1区ほか）で検出した南北ํ向の島畑で、%

１区で検出した島畑の東半෦にたる。نは検出34.9̼、基෦検出෯3.8～4.7̼、上面検出

෯2.8～3.8̼、ߴさ0.6̼前後である。̙１区の調査成果と߹Θせると、基෦෯12.7～13.3̼、上面

෯11.6̼前後である。島畑上面のඪߴはおよそ14.5̼である。島畑の南北྆端は確認できなかͬた。

島畑上面ではૉ掘り溝を４検出した。ૉ掘り溝は検出8.6～12.2̼、෯0.1～0.3m、深さ0.1̼

である。遺物は検出時やૉ掘り溝で土師器や瓦器、須恵器なͲの細ยが出土した。

調査区の東半෦、島畑41と島畑42の間で検出した（*4-T16・t16区ほ　（第81ਤ）�1̨̙ߏঢ়遺ߔ

か）。نは検出36.3̼、෯9.4～10.1m、深さ0.7̼前後である。溝ఈのඪߴはおよそ13.8̼である。

遺物は検出時やૉ掘り溝で土師器や瓦器、須恵器なͲの細ยが出土した。

調査区の中ԝ、島畑42と島畑43の間で検出した（*4-R20・r20区　（第81・82ਤ）��̨̙ߏঢ়遺ߔ

ほか）。نは検出31.1̼、෯5.4～6.2m、深さ0.8̼前後である。溝ఈのඪߴはおよそ13.8̼で

ある。遺物は検出時やૉ掘り溝で土師器や瓦器、須恵器なͲの細ยが出土した。

調査区の西半෦、島畑43と島畑44の間で検出した（*4-p24・R24区ほ　（第82ਤ）��̨̙ߏঢ়遺ߔ

か）。نは検出33.0̼、෯11.3～11.9m、深さ1.1̼前後である。溝ఈのඪߴはおよそ13.9̼で

ある。遺物は検出時やૉ掘り溝で土師器や瓦器、須恵器なͲの細ยが出土した。

ᶄத遺ߏ（第83ਤ）

島畑42の上෦で検出した（*4-y18区ほか）。検出5.5̼、෯0.5̼前後、深さ0.25̼前　��̨̙ߔ

後である。溝のํҐは北にରして48°西にৼる。溝のஅ面形はፏ平なʮ̪ʯࣈঢ়をఄする。埋土

は上が҉փԫ৭シルτ、下がփΦリーϒ৭シルτである。遺物はほとんͲ認Ίられないが、

Θずかに土師器の細ยや縄文土器とࢥΘれるഁยが出土した。

島畑43の上෦で検出した（*4-W22・u21区ほか）。検出10.5̼、෯0.9̼、深さ0.15　��̨̙ߔ

～0.3̼である。溝のํҐは北にରして52～58°西にৼる。溝のஅ面形は形ঢ়をఄする。埋土は

上がΦリーϒࠇ৭シルτ、下がࠇ৭シルτである。埋土から̓世紀ごろのものと考えら

れる須恵器平ළが１出土したのみである（第86ਤ173）。

島畑42の上෦で検出した（*4-x18区ほか）。検出6.2̼、෯0.5～0.7̼、深さ0.25̼　�1̨̙ߔ

前後である。溝のํҐは北にରして45°西にৼる。溝のஅ面形はややፏ平なശ形をఄする。埋土

は上が҉Φリーϒ৭シルτ、下がΦリーϒࠇ৭シルτである。遺物はほとんͲ認Ίられず、

土師器の細ยがগྔ出土したのみである。

する溝である。検出7.7ۂ島畑43の上෦で検出した（*4-t22区ほか）。ややಷ֯に۶　��̨̙ߔ

̼、෯0.6～0.8m、深さ0.05～0.1̼である。溝のํҐは、北西から南東ํ向෦で北にରして33°

西にৼり、北東から南西෦では、北にରして24～34°東にৼる。溝のஅ面形はፏ平なʮ̪ʯࣈ

ঢ়をఄする。埋土は҉փԫ৭シルτである。遺物は土師器の細ยがগྔ出土した。ํҐから島畑
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第83ਤ　̙２区溝̨̙20～22・30・31平面ਤ（1/150）・土அ面ਤ（1/50）
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第84ਤ　̙２区溝̨̙23平面ਤ（1/100）・土அ面ਤ（1/50）
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第85ਤ　̙２区集中෦̨̭41・ম土̨̭42平面ਤ（1/100）

42上の̨̙21のԆと考えられる。

島畑43の上෦で検出した（*4-T22・r21区ほか）。検出11.0̼、෯0.8～1.0̼、深さ　�1̨̙ߔ

0.2～0.4̼である。溝のํҐは北にରして39～51°西にৼる。溝のஅ面形は形ঢ়をఄする。埋土

は上が҉Φリーϒ৭シルτ、下がΦリーϒࠇ৭シルτである。遺物はほとんͲ認Ίられず、

土師器の細ยがগྔ出土したのみである。

ᶅԼ遺ߏ

ঢ়をࣈ調査区の南東۱で検出した（*4-x14・y14区ほか）。平面形はʮ̩ʯ　（第84ਤ）��̨̙ߔ

ఄする。検出は、南から北東にか͚てが11.5̼、北西から南東にか͚てが9.0̼である。෯2.7

～4.3̼、深さ0.4～0.55̼である。ただし、検出したൣғではͲちらに向かͬて下がͬていくの

か明らかにできなかͬた。溝のஅ面形はፏ平なʮ̪ʯࣈঢ়ないし؇い形ঢ়をఄする。埋土は、

上が҉փԫ৭ඍ࠭、中がփ৭ඍ࠭ないしシルτ、下がփΦリーϒ৭೪࣭土ないしシルτで

ある。なお、下からは縄文土器のഁยが出土した（第86ਤ181・182なͲ）。

集த෦̨̭�1ɾম̨̭��（第85ਤ）　溝̨̙23から西５̼ほͲの地で、ম土との広が

りを南北５̼、東西̼̒のൣғにΘたͬて確認した（*4-1y6・y17区ほか）。２̼ܘほͲのൣғ

にম土とがさらに集中するՕ所もあるが、検出ঢ়گから۩ମ的なੑ֨は明らかにできなかͬた。

屋֎なͲのࠟ跡かもしれない。なお、周辺からは縄文時代晩期のഁยが多数出土した。

（関広尚世・筒井崇史）
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ʢ̏ʣ ग़遺（第86ਤ）

̙２区では、上遺構である島畑の検出時やૉ掘り溝、溝ঢ়遺構なͲでগྔの土師器や瓦器な

Ͳが出土するとともに、弥生土器のഁย等も出土した。中遺構である溝からは須恵器平ළのମ

෦をআき、須恵器や土師器がほとんͲ細ยのঢ়ଶで出土した。さらに、下遺構では、縄文土器

のഁยやຏ製石ිなͲが出土した。શମに調査面積のׂに遺物がগない（第86ਤ）。

167・168は島畑43で出土した。167は土師器ࡼで、ܘޱにରして器ߴがいࡼである。168は瓦

器のఈ෦で、அ面三֯形のߴがく。169はૉ掘り溝̨̙13で出土した。内面に҉文が認Ί

られる。168同様、அ面三֯形のߴがく。170は̙４区にԆͼる溝ঢ়遺構̨̙05で出土した瓦

器のখഁยである。内面にϛΨΩやઢが認Ίられない。171は溝ঢ়遺構̨̙01の調査区南น

ۙで出土した瓦࣭土器Ӌזのମ෦である。ମ෦࠷େܘۙにさ1.6Dmఔの௳がく。178は

調査区南นのਫ਼査中に出土した北のූݩሞ（1008年ॳர）である。

172は調査区の北นのਫ਼査中に出土したփᬵ陶器ࡼである。ఈ෦֎面にࢳりࠟがる。また、

ఈ෦内面が研ຏされており、స用ݛのՄੑもある。173は中遺構の溝̨̙30で出土した須恵

器平ළのମ෦である。ややେܕのഁยで、ఈ෦内面にփがணする。ఈ෦֎面はほ΅શ面に回స

ϔϥέズリをࢪす。土には２mm以下のന৭ཻ࠭をやや多くؚΉ。

174～176は上遺構の調査時に出土した弥生土器である。174はᆵかᙈのޱԑで、端෦が５

mmほͲの面をなし、そこにٖԜઢが１Ί͙る。土には2～3mmの石ӳやνϟーτ、石な

Ͳのཻ࠭をؚΉ。175はുのఈ෦とࢥΘれ、֎面に༿຺ࠟが認Ίられる。土には２～３mmの

石ӳやνϟーτ、石なͲのཻ࠭をؚΉ。176はᙈのମ෦ยとࢥΘれるもので、֎面にタタΩࠟ

跡が認Ίられる。177は下遺構面の検出ۀ࡞中に出土した弥生土器ᆵのମ෦下半からఈ෦にか

͚てのഁยである。内֎面ともφσで上͛ている。土には0.5～1mmの石ӳやνϟーτ、

石なͲのཻ࠭を多くؚΉ。       　　（筒井崇史）

179～185は下遺構面で出土した縄文時代晩期の縄文土器である。そのうち183・184・185は

南東۱の集中෦周辺からの出土である。179は深ുのޱԑ෦で、ޱԑ෦下にತଳを࣋つ。ತ

ଳ形ঢ়は上面をڧくφσ調されたたΊ下向きで、ತଳ上に細い%ࣈのࠁみ目を࣋つ。原式に

Ґ置づ͚られる。180は深ുのޱԑ෦からᰍ෦のഁยで、ᰍ෦にತଳを࣋つ。ತଳ形ঢ়は上下に

φσ調がなされた形でԣ向きになͬており、ತଳ上にઙい%ࣈのࠁみ目を࣋つ。器形、ޱԑ端

෦調、ತଳのషり͚Ґ置から原式に後ଓする水式のものであるՄੑが考えられる。

181は深ുのޱԑ෦で、ޱԑ෦下にತଳを࣋つ。ޱ৶෦を面औりした後、ઙく細いࠁみ目をࢪ

している。ತଳの形ঢ়はԣ向きで、ತଳ上にはઙい%ࣈのࠁみ目をࢪしている。࣎լཬᶚ式から

ધڮ式にҐ置づ͚られる。182は深ുのޱԑ෦と考えられ、ޱԑ෦下にತଳを࣋つ。ತଳの形

ঢ়はԣ向きとなͬている。原式にҐ置づ͚られる。183は深ുのޱԑ෦で、ޱԑ෦下にತଳ

を࣋つ。ޱ৶෦面औり後に細い%ࣈのࠁみ目をࢪしている。また、ತଳの形ঢ়はԣ向きで、ತଳ

上に%ࣈのࠁみ目を࣋つ。࣎լཬᶚ式にҐ置づ͚られる。184はઙുのޱԑ෦ยで、ޱԑ෦に

ઢを一࣋つ。185は深ുのޱԑ෦ยであると考えられる。ޱԑ෦下にತଳを࣋ち、ತଳ形ঢ়
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第86ਤ　̙地区出土遺物࣮測ਤ１（161～177：1/4、179～190：1/3、178：1/2）
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はԣ向きである。ತଳ上に%ࣈのࠁみ目を࣋つ。࣎լཬᶚ式からધڮ式にҐ置づ͚られる。

（深澤麻衣）

186～190は石器である。186は下遺構面上で出土したຏ製石ිである。先端に用ࠟとࢥ

Θれるܽଛか所が認Ίられる。187はαψΧΠτ製のണยである。188は下遺構の集中෦̨̭

41の埋土から出土したαψΧΠτ製の石᭲である。189は調査区の西นਫ਼査中に出土したαψΧ

Πτ製の石᭲である。190は集中෦̨̭41のஅちׂりで出土したαψΧΠτ製の石ਲ਼である。

（筒井崇史）

̏ʣ̙ ̑۠ͷ調査

ʢ̍ʣ調査۠ͷ֓ཁͱجຊతͳং

の建設が予ఆされた地で、̙２区の南ଆにҐ置する。一辺10.5̼ないし13.8̼のۣ形の٭ڮ

調査区である（第87ਤ上）。ただし、調査区の半が現用の用水路およͼ道路とॏෳするたΊ、ま

ず、調査Մな南半について調査を࣮ࢪした。その݁果、島畑1基とそれにう溝ঢ়遺構１

を検出した。検出した島畑のঢ়گをさらに確認するたΊ、水路およͼ道路がఫڈされると、北半

の調査を࣮ࢪした。現地ද面のඪߴはおよそ16.1mである。なお、下遺構は検出しなかͬた。

調査面積は北෦・南෦྆調査区を߹Θせて150㎡である。出土した遺物は̙̒区と߹Θせても

ཧശにして１ശにຬたないఔである。

基ຊ的なং（第87ਤ下）は、現在のද土であるԫ৭系の細 （࠭１・２）の下に、աڈの࡞ߞ

土とࢥΘれるփ৭ૈ࠭ࠞじり細 （࠭３）やփ৭系の細 （࠭５～̓）なͲがおおΉͶ水平にଯ積す

る。その下には新しい時期の島畑の土とࢥΘれるփΦリーϒ৭細 （࠭10）やփ৭シルτ（11

）なͲがある。10・11の島畑にରԠする溝ঢ়遺構のଯ積として、փ৭シルτࠞじり細࠭（̕

）がある。࠷も古い島畑はΦリーϒփ৭シルτ（13）で、調査はこの上面で࣮ࢪし、平面的に

確認できなかͬたものの、அ面؍によると、Ԝみঢ়のૉ掘り溝が確認できる。これよりも下

はփ৭系のシルτであり、அちׂり調査では遺物をؚまなかͬた。

ʢ̎ʣݕग़遺ߏ（第87ਤ）

ౡാ��　調査区の南半෦で検出した（+4-e19・f19区）。東西ํ向の島畑とਪఆされるが、調査

ൣғがڱい上、現在の地ׂりからも島畑のํ向をਪఆするのはࠔである。検出したさは7.5

̼である。また、ߴさは0.6̼前後とਪఆされる。島畑上面のඪߴは14.6～14.7̼である。島畑上

面でૉ掘り溝は検出しなかͬた。また、遺物も出土しなかͬた。

調査区の北半෦、島畑40の北ଆで検出した。東西ํ向の溝ঢ়遺構とਪఆさ　�1̨̙ߏঢ়遺ߔ

れるが、島畑40と同様、詳細はෆ明である。نは検出9.1̼、検出෯5.2m、深さ0.6̼前後で

ある。溝ఈのඪߴは14.0～14.2̼である。遺物は土師器や瓦器、須恵器の細ยがগྔ出土した。 

         　（村田和弘・筒井崇史）

ʢ̏ʣग़遺（第90ਤ）

̙５区ではน面ਫ਼査中と溝ঢ়遺構̨̙01の掘時にごくগྔの土師器や瓦器、須恵器、瓦ยな

Ͳが出土したにա͗ない。
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191は溝ঢ়遺構̨̙01で出土したখܕの土師器ࡼである。平ఈにޱԑ෦がく֎ؾຯに立ち

上がる。192・193は̨̙01のஅちׂりの際に出土した。192はߴΊのߴを༗する土師器ࡼもし

くはഋのఈ෦である。193は須恵器ഋ̗のఈ෦で、ߴがややߴΊである。

          　　（筒井崇史）

第87ਤ　̙５区遺構配置ਤ（1/200）・土அ面ਤ（1/100）
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第88ਤ　̙̒区遺構配置ਤ（1/200）

̐ʣ̙ ̒۠ͷ調査

ʢ̍ʣ調査۠ͷ֓ཁͱجຊతͳং

の建設が予ఆされた地で、̙５区の南東ଆにҐ置する。辺15～16̼、辺̕～13̼の٭ڮ

ۣ形の調査区である（第88ਤ）。現地ද面のඪߴはおよそ15.8mである。調査の݁果、島畑１基と

それにう溝ঢ়遺構１を検出した。なお、下遺構は検出しなかͬた。調査面積は180㎡である。

基ຊ的なংをおもに南น土அ面でઆ明する（第89ਤ）。現在のද土であるԫփ৭ૈ࠭ࠞじり

細 （࠭１）の下に、ߑ水に༝དྷするとࢥΘれるૈ࠭をؚΉփ৭系の細࠭がബくଯ積する（２～

４・̓、西นஅ面の２・４）。西น土அ面にはߑ水とࢥΘれるփΦリーϒ৭ૈ （࠭３）

のଯ積がஅย的に認Ίられる。その下は新しい時期の島畑の土とࢥΘれるԫ৭シルτ（14

）とそれにରԠする溝ঢ়遺構のଯ積であるփ৭シルτ（11）がある。その下が࠷も古い

島畑であるփ৭シルτ（16、西นஅ面の12）となる。調査はこの上面で࣮ࢪし、平面的に確認

できなかͬたものの、அ面؍によると、にͿいԫ৭シルτ（15、西นஅ面の11）を埋土と

するૉ掘り溝の存在が確認できる。島畑の下はփ৭シルτ系のଯ積がଓき（17～19、西นஅ

面の13～16）、҆ఆしたଯ積であるΦリーϒփ৭細࠭ࠞじりシルτ（20）にࢸる。

ʢ̎ʣݕग़遺ߏ（第88ਤ）

ౡാ��ʢ̨̭�1ʣ　調査区の西半෦で検出した（+4-h14・i14区ほか）。南北ํ向の島畑のՄੑ
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第89ਤ　̙̒区南東น・北西น土அ面ਤ（1/100）

があるが、周辺の地ׂり等からํ向を明らかにすることはしい。نは検出10.3̼、基෦検

出෯4.8̼、上面検出෯4.6̼、ߴさ0.4̼前後である。島畑上面のඪߴはおよそ14.3̼である。島

畑の南北྆端と西半෦は確認できなかͬた。島畑の上面でૉ掘り溝等の遺構は確認できなかͬた。

遺物は出土しなかͬた。

は検ن。��ɹ調査区の東半෦で検出した。南北ํ向の溝ঢ়遺構とਪఆされる̨̙ߏঢ়遺ߔ

出10.1̼、検出෯2.4m、深さ0.4̼前後である。溝ఈのඪߴは13.9～14.0̼である。遺物は出土

しなかͬた。        　（村田和弘・筒井崇史）
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ʢ̏ʣग़遺（第90ਤ）

̙̒区ではほとんͲ遺物が出土しなかͬた。น面ਫ਼査時に土

師器や須恵器の細ยがごくগྔ出土したのみである。194は調査

区東นで出土した古墳時代後期後半ごろの須恵器ഋである。

ड͚෦がくಥ出する。   　　（筒井崇史）

̏ ɽ̚  ۠ ͷ 調 査
̙地区は、京ಸ和ࣗಈं道とࠃ道24号（چ路ઢ）の西ଆ、̙地

区の北ଆにҐ置し、地区内には٭ڮ・土成地２か所（̚１・

̚２区）とڮ建設予ఆ地の̒か所（̚３～̔̚区）の調査区を設

ఆして調査を࣮ࢪした。平成24年は̚１・̚２区の調査を、平成25年は̚３～̔̚区の調査

を࣮ࢪした。ຊ報告では、平成24・25年に調査を࣮ࢪした５か所の調査区について報告する（第

91ਤ）。なお、平成27年には٭ڮ・土成地１か所（̚̕区）と٭ڮ建設予ఆ地（̚10区の調査

を࣮ࢪしたが、これらについては後日報告する予ఆである。

（筒井崇史）

̍ʣ̚ ̍۠ͷ調査

ʢ̍ʣ調査۠ͷ֓ཁͱجຊతͳং

建設予ఆ地と土成ൣғをରとして、南北42̼、東西18̼のํ形の調査区を設ఆし٭ڮ

た（第92ਤ）。調査の݁果、上遺構として島畑２基とそれにう溝ঢ়遺構２を検出した。また、

下遺構として調査区南端で南に向かͬて下がる落ちࠐみを確認した。この落ちࠐみは平成26年

の̙３区の調査で、古墳時代前期ॳ಄～前༿の溝であることが明らかになͬた。さらにଯ積土

の一෦から縄文時代晩期の土器がগྔ出土した。しかし、これらにう遺構は確認できなかͬた。

調査面積は770㎡である。出土した遺物は̚２区と߹Θせてཧശにして２ശである。

基ຊ的なং（第93ਤ）は、࡞ߞ土（１）の下に、փ৭やԫ৭の࠭（２～̒・20）、あるい

はփ৭や੨փ৭系の೪࣭土（̓・̔・16）なͲが水平に1.3mほͲଯ積する。これらをআڈする

とॳ期の島畑である҉փԫ৭೪࣭土（25）が確認できる。調査はこの上面で࣮ࢪし、これにう

ૉ掘り溝̨̙01～05を確認した（փ৭೪土：22）。これらにରԠする溝ঢ়遺構の埋土としてΦリ

ーϒփ৭ （࠭32）やփ৭系の೪࣭土（34～36）なͲがある。அ面؍によると、25の上面に

̔や16がり上͛られて新しい島畑が形成されていることが確認できる。島畑の下は৭

系の೪࣭土（17・18・37）がଯ積し、҆ఆしたଯ積であるփΦリーϒ৭೪࣭土（14）となる。

ʢ̎ʣݕग़遺ߏ

ᶃ্遺ߏ（第92ਤ）

ౡാ�7　調査区の南端で検出した（)4-w13・x13区ほか）東西ํ向の島畑である。東西྆端と

も調査区֎となるたΊ検出できなかͬた。نは検出12.2̼、基෦検出෯6.9̼、上面検出෯

はおよそ14.1̼である。島畑上面で、東西ํߴさ0.7̼前後である。島畑上面のඪߴ、4.1̼～3.7

第90ਤ　̙地区出土遺物
࣮測ਤ２（1/4）
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第91ਤ　下水主遺跡̚地区遺構配置ਤ（1/1,000）

向のૉ掘り溝を２検出した（̨̙01・02）。ૉ掘り溝は検出12.2̼、෯0.2̼前後、深さ0.05～

0.1̼である。遺物は島畑上面のਫ਼査時やૉ掘り溝で土師器や須恵器の細ยがগྔ出土した。

ౡാ��　調査区の中ԝ෦で検出した（)4-r13・T13区ほか）東西ํ向の島畑である。東西྆端と

も調査区֎となるたΊ検出できなかͬた。نは検出12.7̼、基෦෯13.9̼、上面෯10.1̼、ߴ

さ0.7̼前後である。島畑上面のඪߴはおよそ14.1̼である。島畑上面で、東西ํ向のૉ掘り溝を

３検出した（̨̙03～05）。ૉ掘り溝は検出12.7̼、෯0.2～0.4̼、深さ0.05～0.1̼である。遺

物は島畑上面のਫ਼査時やૉ掘り溝で土師器や須恵器の細ยがগྔ出土した。

調査地の北端෦、島畑48の北ଆで検出した（)4-o13・p13区ほか）。東西ํ向　�1̨̙ߏঢ়遺ߔ

にԆͼる。検出12.4̼、෯11.0̼、深さ0.7̼前後である。溝ఈのඪߴはおよそ13.4̼である。

遺物は土師器の細ยがগྔ出土したのみである。

。島畑47と島畑48の間で検出した（)4-u13・W13区ほか）。東西ํ向にԆͼる　11̨̙ߏঢ়遺ߔ

検出12.5̼、෯11.5～12.0̼、深さ0.7̼前後である。溝ఈのඪߴはおよそ13.4̼である。遺物は
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第92ਤ　̚１区上遺構配置ਤ（1/200）
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第93ਤ　̚１区東น土அ面ਤ（1/100）
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第94ਤ　̚１区溝̨̙06平面ਤ（1/200）・土அ面ਤ（1/50）

土師器の細ยがগྔ出土したのみである。

また、調査区東นでଯ積の１つから縄文土器の細ยが出土した。ॳは遺物แؚ等の広が

りを予想したが、調査ൣғがڱく詳細は明らかにできなかͬた。さらに、平成25・26年に࣮ࢪ

した周辺の調査でも明確な遺物แؚは確認できなかͬた。したがͬて、ࣗવଯ積にؚまれて

いる２次ଯ積の遺物とஅした。

ᶄԼ遺ߏ

、調査区の南端で検出した（)4-x14・x15区ほか）。検出13.5̼、検出෯3.7̼　（第94ਤ）�6̨̙ߔ

深さ0.8̼である。検出ൣғは෦的にとͲまるが、上ड़のように、平成26年に࣮ࢪした̙３

区の調査の݁果、古墳時代前期ॳ಄～前半の溝の一෦であるとஅするにͬࢸた。遺物は古墳時

代前期とࢥΘれる土師器の細ยが出土した。   　 　（戸原和人・筒井崇史）

ʢ̏ʣग़遺（第104ਤ）

̚１区では、島畑の検出時や溝ঢ়遺構、ૉ掘り溝の掘なͲで土師器や須恵器の細ยが出土し

たが、遺物はそれほͲ多くない。また、島畑のஅちׂりでは縄文土器ยが出土したが、細ยのた

Ίਤ示することはできなかͬた。
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195は島畑47のਫ਼査中に出土したখܕの土師器ࡼで、ややؙみのあるఈ෦をఄする。196・197

は島畑48上のૉ掘り溝̨̙03から出土した。196はখܕの土師器ࡼで、平ఈである。197は瓦器

である。ޱԑ端෦内面にઢを１ࢪす。198も島畑48上のૉ掘り溝̨̙05で出土した瓦器で

ある。やはりޱԑ端෦内面にઢを１ࢪす。199は調査区の南東۱に設͚たഉ水溝から出土し

た土師器ߴഋの٭෦である。土には石ӳ・石なͲのཻ࠭をؚΉ。ຊདྷは溝̨̙06にうも

のと考える。         　　（筒井崇史）

̎ʣ̚ ̎۠ͷ調査

ʢ̍ʣ調査۠ͷ֓ཁͱجຊతͳং

&１区の東ଆにҐ置する。̚１区同様に、٭ڮ建設予ఆ地と土成予ఆ地をରとして、南

北40̼、東西̼̔のۣ形の調査区に北東෦が̼̕ほͲுり出すʮ̡ʯࣈ形の調査区を設ఆした（第

95ਤ）。྆ 者の間にはۀ用水路があͬたたΊ、一ମの調査区として調査することはできなかͬた。

調査の݁果、島畑１基とそれにう溝ঢ়遺構１を検出した。また、下遺構として古墳時代な

いし弥生時代の溝１と土坑ঢ়の落ちࠐみ１か所を検出した。調査面積は370㎡である。

基ຊ的なং（第96ਤ）は、࡞ߞ土（１）・চ土（２）の下に҉৭やփ৭系の࠭がଓき（３

～̓・17・18・22）、࠷も新しいஈ֊の島畑上面にࢸる（փ৭೪࣭土：20）。それ以前の島

畑の土であるփന৭೪࣭土（24）をڬんで、࠷もॳ期の島畑であるԫփ৭೪࣭土（27）が確認

できる。調査はこの上面で࣮ࢪし、これにうૉ掘り溝̨̙01のԆ෦をஅ面で確認した（փ৭

೪࣭土：25）。これらにରԠする溝ঢ়遺構の埋土としてփ৭の೪࣭࠭やシルτ（12～14）なͲ

がある。島畑の下にはにͿいԫᒵ৭೪࣭土（21）があり、その下に҆ఆしたにͿいԫ৭೪土

（15）がある。

ʢ̎ʣݕग़遺ߏ（第95ਤ）

ᶃ্遺ߏ

ౡാ�6　ほ΅調査区のେ半をΊる（)4-o9・p9区ほか）南北ํ向の島畑である。南北྆端は調

査区֎となるたΊ確認できなかͬた。نは検出35.6̼、基෦検出෯7.0̼、上面検出෯5.6̼、

はおよそ14.0̼である。島畑上面で、ૉ掘り溝を１検出ߴさ0.6̼前後である。島畑上面のඪߴ

した（̨̙01）。ૉ掘り溝は検出24.9̼、෯0.4～0.8̼、深さ0.1̼前後である。遺物はほとんͲ

出土しておらず、土師器の細ยや̨̙01で鉄製品が出土したఔである。

形にுり出した෦で検出した（)4-o8・p8区ほか）。南北ࣈ調査地のʮ̡ʯ　��̨̙ߏঢ়遺ߔ

ํ向の溝である。نは検出4.7̼、検出෯5.6̼、深さ0.6̼前後である。溝ఈのඪߴは14.4～

14.5̼である。遺物は出土していない。

調査地の西端で検出した（)4-T10区ほか）。େ半が調査区の西น面とॏෳし　��̨̙ߏঢ়遺ߔ

શ༰はෆ明である。ただし、検出Ґ置から島畑46の西ଆを区画する溝ঢ়遺構であるՄੑがߴい。

は検出26.6̼、検出෯0.6̼である。検出した深さは0.2̼ほͲである。遺物は出土していن

ない。

ᶄԼ遺ߏ
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第95ਤ　̚２区遺構配置ਤ（1/200）
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第96ਤ　̚２区北น土அਤ（1/100）

̨̠��　τϨンν中ԝ෦でのஅちׂり調査で、島畑46の下から土坑ঢ়の落ちࠐみを確

認した（)4-r10・T10区ほか）。نは検出12.6̼、検出෯2.1̼で、深さはෆ明である。遺物は

出土していない。

。島畑46の中ԝ෦で検出した（)4-T9・r10区ほか）。南東から北西にԆͼる溝である　��̨̙ߔ

は検出4.3̼、検出෯0.5̼で、深さはෆ明である。溝のํҐは北にରして53°西にৼる。遺ن

物は出土していない。       　（戸原和人・筒井崇史）

ʢ̏ʣग़遺（第104ਤ）

̚２区も遺物গなく、調査区のน面ਫ਼査や島畑のਫ਼査時なͲに土師器や須恵器、鉄製品なͲが

出土したఔである。また、下遺構を確認しているが、その際に出土した遺物はない。

200は南東۱のนਫ਼査中に出土したఱ目である。201・202は南西۱のനփ৭࠭から出土

した。201はややްखの須恵器ുである。いΘΏる東系のものである。202はޱԑ端෦をΘずか

につまみ上͛る土師器ᙈのޱԑ෦である。அఆできないが、ঙ内式ᙈのӨڹをड͚ているとࢥΘ

れる。203は島畑46上のૉ掘り溝̨̙01で出土した鉄製品である。ࢠのഁยとࢥΘれる。存

4.1Dm、෯0.9̲̼である。       　　（筒井崇史）

̏ʣ̚ ̏ɾ̐۠̚ͷ調査

ʢ̍ʣ調査۠ͷ֓ཁͱجຊతͳং
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第97ਤ　̚３・̚４区遺構配置ਤ（1/200）

２か所の٭ڮ建設予ఆ地をରとしていたが、྆予ఆ地がۙしていることから、１つの調査

区として調査を࣮ࢪした。辺30̼前後、辺15̼前後の南北ํ向のํ形の調査区を設ఆした

（第97ਤ）。調査の݁果、島畑２基とそれにう溝ঢ়遺構１を検出した。また、下遺構は認Ί

られなかͬた。調査面積は470㎡である。出土した遺物は̚３～̔̚区߹Θせてཧശにして２

ശである。
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第98ਤ　̚３・̚４区西น土அ面ਤ（1/100）

基ຊ的なং（第98ਤ）は、南ଆでは࡞ߞ土であるΦリーϒࠇ৭࣭࠭土（１）や࡞ߞにう溝等

の埋土とਪఆされるઙԫ৭ （࠭４）が確認できるが、北ଆではにͿいԫ৭࣭࠭土（２）のり上

がりが認Ίられ、その下も南ଆにくらると土のཚれが目立つ。南ଆでは４の下のΦリ

ーϒփ৭系の೪࣭土（̕・10）をআڈすると、島畑49を検出した。҉փԫ৭೪࣭土（24）はॳ期

の島畑にう土とஅし、これをআڈしたにͿいԫ৭೪࣭土上面で調査を࣮ࢪした。一ํ、北

ଆでは、அ面؍によると、２・４なͲの下に新しいஈ֊の島畑を確認することができ、こ

れらの土であるփ৭系の೪࣭土（̔～̕）やԫ৭೪࣭土（18・21）なͲをআڈするとॳ期の

島畑50を検出した。調査はԫ৭೪࣭土（22）の上面で࣮ࢪした。島畑49・50の間の溝ঢ়遺構

の埋土としてփ৭೪࣭土（15・17）があり、その上にԫ৭系の࣭࠭土（13・14）がଯ積してい

る。島畑49・50の下には҆ఆしたΦリーϒփ৭೪࣭土（26）が北から南まで広がͬていること

を確認した。 

ʢ̎ʣݕग़遺ߏ（第97ਤ）

ౡാ��ʢ̨̭�1ʣ　調査区の北半෦で検出した（)5-T8・t8区ほか）東西ํ向の島畑である。東西
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྆端とも調査区֎となるたΊ検出できなかͬた。نは検出9.0̼、基෦検出෯8.5̼、上面検

出෯4.4̼、ߴさ0.3̼前後である。島畑上面のඪߴはおよそ14.0̼である。島畑の北東෦は、島

畑上面を検出した時で土৭のม化がݟられたたΊ、掘したがそのੑ֨は明らかにできなかͬ

た。島畑成時の土のՄੑも考えられる。なお、島畑上面でૉ掘り溝を検出することはでき

なかͬた。遺物はほとんͲ出土しておらず、ਫ਼査時に土師器の細ยがগྔ出土したのみである。

ౡാ��ʢ̨̭��ʣ　調査区の南半෦（)5-w7・x7区）で検出した東西ํ向の島畑である。東西྆

端とも調査区֎となるたΊ検出できなかͬた。نは検出8.8̼、基෦検出෯8.6̼、上面検出

෯7.7̼、ߴさ0.4̼である。島畑上面のඪߴはおよそ14.1̼である。島畑上面で、ૉ掘り溝を３

検出した（̨̙04～06）。ૉ掘り溝は検出1.4～8.3̼、෯0.2～0.6̼、深さ0.05̼前後である。

ૉ掘り溝̨̙04・05は東西ํ向にԆͼるが、̨̙06は南北ํ向にԆͼ、̨̙05とަࠩして、それ

以上南はԆͼない。ૉ掘り溝を検出したが、遺物は出土していない。

調査地の中ԝ、島畑49と島畑50の間で検出した（)5-t8・u8区ほか）。東西ํ　��̨̙ߏঢ়遺ߔ

向にԆͼる。نは検出8.2̼、検出෯10.4̼、深さ0.3～0.4̼である。溝ఈのඪߴはおよそ13.7

̼である。遺物は出土していない。     　（村田和弘・筒井崇史）

ʢ̏ʣग़遺（第104ਤ）

̚３・̚４区で出土した遺物はগなく、しかもେ半がน面ਫ਼査時のものである。遺物としては

土師器や瓦器、須恵器なͲのほかࢪᬵ陶器のഁยなͲが出土した。

204は出土地ෆ明であるが、ࢪᬵ陶器のఈ෦とࢥΘれる。ただ埋にう鉄のணとຎ

໓により、ᬵ陶器なのかແᬵ陶器なのかはஅできない。205・206は北นのਫ਼査で出土した。

205は須恵器の֖である。形ଶから平҆時代前期のものであろうか。206は瓦࣭土器のՐുであろ

う。ただし、ຎ໓のたΊփന৭をఄする。     　　（筒井崇史）

̐ʣ̚ ̑۠ͷ調査

ʢ̍ʣ調査۠ͷ֓ཁͱجຊతͳং

建設予ఆ地をରとして、一辺14～16̼ほͲのۣ形の調査区を設ఆした（第99ਤ上ஈ）。調٭ڮ

査の݁果、島畑１基とそれにう溝ঢ়遺構１を検出した。また、下遺構の༗ແを確認したが、

下遺構およͼそれにう遺物は認Ίられなかͬた。調査面積は220㎡である。

基ຊ的なং（第99ਤ）は、දのԫփ৭系のૈ࠭ࠞじり細 （࠭３・５）なͲの下にあるߞچ

土とਪఆされるփ৭シルτࠞじり細࡞ （࠭̕）をআڈすると、փ৭細 （࠭12）、փ৭シルτࠞ

じり細 （࠭25）、փ৭シルτࠞじり細 （࠭29）なͲが、おおΉͶ水平にଯ積する。その間に新

しい時期のૉ掘り溝のࠟ跡（փΦリーϒ৭ૈ࠭：15）なͲを確認することができる。これらをআ

すると、島畑47のϕーεであるΦリーϒփ৭シルτࠞじり細ڈ （࠭32）を検出した。調査はこの

32上面で࣮ࢪした。溝ঢ়遺構の埋土としてփ৭系のシルτや೪土（30・31）なͲがある。島

畑の下には҆ఆしたփ৭シルτࠞじり細 （࠭33）やΦリーϒփ৭シルτ（35）が広がͬている

ことを確認した。

ʢ̎ʣݕग़遺ߏ（第99ਤ）
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第99ਤ　̚５区遺構配置ਤ（1/200）・南น土அ面ਤ（1/100）
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ౡാ47ʢ̨̭01ʣ　調査区ͷ南部Ͱ検出͠ （ͨ)4�W24・W25区΄か）ɻपลͷ地割りͷ状況か

らＥ１区Ͱ検出ͨ͠島畑ͱಉҰͷͷͱ͑ߟらΕ、ͦͷ北西۱Λ検出ͨ͠ͷͰ͋Ζ͏ɻن

検出6�8̼、ج部検出෯3�5̼、上面検出෯2�1～2�7̼、0�3̼͞ߴ前後Ͱ͋Δɻ島畑上面ͷඪߴ

͓Αͦ13�8̼Ͱ͋Δɻ島畑上面Ͱ、খنͳϐοτΛ͍ͭ͘か検出ͨ͠が、素掘り溝ೝΊらΕ

ͳかͬͨɻϐοτฏ面ܗがෆܗͳͷがଟ͘、0�5̼～0�2ܘ 、ਂ͞0�1～0�3̼Ͱ͋Δɻ遺物

出土͠ͳかͬͨɻ

調査地ͷ北半部Ͱ検出͠　02̨̙ߏঢ়遺ߔ （ͨ)4�V24・V25区΄か）ɻपลͷ地割りͷ状況から、

東西ํͱਪఆ͞ΕΔɻن検出6�0̼、検出෯5�6̼、0�3̼͞ߴ前後Ͱ͋Δɻ溝ఈͷඪߴ

͓Αͦ13�5̼ Ͱ͋Δɻ遺物土ࢣ器ͷࡉยがগྔ出土ͨ͠ͷΈͰ͋Δɻ

         　（ଜా߂・Ҫਸ࢙）

ʢ̏ʣग़遺（ୈ104ਤ）

Ｅ５区壁面ਫ਼査࣌ʹ出土ͨ͠遺物がେ半ΛΊΔɻ遺物ͱͯ͠土ࢣ器ਢܙ器、ಃ器ͳͲ

が出土ͨ͠ɻ207土ࢣ器ӋזͷޱԑͰ͋Δɻޱԑ部Λંりฦؙͯ͘͠ೲΊΔɻ

          　　（Ҫਸ࢙）

̑ʣ̚ ̒۠ͷௐࠪ

ʢ１ʣௐࠪ۠ͷ֓ཁͱجຊతͳং

ͷ調査区Λઃఆ͠ܗ建ઃ༧ఆ地Λରͱͯ͠、Ұล13～15̼΄Ͳͷۣ٭ڮ （ͨୈ100ਤ上）ɻ調

査ͷ݁Ռ、島畑１جͱͦΕʹ͏溝状遺構２Λ検出ͨ͠ɻ·ͨ、島畑ͷ調査ͷऴྃ後ʹ下層遺

構ͷ༗ແΛ֬ೝͨ͠が、下層遺構͓ΑͼͦΕʹ͏遺物ೝΊらΕͳかͬͨɻ調査面積210ᶷ

Ͱ͋Δɻ

作土ͳͲߞچ作土ߞ、ͳ֧ཚがೝΊらΕΔがنりʹେدຊతͳ層ং（ୈ100ਤ下）、西ج

ͷԫփ৭փ৭ͷૈ࠭ࠞ͡りࡉ （࠭２～４層）が水ฏʹ堆積͢Δɻͦͷ下層ʹԫ৭γϧτࠞ͡り

ࡉ （࠭５層）が͋Δが、ۙੈͷ島畑ͷ土Ͱ͋ΔՄੑが͋Δɻ５層ͷ下ʹߑ水ʹ༝དྷ͢Δͱࢥ

ΘΕΔփԫ৭ࡉ （࠭６層）փΦϦʔϒ৭γϧτࠞ͡り࠭ࡉがೝΊらΕΔɻͦͷ下層ͷΦϦʔϒփ

৭（８層、島畑ͷ土ͷҰ部ͱਪఆ）Λআ͢ڈΔͱ、ॳظͷ島畑51ͷϕʔεͰ͋Δփ৭γϧτࠞ͡

り೪土（18層）が͋Δɻ調査͜ͷ上面Ͱ࣮ͨ͠ࢪɻ素掘り溝ＳＤ03ͷຒ土ͱͯ͠ΦϦʔϒփ৭γ

ϧτࠞ͡りࡉ （࠭17層）Λ֬ೝͨ͠ɻ島畑ͷ྆ଆͰփ৭ͳ͍͠ΦϦʔϒփ৭ͷγϧτ೪土層

（12～16層）が堆積͓ͯ͠り、溝状遺構ͷຒ土Ͱ͋Δɻ島畑ͷ下層ʹΦϦʔϒփ৭փ৭ͷ೪土

（19～21層）がೝΊらΕ、࠷下層Ͱ֤調査区ͰೝΊらΕΔΦϦʔϒփ৭೪土（22層）Λ֬ೝͨ͠ɻ

ʢ２ʣݕग़遺ߏ（ୈ100ਤ）

ౡാ51ʢ̨̭01ʣ　調査区ͷ北東部Ͱ検出͠ （ͨ)5�O2・P2区΄か）ɻपลͷ地割りͷ状況から

南北ํͷ島畑ͷ南東۱ͱਪఆ͞ΕΔɻن検出5�2̼、ج部検出෯6�3̼、上面検出෯2�3̼、

͓Αͦ14�1̼Ͱ͋Δɻ島畑上面Ͱ、素掘り溝Λ１検ߴ0�7̼前後Ͱ͋Δɻ島畑上面ͷඪ͞ߴ

出ͨ͠ɻ素掘り溝（ＳＤ03）検出1�7̼、෯0�4̼、ਂ͞0�1̼前後Ͱ͋Δɻ遺物島畑ͷ上面ਫ਼
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査なͲで土師器の細ยが出土した。

調査区の南෦で検出した（)5-o1・o2区ほか）。周辺の地ׂりから東西溝とਪ　��̨̙ߏঢ়遺ߔ

ఆされ、島畑51の南ݶを画する。نは検出7.0̼、検出෯7.3̼、深さ0.7̼前後である。溝ఈ

第100ਤ　̒̚区遺構配置ਤ（1/200）・北西น土அ面ਤ（1/100）
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のඪߴはおよそ13.4̼である。溝ఈ面でૉ掘り溝を１検出した。ૉ掘り溝（̨̙04）は検出3.4

̼、෯0.4～0.6̼、深さ0.1̼前後である。遺物は土師器や瓦器なͲの細ยが出土した。

調査区の東෦で検出した（)5-n1・o1区）。周辺の地ׂりから南北溝とਪఆさ　��̨̙ߏঢ়遺ߔ

れ、島畑51の東ݶを画する。̨̙02と̨̙05は調査区の東端෦でଓしていると考えられる。ن

は検出約5.3̼、検出෯約4.5̼、深さ0.6̼前後である。溝ఈのඪߴは13.5～13.6̼である。遺

物は土師器や瓦器、須恵器の細ยなͲが出土した。   　（村田和弘・筒井崇史）

ʢ̏ʣग़遺（第104ਤ））

̒̚区でも出土遺物の૯ྔはগないが、島畑上面のਫ਼査や掘、น面ਫ਼査時なͲに土師器や瓦

器、須恵器のほか瓦ยなͲが出土した（第104ਤ）。ਤ示したのは瓦器１のみである。

208は瓦器である。内面にΘずかにϛΨΩをࢪすが、ޱԑ端෦内面にはઢが認Ίられない。

また、ୀ化したஅ面三֯形のߴがくが、ఈ෦はߴよりもಥ出している。

（筒井崇史）

̒ʣ̚ ̓۠ͷ調査

ʢ̍ʣ調査۠ͷ֓ཁͱجຊతͳং

建設予ఆ地をରとして、一辺12̼ほͲのۣ形の調査区を設ఆした（第101ਤ上）。調査の٭ڮ

݁果、島畑１基とそれにう溝ঢ়遺構１を検出した。また、下遺構は認Ίられなかͬた。調

査面積は160㎡である。

基ຊ的なং（第101ਤ下）は、࡞ߞ土であるփ৭೪࣭土（１）の下70DmほͲは土がやや

ཚれているが（５～̓・13・15）、ްΊのにͿいԫᒵ৭೪࣭土（13）をআڈすると、փ৭೪࣭

土（19）や҉փԫ৭೪࣭土（23）が認Ίられる。これらは島畑の土の一෦とਪఆされ、これら

をআڈするとॳ期の島畑のϕーεである明ԫ৭೪࣭土（25）を確認した。調査はこの上面で࣮

、した。ૉ掘り溝̨̙03の埋土としてփ৭೪࣭土（24）を確認した。また溝ঢ়遺構の埋土としてࢪ

Φリーϒփ৭೪࣭土（20）やփ৭シルτ（21・22）がଯ積する。島畑の下ではにͿいԫ৭

೪࣭土（26）を確認した。

ʢ̎ʣݕग़遺ߏ（第101ਤ）

ౡാ��ʢ̨̭1�ʣʣ　調査区の北半で検出した（)4-i19・i20区ほか）東西ํ向の島畑である。ن

は検出7.4̼、基෦検出෯4.0̼、上面検出෯3.4̼、ߴさ0.5̼前後である。島畑上面のඪߴは

およそ14.0̼である。島畑上面で、ૉ掘り溝１、柱݀̒基を検出した。ૉ掘り溝（̨̙07）は検

出6.2̼、෯0.35̼、深さ0.1̼前後である。柱݀はいずれもԁ形をఄし、0.7̼～0.2ܘ、深さ

0.1～0.3̼である。建物やྻࡤとして෮ݩすることはできなかͬた。遺物は̨̙07で土師器の細

ยが出土したほか、ਫ਼査時にも土師器の細ยが出土した。

は検出ن。調査区の南半෦で検出した（)4-j20区ほか）東西ํ向の溝である　��̨̙ߏঢ়遺ߔ

7.8̼、検出෯3.5̼、深さ0.5̼前後である。溝ఈのඪߴはおよそ13.5̼である。遺物は出土し

なかͬた。         （村田和弘・筒井崇史）

ʢ̏ʣग़遺
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第101ਤ　̓̚区遺構配置ਤ（1/200）・北西น土அ面ਤ（1/100）・遺構土அ面ਤ（1/40）
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第102ਤ　̔̚区遺構配置ਤ（1/200）・北西น土அ面ਤ（1/100）
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̓̚区では遺物がほとんͲ出土しておらず、上ड़の̨̙07出土土師器ยをআき、น面や島畑上

面のਫ਼査時やஅちׂりから出土したもので、遺物としては土師器や瓦器、瓦࣭土器なͲがある。

ただし、ਤ示できるようなࢿྉがなかͬた。     　　（筒井崇史）

̓ʣ̚ ̔۠ͷ調査

ʢ̍ʣ調査۠ͷ֓ཁͱجຊతͳং

建設予ఆ地をରとして、一辺16̼ほͲのڮ

ۣ形の調査区を設ఆした（第102ਤ上）。調査の݁

果、島畑１基とそれにう溝ঢ়遺構１を検出し

た。また、下遺構の༗ແを確認したが、下遺

構とそれにう遺物は認Ίられなかͬた。調査面

積は290㎡である。

基ຊ的なং（第102ਤ下）は、࡞ߞ土とࢥΘれ

るփ৭೪࣭土（１）やにͿいԫᒵ৭࣭࠭土（２

）、同೪࣭土（̓）なͲが水平にଯ積する。அ

面؍によると、これらをআڈするとେきく３つ

のଯ積ঢ়گが確認できる。まず中ԝ෦に、にͿい

第104ਤ　̚地区出土遺物࣮測ਤ（1/4）

第103ਤ　̔̚区遺構土அ面ਤ（1/40）
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ԫᒵ৭೪࣭土（11）、փ৭೪࣭土（17）が水平にଯ積するが、このଯ積は北ଆで̓やփന৭

ないしփ৭೪࣭土（12・13）にられている。また、11・17も南ଆではにͿい৭࣭࠭土や

҉փԫ৭೪࣭土（18）なͲをͬており、அఆはできないものの、新しいஈ֊の島畑と溝ঢ়遺構

の土あるいはଯ積のՄੑがある。以上のଯ積をআڈすると、ॳ期の島畑の上෦にられ

た҉փԫ৭೪࣭土（20）を検出した。さらにこれをআڈすると、ॳ期の島畑のϕーεである明

ԫ৭೪࣭土（26）を検出した。調査はこの上面で࣮ࢪした。ૉ掘り溝̨̙01～08の埋土として

փ৭೪࣭土（24）を確認した。

ʢ̎ʣݕग़遺ߏ（第102ਤ）

ౡാ��ʢ̨̭��ʣ　調査区の北半෦で検出した（)4-b13・D13区ほか）東西ํ向の島畑である。

さ0.5～0.6̼である。島畑上面のߴ、は検出14.4̼、基෦検出෯11.4̼、上面検出෯10.8̼ن

ඪߴはおよそ14.1̼である。島畑上面で、ૉ掘り溝を̔検出した（̨̙01～08）。ૉ掘り溝は検

出4.1～12.5̼、෯0.2～0.6̼、深さ0.1～0.2̼である。ૉ掘り溝は、いずれも東西ํ向である。

遺物は島畑上面のਫ਼査時なͲで土師器や瓦器、須恵器なͲの細ยが出土した。また、各ૉ掘り溝

でも土師器や瓦器の細ยが出土した。

は検ن。調査区の南端で検出した（)4-E14・E15区）。東西ํ向の溝である　�1̨̙ߏঢ়遺ߔ

出9.1̼、検出෯3.6̼、深さ0.5～0.6̼である。溝ఈのඪߴはおよそ13.5̼である。遺物は土師

器の細ยとࢥΘれるものが出土した。     　（村田和弘・筒井崇史）

ʢ̏ʣग़遺（第104ਤ）

̔̚区の出土した遺物の૯ྔはগないが、島畑上面のਫ਼査のほか、ૉ掘り溝から土器ยが出土

した。ただ、શମにਤ示できた遺物はগない。

209は調査区のน面をਫ਼査中に出土したややްखの土師器ࡼである。ややؙみをଳͼるఈであ

る。210は島畑53の上面で出土した土師器ࡼである。212にくらややബखで、平ఈである。211

は島畑53上のૉ掘り溝̨̙06で出土した瓦器のఈ෦である。明ྎなߴさを༗するஅ面三֯形の

がく。         　　（筒井崇史）ߴ

̐ ɽ(  ۠ ͷ 調 査
ʢ̍ʣ調査۠ͷ֓ཁͱجຊతͳং

̜地区は、京ಸ和ࣗಈं道とࠃ道24号（چ路ઢ）の東ଆ、一ൠࠃ道24号金尾ަࠩվྑ事ۀに

う調査地（̗地区）との間にҐ置し、土成ൣғをରとして調査を࣮ࢪした。南北約88̼、南

辺の東西約22̼の測る、平面形が三֯形をఄする調査区で、調査ର地は１か所である。現地

ද面のඪߴはおよそ15.3mである。調査の݁果、上遺構として島畑１基とそれにう溝ঢ়遺構

２を検出した（第106ਤࠨ）。また、島畑上面から約15Dm下で、下遺構として弥生時代の溝２

や縄文時代とਪఆされる溝１を検出した。このほか地山上で縄文時代晩期の土器ยがগྔ

出土したものの、۩ମ的な遺構は確認できなかͬた。また、調査区の一෦を֦ுして、一ൠࠃ道

24号金尾ަࠩվྑ事ۀにͬて確認していた島畑の一෦を確認した。࠷ऴ的な調査面積は
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第105ਤ　下水主遺跡第２～４・̒・̔・̕次調査遺構配置ਤ（1/2,500）

1,290㎡である。出土した遺物はཧശにして２ശである。

基ຊ的なং（第107ਤ）は、Ծ置きされた土࠭の下に、࡞ߞ土とࢥΘれる҉ࢵփ৭೪࣭ （࠭１

）やচ土とࢥΘれる҉փ৭土（２）なͲが認Ίられた。その下には҉փԫ৭ （࠭４）やΦ

リーϒࠇ৭೪࣭土（５）なͲが水平にଯ積する。これをআڈすると、調査区の西ଆでは੨փ৭೪

࣭土（11）を、東ଆでは５と11の間に੨փ৭೪࣭土（̒）やփ৭ૈ （࠭̕）、҉੨փ৭細

（࠭10）なͲがଯ積していた。11をআڈすると、調査区の西ଆで、ॳ期の島畑のϕーεである

৭土（20）を検出し৭೪࣭土ࠞじりԫփ৭೪࣭土（21）とその上෦にബくられたփ

た。島畑の調査は20上面で࣮ࢪした。一ํ、調査区の東ଆには溝ঢ়遺構が存在し、そのଯ積

としてփ৭࣭࠭土（15）や҉੨փ৭೪࣭土（16）なͲを確認した。弥生時代や縄文時代とਪఆ

される遺構は21の上面で検出した。これらの下に҆ఆした地である明ԫ৭೪࣭土（23）

やփന৭೪࣭土（24）を確認した。

ʢ̎ʣݕग़遺ߏ

ᶃ্遺ߏ（第106ਤࠨ）
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第106ਤ　̜地区遺構配置ਤ（1/400）
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第107ਤ　̜地区南น࣮測ਤ（1/100）

ౡാ�6ʢ̨̭��ʣ（第108ਤ）　調査区の西半（F3-D10・E10区ほか）で検出した南北ํ向の島畑で

ある。نは検出67.5̼、基෦検出෯4.4～6.5̼、上面検出෯2.2～3.9̼、ߴさ0.7̼前後である。

島畑上面のඪߴはおよそ14.1̼である。島畑の北端は確認したが、南端は調査区֎となるたΊ確

認できなかͬた。ڮ調査区の北端෦を一෦֦ுし、島畑̒の南෦を確認している。島畑の上面

でૉ掘り溝４を検出した。検出12.1～37.5̼、෯0.25～0.45̼、深さ0.05～0.1̼である。遺物

は島畑の上面ਫ਼査やૉ掘り溝なͲから瓦器や土師器のほか、古代の須恵器なͲが、細ยのঢ়ଶで

出土した（第111ਤ212～216）。

ౡാ ʢ̨̭̒17ʣ　調査区を北֦ுして検出した（&3-y10・y11区）。一ൠࠃ道24号金尾ަࠩ

վྑ事ۀにい࣮ࢪした発掘調査（下水主遺跡第２次調査）の̗地区で検出されていた島畑のଓき

である。調査ൣғはݶられるが、東西ํ向の島畑とਪఆされる。検出2.6̼、検出基෦෯4.4̼、

上面検出෯3.8̼、ߴさ0.5̼前後である。島畑上面のඪߴはおよそ14.0̼である。遺物は出土し

なかͬた。

େ検࠷、は検出67.5̼ن。島畑26の東ଆで検出した（F3-h9・i9区ほか）　�1̨̙ߏঢ়遺ߔ

出෯9.3̼、深さ0.7̼である。遺物はଯ積から土師器ยやなͲが出土した（第111ਤ217）。

、は検出3.4̼ن。（島畑̒と島畑26の間で検出したF3-a10・b10区ほか　�1̨̙ߏঢ়遺ߔ



新名神ߴ道路関遺跡平成 23 ～ 25 年発掘調査報告

-øû３-

第108ਤ　̜地区島畑26࣮測ਤ（1/200）
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第109ਤ　̜地区溝̨̙07࣮測ਤ（1/20）
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෯12.3̼、深さ0.5̼である。溝ఈのඪߴはおよそ13.5̼である。遺物は出土しなかͬた。

ᶄԼ遺ߏ（第106ਤӈ）

、調査区の北෦で検出した（F3-e10区ほか）。北西から南東にԆͼる。検出3.8̼　�6̨̙ߔ

෯0.4̼前後、深さ0.05̼前後である。溝のํҐは北にରして46°西にৼる。溝のஅ面形はઙいʮ̪ʯ

ঢ়をఄする。遺物が出土していないたΊ詳細な時期はෆ明である。下水主遺跡第２次調査̗地ࣈ

区でもほ΅同じํ向の溝が検出されている。

、島畑26の北端෦で検出した（F3-D10区ほか）。南西から北東のԆͼるが　（第109ਤ）�7̨̙ߔ

検出ൣғがڱいことや周辺で同ํҐの遺構がみられないことなͲから土坑となるՄੑもある。

検出3.1̼、෯0.85̼、深さ0.25̼である。溝のํҐは北にରして48°東にৼる。அ面形はٯ

形をఄする。埋土は৭೪࣭土ࠞじりのփ৭シルτの１である。遺物は溝埋土からほ΅形

に෮ݩできる弥生土器のᆵ２や石᭲１が出土した（第111ਤ215・216・218）。土器は弥生時代

後期後半にҐ置づ͚られる。後期の弥生土器で、これほͲ形のߴいものが出土したྫは、水

主神社東遺跡や下水主遺跡ではほとんͲない。

島畑26の北෦で検出した（F3-j10区・j11区）。北西から南西にԆͼる。検　（第110ਤ）��̨̙ߔ

出4.8̼、෯4.4̼、深さ0.25̼である。遺構のํҐは北にରして45°前後西にৼる。அ面はઙい

৭೪࣭土である。遺物は縄文土器の細ยが出土したことからその形ঢ়をఄする。埋土はԫٯ

時期のՄੑもあるが、அఆはできない。

ෆ໌遺16̨̭ߏ　調査区の中ԝۙで検出した（F3-i10・j10区）。検出3.4̼、෯0.5～1.0̼で

ある。遺構のੑ֨はෆ明であるが、෩ࠟであるՄੑもある。遺物は出土しなかͬたが、周

辺から縄文土器ยが出土したことからその時期のものと考えられる。

以上のほか、縄文時代の遺構は確認していないが、地山面上で縄文土器がগྔながら出土し

た。調査地周辺では下水主遺跡第２次調査の̗地区や同第̕次調査の̝地区の調査でも同時期の

縄文土器が出土している。      　（戸原和人・筒井崇史）

ʢ̏ʣग़遺（第111ਤ）

̜地区で出土した遺物は中世の土師器や瓦器、古代の須恵器、縄文土器なͲの細ยや石器のほ

か、遺存ঢ়ଶのྑな弥生土器２が出土した。

ᶃ্遺ߏग़遺

211は土師器ࡼである。213は瓦器のఈ෦である。ともに中世のものである。214は須恵器ഋ

̗֖のޱԑ端෦のഁยである。ಸྑ時代から平҆時代のものであろう。217はである。溝ঢ়

遺構̨̙01の上から出土したたΊ、詳細な時期はෆ明である。土ѹ等のたΊややۂがͬている

第110ਤ　̜地区溝̨̙09土அ面ਤ（1/50）
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第111ਤ　̜地区出土遺物࣮測ਤ（212～217：1/4、218・219：1/3）

が、શ22.2Dm、ਕ෦13.5Dm、ਕ෦෯1.5Dm、ܪ8.7Dmである。

ᶄԼ遺ߏग़遺

215・216は島畑26の北端෦で検出した溝̨̙07から出土した弥生土器である。215は広ޱᆵで、

େきく։くޱԑ෦にやや下れؾຯのମ෦をもち、ମ෦下半が࠷େܘとなる。ޱԑ෦֎面は面を

༗するが、ແ文である。ఈ෦はಥ出ఈで、֎面に֪のѹࠟが認Ίられた。土には２mmఔ

の石ӳや石なͲのཻ࠭をؚΉ。216はޱԑ෦が֎ؾຯのᆵである。ମ෦中Ґに࠷େܘがみられ、

ఈ෦はややಥ出ؾຯである。֎面શମにॎํ向のϔϥϛΨΩをࢪす。ఈ෦֎面にもϔϥϛΨΩを

。している。土には１～２mmの石ӳや石、νϟーτなͲのཻ࠭をؚΉࢪ

218は215・216と同じく溝̨̙07から出土した石᭲である。αψΧΠτ製である。219は溝ঢ়遺

構̨̙01のଯ積土から出土したണยである。αψΧΠτ製である。

（筒井崇史）
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͓ Θ Γ ʹ
ຊ書は、新名神ߴ道路備事ۀにう発掘調査報告書として、城陽+$T・*$（Ծশ）の建設に

い調査を࣮ࢪした水主神社東遺跡ならͼに下水主遺跡の調査成果をまとΊたものである。

先に報告した一ൠࠃ道24号金尾ަࠩվྑ事ۀにう発掘調査等の成果もՃえると、城陽

+$T・*$（Ծশ）建設予ఆ地とその周辺の調査では、これまでに100基をӽえる島畑を検出している。

調査からは、中世に形成された島畑が、今日の水田に代දされる֘地Ҭの؍ܠ形成にେきな

ׂを果たしてきたことが明らかになͬている。

また、島畑形成以前には、縄文時代から古代にか͚ての遺構・遺物を検出している。これらは

調査を࣮ࢪしたൣғにେきなภりをͬ࣋てしており、そののҧいは遺跡周辺の؍ܠを෮

。する上でॏ要な要ૉとなるものであろうݩ

ただ、城陽+$T・*$（Ծশ）の建設にう྆遺跡の調査成果はେなものとなり、そのすてを

１冊の報告書にまとΊることはできないたΊ、今後、数冊の報告書をץ行していく予ఆである。

したがͬて、調査成果の検討とまとΊについては、今後報告予ఆのと߹ΘせてվΊて行うこと

としたい。

（筒井崇史）

１　平成20年以߱に調査にணखした新名神ߴ道路備事ۀにいץ行した発掘調査報告書は以下の

通りである。

 ᶃ村田和弘・দ尾史ࢠʮঁ୩ԣ݀܈第10・11次発掘調査報告ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第137冊　

財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2010

 ᶄҾ原ໜ࣏・দ尾史ࢠʮঁ୩ԣ݀܈第11・12次発掘調査報告ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第142冊　

財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2011

 ᶅ古　ঊʮඒೱ山ഇ寺下遺跡第̔次発掘調査報告ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第148冊　公益財

団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2012

 ᶆ石井ਗ਼࢘・ҏۙ・筒井崇史・村田和弘・関広尚世・େ∁ٛʮඒೱ山ഇ寺第̒次・ඒೱ山ഇ

寺下遺跡第̕次発掘調査報告ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第154冊　公益財団法人京都府埋蔵文化

財調査研究センター）　2013

 ᶇಸྑ߁ਖ਼・筒井崇史・山﨑ඒྠʮ新名神ߴ道路備事ۀ関遺跡平成23・24年発掘調査報告

　ঁ୩・ࡔߥԣ݀܈第13次調査ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第157冊　公益財団法人京都府埋蔵文化

財調査研究センター）　2014

 ᶈ村田和弘ʮ新名神ߴ道路備事ۀ関遺跡平成23・24年発掘調査報告　ࡔߥ遺跡第５次ʯ（h 京

都府遺跡調査報告集ʱ第157冊　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2014

 ᶉҏۙ・筒井崇史・村田和弘ʮ新名神ߴ道路備事ۀ関遺跡平成23～25年発掘調査報告

　田遺跡第３～５次ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第161冊　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研

究センター）　2015

 ᶊ村田和弘・େ∁ٛʮ新名神ߴ道路備事ۀ関遺跡平成23～25年発掘調査報告　西村遺跡

第２・３次ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第161冊　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター）
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　2015

 ᶋ筒井崇史・山﨑ඒྠʮ新名神ߴ道路備事ۀ関遺跡平成23～25年発掘調査報告　向୩遺跡

第３・４次ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第161冊　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター）

　2015

２　下水主遺跡のൣғについては京都府ڭҭҕһ会がࢼ掘調査を࣮ࢪされた。

 ᶃ福島行ʮ下水主遺跡ʯ（h 埋蔵文化財発掘調査報告　平成25年 　ɦ京都府ڭҭҕһ会）　2014

 ᶄ福島行ʮ下水主遺跡第̓次調査ʯ（h 埋蔵文化財発掘調査報告　平成26年 　ɦ京都府ڭҭҕһ会）

　2015

３　京都府ڭҭிࢦಋ෦文化財อޢ課編ʰ京都府遺跡地ਤʤ第３൛ʥɦ 第３冊（2003）。なお、現在はΠ

ンターωοτで遺跡に関する報が公։されている。

 http://H-kyoto.HiT.pref.kyoto.lH.jp/H-kyoto/top/TeleDt.aTp

４　地ཧ的ڥのࣥචにあたͬては下記文ݙをࢀরした。

 ᶃ平ຌ社編ʰ日ຊྺ史地名ମ系　26　京都府の地名 （ɦ平ຌ社　1981）

 ᶄʮ֯地名େࣙయʯ編ࢊҕһ会編ʰ֯日ຊ地名େࣙయ　京都府 （ɦ֯書ళ　1982）

 ᶅ城陽市史編さんҕһ会編ʰ城陽市史ʱ第１巻（城陽市　2002）

５　ྺ史的ڥのࣥචにあたͬては下記文ݙをࢀরした。

 ᶃ城陽市史編さんҕһ会編ʰ城陽市史ʱ第１巻（城陽市　2002）

 ᶄ城陽市史編さんҕһ会編ʰ城陽市史ʱ第３巻（城陽市　2002）

 以上のほか、遺跡発掘調査報告書をࢀরしたが、書名についてはׂѪした。

̒　૿田・岡﨑研一・ࠇ௶一थ・Ҿ原ໜ࣏・ञ井݈࣏ʮ一ൠࠃ道24号金尾ަࠩվྑ事ۀ関遺跡ʯ（h 京

都府遺跡調査報告集ʱ第163冊　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2015

̓　̒文ݙに同じ

̔　島畑の上面で検出されるこのようなେنな掘りࠐみについてはʮ土坑ঢ়遺構ʯと名শを用する。

これは、このような遺構の名শをʮ溝ঢ়遺構ʯとすると、後ड़する島畑と島畑の間のʮ溝ঢ়遺構ʯ

とࠞ同するڪれがあるたΊである。

̕　おもに古代（ඈௗ・ಸྑ・平҆時代）の土器の器種名には、ಸྑ文化財研究所が用しているものを

。（রࢀをݙ下記文）用する

 ᶃখּ原・西弘ւ・٢田恵ೋʮ土器ʯ（ಸྑࠃ立文化財研究所編ʰ平城ٶ発掘調査報告7**（h ಸ

立文化財研究所ֶ報ʱ第26冊ࠃྑ ）ɦ）　1976 

 ᶄ҆田ཾଠ・३一・田ਖ਼তʮ土器ʯ（ಸྑࠃ立文化財研究所編ʰ平城ٶ発掘調査報告9*ʵ第

１次େۃ఼地Ҭの調査 （ɻh ಸྑࠃ立文化財研究所ֶ報ʱ第40冊）ɦ）　1981

 ᶅ神恵ʮ土器ྨʯ（ಸྑ文化財研究所編ʰ平城ٶ発掘調査報告97*ʵฌ෦ল地区の調査 （ɻh ಸྑ文

化財研究所ֶ報ʱ第70冊）ɦ）　2005

10　島畑の周ғには島畑よりもく掘りࠐまれた෦は水するものの、ྲྀれがあるΘ͚ではないので

ʮ溝ʯというද現はదではない。しかし、形ଶ的には溝にྨࣅすることから、ຊ報告ではʮ溝ঢ়遺構ʯ

という名শを用する。また、溝ঢ়遺構の෯は島畑のࣼ面の落ちࠐみが࢝まる෦の間のさとする。

 なお、ʮ一ൠࠃ道24号金尾ަࠩվྑ事ۀʯの報告ではこの෦をʮ水田ʯとして報告しているが、ʮ水

田ʯであることをূ明するたΊ用ഉ水路やऔ水ޱなͲのࢪ設が未検出であることから、Ҵ࡞が行Θ

れていたՄੑはるものの、確࣮に水田とはݴえないので、遺構名としてのʮ水田ʯを用しない。

11　筒井崇史ʮ下水主遺跡第̒次（̙３地区）・水主神社東遺跡第̒次（#４区）ʯ（h 京都府埋蔵文化財報ʱ
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第127号　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2015

12　̒文ࢀݙর。なお、ʮ水田ʯという名শを用しないについては10をࢀর。

13　古墳時代の須恵器ഋ、ฒͼにඈௗ時代の須恵器ഋ̝のܘޱについては、ഋ֖のޱԑ端෦がたる

ड͚෦の࠷もԜんだ所でܭ測した値で示すものとする。土器؍දについても同じである。この

については下記文ࢀݙর。

 筒井崇史ʮඈௗ時代須恵器ഋ̝の地Ҭੑについてʯ（h 京都府埋蔵文化財集ʱ第５集　財団法人京

都府埋蔵文化財調査研究センター）　2006

14　新名神ߴ道路備事ۀにう城陽+$T・*$（Ծশ）の建設にい、一ൠࠃ道24号に関してもいくつ

かのվྑ事ۀがܭ画されている。これにͬて、先ड़のように、平成24・25年に一ൠࠃ道24号金

尾ަࠩվྑ事ۀにう発掘調査を࣮ࢪしたほか、平成27年には一ൠࠃ道24号城陽*$関連寺田地

区վྑ事ۀにう発掘調査を࣮ࢪしている。前者についてはすでに報告ࡁみである（̒文ݙ）が、

後者については今後報告予ఆである。

15　筒井崇史ʮ下水主遺跡第１・４・５次（̖・̗・̘地区）ʯ（h 京都府埋蔵文化財報ʱ第125号　公益

財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2015

 ̗地区の調査で古墳時代前期の土器が多数出土した。なお、ຊ報ץ行時で京都府ڭҭҕһ会に

よる調査の次数を࿙らしていたたΊ、ʮ５次ʯとしているが、ਖ਼しくはʮ̒次ʯである。

16　ᬒʮ下水主遺跡第̒次（̞・̟・̠・̡・̢・̣地区）ʯ（h 京都府埋蔵文化財報ʱ第126号　

公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2015

 ̡地区の調査で縄文時代晩期の土器が多数出土した。
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ਫओਆࣾ౦遺跡̖۠

報告
番号

器　種 出土遺構 法　ྔ
存 土 ৭調 ম成 ٕ法上の特（調） 備　考

種ྨ 器種 調査
区

遺構名
・名 ܘޱ 器ߴ ఈܘ

1 瓦器  "1 փ৭೪土 / （1.6） ʵ 1/12
以下 ີ փ৭

（/4/0） ྑ ・ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：ϛΨΩޱ
φσ、֎面：φσ

ԑ端෦にޱ
ઢなし

2 須恵器 ഋ̗ "1 փ৭
೪࣭土 / （1.1） /

ఈ
1/12
以下

ີ փ৭
（5:6/1） ៛ݎ 内֎面・ߴషり͚：回సφσ、ఈ

෦֎面：φσ

3 弥生
土器 ᙈ "1 ֧ཚ / （2.0） 6.4 ఈ

1.5/12
やや
ૈ

内面：փ৭
（/4/0）

֎面：
にͿいᒵ৭

（2.5:36/3）

ྑ ఈ෦内֎面：ϢϏΦαΤ・φσ 内面にࠇൗ
あり

4 土師器 ࡼ "2 փ৭࠭ 7.5 （1.5） ʵ 2/12 ີ փന৭
（2.5:8/2） ྑ 、ԑ内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ

ఈ෦֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

5 瓦器  "2 南น
փ৭೪土 / （2.2） ʵ 1/12

以下 ີ փ৭
（/5/0） ྑ ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：ૈいޱ

ϛΨΩ、֎面：ϢϏΦαΤ・φσ
ԑ端෦にޱ
ઢあり

6 瓦器  "2

北น　ࠇ
փ৭シル
τ・҉փ
৭೪࣭土

/ （2.5） ʵ 1/12
以下 ີ փന৭

（5:8/1） ೈ ・ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：ϛΨΩޱ
φσ、֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

ԑ端෦にޱ
ઢあり

7 土師器 Ӌז "2

北น　ࠇ
փ৭シル
τ・҉փ
৭೪࣭土

/ （1.2） ʵ 1/12
以下

やや
ૈ

փന৭
（10:38/2） ྑ ԑ෦内֎面：Ϥコφσޱ

8 土師器 Ӌז "2 փ৭࠭ / （2.0） ʵ ʵ ີ ઙԫᒵ৭
（10:38/3） ྑ ମ෦֎面（௳）：Ϥコφσ、ମ෦内面：

φσか

9 ന磁  "3 4,06
̒区 15.0 （1.6） ʵ 1/12 ີ փന৭

（5:7/2） ៛ݎ ᬵࢪԑ෦内֎面：回సφσのちޱ

10 瓦器  "3 4,06
５区下 / （3.3） / 1/12

以下 ີ փ৭
（/4/0） ྑ

ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：ૈいޱ
ϛΨΩ・φσ、֎面：ϢϏΦαΤ・φ
σ

ԑ端෦にޱ
ઢなし

11 瓦器  "3 4,06
４区 12.6 （3.5） / 2.5/12 ີ փ৭

（/4/0） ྑ
ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：ૈいޱ
ϛΨΩ・φσ、ޱԑ෦֎面：ϛΨΩか、
֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

ԑ端෦にޱ
ઢなし

12 瓦器  "3 4,06
４区 11.0 4.3 ʵ 9/12 ີ փ৭

（/4/0） ྑ
ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：ૈいޱ
ϛΨΩ・φσ、ޱԑ෦֎面：ϛΨΩか、
֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

13 瓦࣭
土器

三
ು "3 4,06

５区 / （12.6） ʵ ࣮測ൣ
ғ存 ີ փന৭

（/8/0） ྑ ֎面：ॎํ向のφσ

14 土師器 Ӌז "3 4,06
５区中 / （2.2） / 1/12

以下 ີ
にͿい
ԫᒵ৭

（10:37/3）
ྑ ：ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、ମ෦内֎面ޱ

φσ
ମ෦֎面に
ഗண

15 瓦器  "3 4,07
５区 14.0 （3.6） / 2.5/12 ີ փ৭

（/4/0） ྑ 、ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ
֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

ԑ端෦にޱ
ઢあり

16 ന磁  "3 ॏ機掘 14.0 （2.3） / 1.5/12 ີ փന৭
（7.5:8/1） ៛ݎ ᬵࢪԑ෦内֎面：回సφσのちޱ

ԑ෦֎面ޱ
にᬵༀのണ
෦あり

17 須恵器 ഋ # "3 島畑 27
掘中 / （2.4） 11.1 ఈ

2/12 ີ փ৭
（/6/0） ៛ݎ 内֎面・ߴషり͚：回సφσ、ఈ

෦֎面：ϔϥり

18 弥生
土器 ു "3 4%24 16.0 （6.5） ʵ 1/12 ૈ փԫ৭

（2.5:6/2） ྑ
ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、ᰍ෦・ମ෦ޱ
内面：φσ、ᰍ෦・ମ෦上半֎面：φσ、
ମ෦֎面下半：ϋέ

ମ෦下半内
֎面ともに
ൗありࠇ

19 弥生
土器 ᆵ "3 4%24 / （3.5） 2.6 ఈ

12/12 ૈ փԫ৭
（2.5:6/2） ྑ ఈ෦֎面：ϢϏΦαΤ・φσ・ϋέ、

ఈ෦内面φσのちϋέ
ମ෦֎面に
ൗࠇ

20 弥生
土器 ᙈ "3 4%02

下࠷ / （3.3） 5.2 ఈ
3/12 ૈ

にͿい
ԫᒵ৭

（10:37/3）
ྑ ఈ෦֎面：έズリか、ఈ෦内面：φσ

か
શମにຎ໓
著しい

ද５　出土土器؍ද
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21 弥生
土器 ᙈ "3 島畑 29　

基෦内 / （6.5） ʵ 1/12
以下 ૈ

にͿい
ԫᒵ৭

（10:37/3）
ྑ ：ԑ෦内֎面：Ϥコφσか、内֎面ޱ

φσ

ຎ໓が著し
く調はෆ
明ྎ

ਫओਆࣾ౦遺跡̗۠

報告
番号

器　種 出土遺構 法　ྔ
存 土 ৭調 ম成 ٕ法上の特（調） 備　考

種ྨ 器種 調査
区

遺構名
・名 ܘޱ 器ߴ ఈܘ

27 ੨磁  #2 南෦
上面࠭ / （4.4） ʵ 1/12

以下 ີ փΦリーϒ
৭（5:6/2） ៛ݎ ᬵࢪԑ෦内֎面：回సφσのちޱ

28 ന磁  #1 下࠷ / （2.7） 6.4
ఈ

2/12
ऑ

ີ
փന৭

（5:7/2） ៛ݎ ఈ෦内面：回సφσのちࢪᬵ り出ߴ
し

29 ఱ目  #1 แؚ 11.6 （4.3） ʵ 1/12
ڧ ີ ৭ࠇ

（10:33/1） ྑ 内֎面：回సφσのちࢪᬵ

30 土師器 ࡼ #1 แؚ 9.8 （1.2） ʵ 1.5/12 ີ ᒵ৭
（10:38/2） ྑ 、ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ

ఈ෦֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

31 須恵器 ഋ #1 ද࠾ / （2.5） ʵ 1/12
以下 ີ փ৭（5:6/1） ៛ݎ 内֎面：回సφσ

32 ఱ目  #2 ҉փ৭
ඍ࠭ 9.9 （3.0） ʵ 1/12 ີ

にͿい
ԫ৭

（10:34/3）
ྑ 内֎面：回సφσのちࢪᬵ

33 ఱ目か ᆵか #2 北෦
上面࠭ 7.8 （1.9） ʵ 1/12 ີ ৭

（10:34/4） ៛ݎ ᬵࢪԑ෦内֎面：回సφσのちޱ

34 土師器 ࡼ #2 南෦
上面࠭ 6.4 1.6 ʵ 2/12 ີ ઙԫᒵ৭

（10:38/3） ྑ 、ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ
ఈ෦֎面：φσ

ԑ端෦にޱ
ഗண

（౮明器）

35 土師器 ࡼ #2 ҉փ৭
ඍ࠭ 7.3 1.5 ʵ 11/12

ڧ ີ փ৭
（2.5:8/2） ྑ 、ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ

ఈ෦֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

֎ԑ෦内ޱ
面にഗண

（౮明器）

36 土師器 ࡼ #2 ഉ水溝 9.0 （1.9） ʵ 2/12 ີ փԫ৭
（2.5:7/2） ྑ ԑ෦֎面：Ϥコφσ、内面：ॎํ向ޱ

φσ、ఈ෦֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

37 土師器 ࡼ #2 แؚ
上 11.4 （1.7） ʵ 1/12 ີ փന৭

（10:38/2） ྑ ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内֎面：φޱ
σ

38 土師器 ࡼ #2 南෦
แؚ / 1.0 ʵ 1/12 ີ փԫ

（2.5:7/2） ྑ ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：ϢϏޱ
ΦαΤ・φσ、ఈ෦֎面：φσ

39 瓦器  #2 南෦
แؚ / （2.7） ʵ 1/12

以下 ີ փ৭ࠇ
（10:33/1） ྑ 、ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：ϛΨΩޱ

֎面：ϢϏΦαΤ・φσのちϛΨΩ

40 須恵器 ഋ̗ #2 แؚ / （1.2） 9.8 ఈ
1/12 ີ փന৭

（2.5:1/7） ྑ 内֎面・ߴషり͚：回సφσ、ఈ
෦֎面：φσ

41 須恵器 ു 南෦
ഉ水溝 21.2 （3.3） ʵ 1/12 ີ փന৭

（2.5:7/1） ៛ݎ ԑ෦内֎面：回సφσޱ

42 土師器 ࡼ #3 փ৭
೪࣭土 / （2.2） ʵ 1/12

以下 ີ ઙԫᒵ৭
（10:38/3） ྑ 、ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ

ఈ෦֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

43 土師器 ࡼ #3 ৭҉
シルτ 8.0 （1.2） ʵ 1/12

ڧ ີ ઙԫ৭
（2.5:8/3） ྑ 、ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ

ఈ෦֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

44 土師器 ࡼ #3 島畑 30
掘中 9.0 1.8 ʵ 形 ີ փԫ৭

（2.5:7/2） ྑ 、ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ
ఈ෦֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

ԑ端෦にޱ
ഗண

（౮明器）

45 土師器 ࡼ #3 島畑 30
掘中 8.7 1.5 ʵ 形 ີ փԫ৭

（2.5:7/2） ྑ 、ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ
ఈ෦֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

ԑ端෦にޱ
ഗண

（౮明器）

46 土師器 ᙈ /
ು #3 փ৭࠭ / （2.1） ʵ 1/12

以下 ີ ҉փԫ৭
（2.5:5/2） ྑ ：ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、ମ෦内面ޱ

φσ

47 瓦器  #3 փ～
৭࠭ / （2.1） ʵ 1/12

以下 ີ Φリーϒࠇ
৭（7.5:3/1） ྑ ・ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：ϛΨΩޱ

φσ、֎面：φσ

48 須恵器 ഋ #
֖ #3 4%06 14.8 （0.9） ʵ 1/12 ີ փന৭

（7.5:7/1） ៛ݎ 内面・ޱԑ෦֎面：回సφσ、෦֎面：
回సϔϥέズリ
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49 須恵
器か

ϛχ
νϡ
Ξ　
土器

#3 ৭҉
シルτ 3.0 （2.1） ʵ 2/12 やや

ີ
փന৭

（5:7/1）
やや
ೈ 内֎面：回సφσ

ਫओਆࣾ౦遺跡̘۠

報告
番号

器　種 出土遺構 法　ྔ
存 土 ৭調 ম成 ٕ法上の特（調） 備　考

種ྨ 器種 調査
区

遺構名
・名 ܘޱ 器ߴ ఈܘ

50 土師器 ഋߴ $1 島畑 17
上面 / （6.9） / ࣮測ൣ

ғ存
やや
ૈ

փന৭
（2.5:8/1）

やや
ೈ

柱٭、柱෦֎面：ϢϏΦαΤ・φσ٭
෦上半：ෆ調、٭柱෦内面下半：φ
σ

ຎ໓により
調ෆ明ྎ

51 瓦器  $1 島畑 18
4%326 / （3.5） / 1/12

ऑ ີ

内面：փ৭
（/4/0）

֎面：҉փ
৭（/3/0）

ྑ ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ
のちϛΨΩ、֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

ԑ端෦にޱ
ઢなし

52 瓦器  $1 島畑 18
4%326 15.4 （3.0） / 1/12

ڧ ີ փ৭
（/4/0） ྑ ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ

のちϛΨΩ、֎面：ϢϏΦαΤ・φσ
ԑ端෦にޱ
ઢなし

53 土師器 ഋ $1 島畑 18
4%308 13.8 （2.6） ʵ 3/12

ऑ ૈ

֎面：
にͿいᒵ৭

（7.5:37/4）
内面：

ઙԫᒵ৭
（7.5:38/4）

ྑ ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ
のちϛΨΩ、֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

54 土師器 か $1 島畑 18
4%311 / （3.0） ʵ 1/12

以下 ີ ᒵ৭
（7.5:36/8） ྑ ຎ໓により調ෆ明

55 弥生
土器 ᙈ $1 島畑 18

4%311 / （2.9） 6.6 2/12 ૈ

内面：փന৭
（10:38/2）

֎面：
にͿいᒵ৭

（7.5:37/4）
ఈ෦：ࠇ৭
（2.5:2/1）

ྑ ຎ໓により調ෆ明

56
弥生

土器 /
土師器

ഋߴ
か $1 島畑 18

4%311 / （3.2） / 1/12
以下

やや
ૈ

֎面：ᒵ৭
（5:3 6/8）
内面：ᒵ৭

（7.5:3 7/6）

ྑ ഋޱԑ෦内֎面：Ϥコφσ

57 土師器 ࡼ $1 島畑 19
4%314 8.0 （1.3） ʵ 1/12

ڧ ີ փന৭
（2.5:8/1） ྑ ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内֎面：φޱ

σ

58 土師器 ࡼ $1 島畑 19
4%314 8.8 （1.1） ʵ 2/12 ີ

֎面ఈ෦：
にͿいᒵ৭

（7/4）、内面：
にͿいᒵ৭

（7.5:37/3）

ྑ ：ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、ఈ෦内֎面ޱ
φσ

59 瓦器  $1 島畑 19
西ଆ 11.9 （3.0） / 1/12 ີ

৭ࠇ
（7.5:2/1）

ԑ෦内ޱ
面：փന৭
（/8/0）

ྑ 、ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ
֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

ԑ端෦にޱ
ઢなし

60 瓦器  $1 島畑 19
4%318 / （0.9） 5.0 2/12

ऑ ີ

内面：փന
৭（/7/0）
֎面：҉փ
৭（/3/0）

ྑ ఈ෦内֎面：φσ、ߴషり͚：Ϥ
コφσ

61 須恵器 ഋ
"/# $1 島畑 19

4%314 15.0 （.3.2） / 1/12 փ৭
（/6/0） ៛ݎ ԑ෦内֎面：回సφσޱ

62 ఱ目  $1 島畑 20
北ଆ 12.0 （3.5） / 1/12

ڧ ີ ৭ࠇ
（2.5:2/1） ៛ݎ 内֎面：回సφσ

63 瓦器  $1 島畑 20
4%316 / （2.2） 4.9 4/12

ڧ ີ փ৭（/4/0） ྑ 内面：φσのちϛΨΩ、֎面：φσ、
ష͚：Ϥコφσߴ

64 土師器 ࡼ $1 島畑 20 10.0 （1.7） ʵ 2/12
ऑ ີ 明ԫ৭

（10:36/6） ྑ 、ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ
֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

65 土師器 ࡼ $1 島畑 20 10.0 （1.5） ʵ 1/12 ີ
にͿい
ԫᒵ৭

（10:37/2）
ྑ ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内֎面：φޱ

σ
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66 須恵器 ഋ $1 島畑 20
4%317 / （3.1） ʵ ࣮測ൣ

ғ存 ີ փ৭
（/6/0） ៛ݎ 内֎面：回సφσ、ఈ෦֎面ϔϥり

後ෆ調

67 須恵器 ഋ $1 島畑 20 / （2.7） ʵ ࣮測ൣ
ғ存 ີ փന৭

（5:7/1） ៛ݎ 内֎面：回సφσ、ఈ෦֎面：回సϔ
ϥέズリ

68 瓦か 平瓦
か $1 島畑 20

ਫ਼査 ʵ ʵ ʵ 細ย ີ փ৭
（5:5/1） ݎ ತ面：ԣํ向のφσ、Ԝ面：φσ

69 弥生
土器 ᙈ $1 4%500 22.8 （2.0） ʵ 1/12

以下 ૈ

内面：
ઙԫᒵ৭

（10:38/3）
֎面：にͿ
いԫ৭

（10:34/3）

ྑ ԑ෦内֎面：Ϥコφσޱ

70 ന磁 ࡼ $1 4%501
中 / （1.2） 5.0 5/12 ີ փന৭

（10:9/1） ៛ݎ ఈ෦内面：回సφσのちࢪᬵ、ఈ෦֎面：

71 土師器 ٭
ࡼ $1 4%501

ਫ਼査 / （2.4） 7.6 2/12
ऑ ີ ઙԫᒵ৭

（10:38/4） ྑ ఈ෦内֎面：φσ、ߴషり͚：Ϥ
コφσ

72 瓦器  $1 4%501
ਫ਼査 13.2 （3.4） / 2/12 ີ փ৭

（/4/0） ྑ
ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ
のちૈいϛΨΩ、֎面：ϢϏΦαΤ・
φσ

73 ੨磁  $1 4%502
中 12.7 （4.3） / 1.5/12 ີ Φリーϒփ

৭（10:6/2） ៛ݎ 内֎面：回సφσのちࢪᬵ

74 ന磁  $1 4%503
ਫ਼査 / （2.5） 7.6 1/12

ڧ ີ

内面：փന
৭（10:8/1）、 
֎面：փന
৭（5:8/1）

ྑ ఈ෦内面：回సφσのちࢪᬵ、ఈ෦֎面：
回సϔϥέズリ

り出ߴ
し

75 土師器 Ӌז
か $1 4%503 / （3.3） ʵ 1/12

以下 ີ

内面：୶ԫ৭
（2.5:8/3）、

֎面：
փԫ৭

（10:34/2）

ྑ ：（௳）ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、ମ෦֎面ޱ
φσ、ମ෦内面：φσ

76 瓦࣭
土器 ఞ $1 4%503

փ৭土 / （5.4） ʵ 1/12
以下 ૈ

内面：ࠇ৭
（7.5:2/1）
֎面：ࠇ৭
（5:2/1）

やや
ೈ ԑ෦内֎面：Ϥコφσޱ

77 土師器 ᙈか $1 4,333 / 2.7 ʵ ख
のみ ૈ փന৭

（10:38/1） ྑ ख֎面：ϢϏΦαΤ・φσ、ମ෦内面：
ϢϏΦαΤ・ϋέ

78 須恵器 か $1 4,333 12.8 （5.6） ʵ 2/12
ڧ

やや
ૈ

փന৭
（2.5:7/1）
֎面：෦
的にփ৭

（5:6/1）

ྑ 内֎面：回సφσ、ఈ෦֎面：ϔϥ
り後ෆ調

79 須恵器 ു $1 4,333 / （6.3） ʵ 1/12 ີ ੨փ৭
（5#5/1） ៛ݎ 内֎面：回సφσ

80 瓦器  $1 ਫ਼査 / （2.3） / 1/12
以下 ີ ҉փ৭

（/3/0） ྑ ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ
のちϛΨΩ、֎面：φσ

ԑ端෦にޱ
ઢあり

81 土師器 Ӌז $1 ॏ機掘 18.0 （2.2） ʵ 1/12
ڧ ૈ փന৭

（10:3 8/2） ྑ ԑ෦内֎面：Ϥコφσޱ

82 弥生
土器か ᙈ $1 ॏ機掘 / （1.9） ʵ 1/12

以下 ີ փന৭
（10:38/1） ྑ ԑ෦内֎面：Ϥコφσޱ ֎ԑ端෦ޱ

面にഗண

83 瓦࣭
土器 ു $2 ഉ土 / （6.8） ʵ 1/12

ऑ ૈ

内面：҉փ
৭（/3/0）
֎面：փ৭
（7.5:6/1）

៛ݎ
ޱ、ԑ෦内面：Ϥコφσޱ・ԑ端෦ޱ
ԑ෦֎面：Ϥコφσのちϋέ、֎面：
ϋέのちφσ、内面：φσ

84 土師器 広ޱ
ᆵ $1 4%337 17.4 （4.3） ʵ 2/12

ऑ ૈ փന৭
（10:38/1） ྑ

ԑ෦・ᰍޱ、ԑ端෦֎面：Ϥコφσޱ
෦֎面：φσ、ޱԑ෦・ᰍ෦内面：Ϥ
コφσか

85 土師器 ᙈ $1 4%337 11.8 （4.4） ʵ 2/12 やや
ૈ

内面：
明փ৭

（7.5:37/2）
֎面：

ઙԫᒵ৭
（7.5:38/4）

ೈ ຎ໓により調ෆ明（ޱԑ෦内֎面：
Ϥコφσか）
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86 土師器 ᙈ $1 4%337 / （4.1） ʵ 1/12
以下 ૈ

内面：փന৭
（10:38/1）

 ֎面：
明փ৭

（5:37/2）

ྑ ຎ໓により調ෆ明（ޱԑ෦内֎面：
Ϥコφσか）

87 土師器 ᙈ $1 4%337 15.8 （4.8） ʵ 1/12
ڧ

やや
ૈ

փന৭
（10:38/2） ೈ ：ԑ෦内֎面：Ϥコφσか、ମ෦֎面ޱ

タタΩ、ମ෦内面έズリか

88 弥生
土器 ᙈ $1 4%337 18.0 （13.6） ʵ 2/12

ऑ ૈ

内面：փന৭
（10:38/2）

֎面：
ઙԫᒵ৭

（10:38/4）

ྑ
ԑ෦֎面ϋέޱ、ԑ端෦：Ϥコφσޱ
のちϤコφσ、ମ෦֎面：タタΩのち
ϋέ、ޱԑ෦・ମ෦内面：ϋέ

89 土師器 ᙈ $1 4%337 14.8 （2.5） ʵ 1/12
ڧ ૈ ઙԫᒵ৭

（7.5:38/3） 
やや
ೈ ԑ෦内֎面：Ϥコφσޱ

90 土師器
ೋॏ
ԑޱ
ᆵ

$1 4%381 18.8 （6.3） ʵ 6/12
ऑ ີ փന৭

（2.5:8/1） ྑ ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：έズޱ
リか、֎面：φσか

91 土師器
খܕ
ؙఈ
土器

$1 4%381 / （2.5） ʵ 1/12
以下

やや
ૈ

փന৭
（10:38/2） ྑ ：ԑ෦内面ޱ、ԑ෦֎面：Ϥコφσޱ

ϋέ・Ϥコφσ

92 土師器
খܕ
ؙఈ
土器

$1 4%381 / （5.6） ʵ શମの
3/12 ૈ ઙԫᒵ৭

（7.5:38/3） ྑ ຎ໓により調ෆ明

93 土師器 ᙈ $1 4%381 / （2.6） ʵ 1/12
以下 ૈ ઙԫᒵ৭

（10:38/3） ྑ ຎ໓により調ෆ明（ޱԑ෦内֎面：
Ϥコφσか）

94 土師器 ᙈ $1 4%381 / （3.7） ʵ 1/12
以下 ૈ ҉փԫ৭

（2.5:5/2） ྑ ԑ෦内֎面：Ϥコφσޱ

95 土師器 ᙈ $1 4%381 / （6.5） / 1/12
以下 ૈ

：ԑ෦ޱ
փന৭

（10:37/1）
ମ෦：

փԫ৭
（10:35/2）

ྑ

ԑ෦֎面：Ϥコφσ、ମ෦֎面：ϋޱ
έ（෦的にφσ）、ޱԑ෦内面：ϋέ、
ମ෦内面上半：έズリ、ମ෦内面下半：
φσ

96 土師器 ഋߴ
か $1 4%381 / （3.6） ʵ 1/12

以下 ૈ փന৭
（10:38/2） ྑ ຎ໓により調ෆ明（内面：φσか）

97 土師器 ഋߴ $1 4%381 / （2.4） /
࣮測ൣ
ғ存 ૈ

֎面：
փԫ৭

（10:36/2）
内面：փന

৭（2.5:8/2）

ྑ
ഋఈ෦内面：φσ、ഋޱԑ෦：Ϥコφ
σ、ഋఈ෦֎面：ϋέ：٭柱݁߹෦֎面：
φσ

98 土師器 ഋߴ $1 4%381 / （6.8） /
 柱෦٭
2/3 ఔ


ີ にͿいᒵ৭

（7.5:7/4） ྑ
෦֎面：Ϥ٭、柱෦֎面：面औり٭
コφσ、٭柱෦内面：ϢϏΦαΤ・φ
σ

99 土師器 ഋߴ $1 4%381 / （2.7） 17.0 3/12
ऑ ૈ にͿいᒵ৭

（7.5:37/4） ྑ ຎ໓により調ෆ明（٭෦：Ϥコφ
σか）

107 ੨磁  $2 島畑 7
ਫ਼査 / （2.9） / 1/12

ऑ ີ փ৭
（10:6/1） ៛ݎ ᬵࢪԑ෦内֎面：回సφσのちޱ

108 須恵器 ു $2 島畑 7
4,201 / （2.8） ʵ 1/12

以下
やや
ૈ

փ৭
（7.5:6/1） ៛ݎ ԑ෦内֎面：回సφσޱ

109 瓦器  $2 島畑 21
西ଆݞ෦ 11.8 （2.6） / 1/12

ڧ ີ ৭ࠇ
（7.5:2/1） ྑ ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ

のちϛΨΩ、֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

110 土師器 ഋ $2 島畑 21
ਫ਼査 9.0 （2.1） / 1/12 ີ

ઙԫᒵ৭
（10:38/4）
ఈ෦֎面：
ઙԫᒵ৭

（7.5:38/6）

ྑ 、ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ
֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

111 須恵器 ു $2 島畑 21
ਫ਼査 / （3.9） ʵ 1/12

以下 ີ

փ৭
（10:6/1）
：ԑ෦֎面ޱ
փ৭（/5/0）

៛ݎ ԑ෦内֎面：回సφσޱ

112 փᬵ
陶器か  $2

島畑 21
北西ଆ
෦ݞ

/ （2.0） 4.8 3/12 ີ

֎面：փ৭
（5:6/1）、
内面：փ

Φリーϒ৭
（7.5:5/3）

៛ݎ ఈ෦内面：回సφσ、ఈ෦֎面：回స
ϔϥέズリ

ఈ෦をߴ
ঢ়にり出
す
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113 須恵器 ഋ # $2 島畑 21
ਫ਼査 / （1.4） 9.0 2/12 ີ 明੨փ৭

（5#(7/1） ៛ݎ 内֎面・ߴషり͚：回సφσ、ఈ
෦֎面：ϔϥり後φσか

114 土師器 ࡼ $2 島畑 22 7.3 0.8 ʵ 6/12
ڧ ૈ ઙԫᒵ৭

（10:38/4） ྑ 、ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ
֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

115 土師器 ࡼ $2 島畑 22
南ଆਫ਼査 / （2.1） ʵ 1/12

以下
やや
ૈ

内面：にͿ
いԫᒵ৭

（10:36/3）
֎面：にͿ
いԫ৭

（10:3 5/3）

ྑ 、ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσかޱ
֎面：φσ

ԑ端෦にޱ
ഗண

116 瓦器  $2 島畑 22
北ଆਫ਼査 / （0.8） 3.8 3/12

（ߴ）
やや
ૈ փ৭（/4/0） ྑ ఈ෦内֎面：φσ、ߴషり͚：Ϥ

コφσ

117 須恵器 ഋ " $2 島畑 22
南ଆਫ਼査 14.0 （3.2） ʵ 1/12 ີ փന৭

（/7/0） ៛ݎ 内֎面：回సφσ、ఈ෦֎面：ϔϥ
り後φσ

118 土師器 ࡼ $2 島畑 23
4%387 9.0 （1.2） ʵ 1.5/12 やや

ૈ

փ৭
（10:36/1）
ఈ෦֎面：に
Ϳいԫᒵ৭

（10:36/3）

ྑ 、ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ
ఈ෦֎面：φσか

119 瓦器  $2 島畑 24
4%400 12.0 （3.5） / 1/12

ڧ ີ ৭ࠇ
（10:2/1） ྑ

ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ
のちૈいϛΨΩ、֎面：ϢϏΦαΤ・
φσ

120 須恵器 ഋ # $2 島畑 24
ਫ਼査 / （1.7） 9.6 2/12

ऑ ີ փ৭
（/5/0） ៛ݎ 内֎面・ߴషり͚：回సφσ、ఈ

෦֎面：ϔϥり後φσか

121 瓦器  $2 4%506
掘 12.8 3.4 5.4 1/12 ີ  Φリーϒࠇ

৭（7.5:3/1） ྑ
・ߴԑ෦内֎面ޱ షり ：͚Ϥコφσ、
内面：φσのちϛΨΩ、֎面：ϢϏΦ
αΤ・φσ

122 瓦器  $2 4%506
掘 13.0 （2.9） / 1/12

ڧ ີ փ৭
（5:4/1） ྑ ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ

のちϛΨΩ、֎面：ϢϏΦαΤ・φσ
ԑ端෦にޱ
ઢなし

123 瓦器  $2 4%506
中 13.0 （2.7） / 1/12 ີ

৭ࠇ
（7.5:2/1）
֎ԑ෦内ޱ
面：փന৭
（2.5:8/1）

ྑ ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ
のちϛΨΩ、֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

ԑ端෦にޱ
ઢなし

124 須恵器 ഋ $2 4%506
下 14.4 （2.7） ʵ 1/12 ີ փ৭

（/6/0） ៛ݎ 内֎面：回సφσ

125 土師器 ࡼ $2 4%507
ਫ਼査 7.2 （0.85） ʵ 3/12

ऑ ີ ઙԫᒵ৭
（7.5:38/4）

やや
ೈ

ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内֎面：φޱ
σ

126 土師器 Ӌז $2 4%507
ਫ਼査 / （3.8） ʵ

௳の一
෦のみ
存

やや
ૈ

փന৭
（2.5:8/2） ྑ ମ෦֎面（௳）：Ϥコφσ、ମ෦内面：

ϢϏΦαΤ・φσ

127 瓦器  $2 4%507
ਫ਼査 12.8 （2.4） / 1/12

ڧ ີ Φリーϒࠇ
৭（7.5:3/1） ྑ ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ

のちϛΨΩ、֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

128 瓦器  $2 4%507 / （3.4） / 1/12
以下 ີ ҉փ৭

（/3/0） ྑ ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ
のちϛΨΩ、֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

129 土師器 ࡼ $2 4%419 / （1.5） ʵ 1/12
ऑ ີ ઙԫᒵ৭

（10:38/4） ྑ 、ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ
ఈ෦֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

130 瓦器  $2 4%417 11.0 （1.9） / 1/12
ڧ

やや
ૈ

փന৭
（2.5:8/1） ೈ ԑ෦内֎面：Ϥコφσޱ

131 土師器 ࡼ $2 4%415 7.1 （1.2） ʵ 1/12
ڧ ີ փന৭

（10:38/2） ྑ 、ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ
ఈ෦֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

132 瓦器  $2 4%415 / （1.1） / 3/12 ີ ҉փ৭
（/4/0） ྑ షり͚時：Ϥコφσ、内面：φߴ

σ
શମにຎ໓
ຯؾ

133 土師器 ࡼ $2 4%415 10.2 （1.8） ʵ 1/12
ڧ

やや
ૈ

 にͿいᒵ৭
（7.5:36/4）

やや
ೈ

、ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ
ఈ෦֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

134 瓦器  $2 4%415 / （2.3） / 1/12
以下 ີ ҉փ৭

（/3/0） ྑ 、ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：ϛΨΩޱ
֎面：φσ

135 ੨磁 か $2 4%415 / （2.1） 5.4 4/12 ਫ਼ྑ
Φリー
ϒփ৭

（2.5(:6/1）
៛ݎ 内֎面：回సφσのちࢪᬵ ߴり出し



136 土師器 ഋか $2 41423 / （2.4） ʵ 1/12 ີ փന৭
（2.5:8/1）

やや
ೈ

、ԑ෦内֎面：Ϥコφσか、内面：φσޱ
֎面：ϢϏΦαΤ・φσ
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137 土師器 ഋߴ $2 4,395 16.6 （4.2） 2/12 ີ ᒵ৭
（5:36/8） ྑ 、ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ

֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

ഋ෦内面に
์ࣹঢ়҉文
あり

138 土師器 ഋ $2 4,395 / （3.6） ʵ 1/12
以下 ີ

内面：փന৭
（10:38/2）、

֎面：
ઙԫᒵ৭

（10:38/3）

ྑ 、ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ
֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

ഋ෦内面に
์ࣹঢ়҉文
あり

139 須恵器 ഋ $2 4,410 11.6 4.0 ʵ 形 やや
ૈ

փന৭
（2.5:7/1） ྑ 内֎面：回సφσ、ఈ෦֎面回సϔϥ

έズリ

140 土師器
ख
き
ᙈ

$2 4,410 / （9.5） ʵ
ᰍ෦
2/12
ڧ

やや
ૈ

փന৭
（10:38/1） ྑ ମ෦֎面ϋέ（ख周辺ϢϏΦαΤ・

φσ）、ମ෦内面は͚のちέズリ

141 弥生
土器 ᙈ $2 4%407 / （1.0） / 2/12

ऑ ૈ փന৭
（10:38/3） ྑ ຎ໓により調ෆ明（内֎面ともφσ

か）

142 ന磁  $2 ॏ機掘 16.0 （3.5） / 2/12
ऑ ີ փന৭

（7.5:8/1） ៛ݎ ᬵࢪԑ෦内֎面：回సφσのちޱ

143 ੨磁  $2 ॏ機掘 / （5.0） / 1/12
ڧ ີ փ৭

（7.5(:6/1） ៛ݎ 内֎面：回సφσのちࢪᬵ

144 ఱ目  $2 南น
আ中 / （3.8） / ີ ৭ࠇ

（10:32/2） ៛ݎ 内֎面：回సφσのちࢪᬵ

145 ఱ目  $2 ॏ機掘 / （3.3） 3.4 6/12
ڧ ີ

内面：ࠇ৭
（10:31.7/1）
֎面：ࠇ৭
（10:32/1）

ྑ 内֎面：回సφσのちࢪᬵ、ఈ෦֎面：
回సϔϥέズリ

ߴり出し


146 土師器 ࡼ $2 ॏ機掘 8.6 2.15 ʵ 3/12 ີ ઙԫᒵ৭
（7.5:38/4） ྑ 、ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ

֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

147 土師器 ࡼ $2 ॏ機掘 7.5 （1.8） ʵ 4/12 ີ ᒵ৭
（7.5:37/6） ྑ 、ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσかޱ

֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

148 土師器 Ӌז $2 西นഉ水
溝掘 / （1.7） ʵ 1/12

以下
やや
ૈ

փന৭
（2.5:8/2） ྑ 内֎面：回సφσのちࢪᬵ、ఈ෦֎面：

回సϔϥέズリ
ߴり出し


149 瓦࣭
土器 Ӌז $2 ਫ਼査中 / （3.5） ʵ 1/12

以下
やや
ૈ

内面：҉փ
৭（/3/0）、
֎面：ࠇ৭
（/2/0）

ྑ ・ԑ෦ޱ、ԑ෦֎面Ϥコφσޱ・ԑ端෦ޱ
ମ෦内面：ϋέか

150 瓦࣭
土器

三
ು $2 西นഉ水

溝掘 / （12.1） ʵ やや
ૈ

փന৭
（2.5:8/1） ྑ ֎面：ॎํ向のφσ

151 瓦࣭
土器 ٭ $2 ॏ機掘 / （7.55） 12.6 2/12

ऑ ີ ৭（3/1）ࠇ ྑ
෦内面٭、෦֎面：ॎํ向のϛΨΩ٭
上半：ෆ調、٭෦内面下半：ԣํ向
のϛΨΩか

152 陶器 か $2 ॏ機掘 11.0 （4.4） / 1/12
ڧ ີ

৭
（7.5:34/4）

փന৭
（10:38/2）

ྑ 内֎面：回సφσのちࢪᬵ

153 陶磁器  $2 ॏ機掘 10.6 （4.9） / 2/12 ີ 明փ৭
（7.5(:8/1） ៛ݎ 内֎面：回సφσのちࢪᬵ ං前陶磁・

ҏສཬか

154 須恵器 ᆵか $2 北นਫ਼査 7.3 （1.6） ʵ 2/12 ີ փന৭
（5:7/1）

やや
ೈ ԑ෦内֎面：回సφσかޱ ಥଳはష

͚

155 須恵器 ഋ # $2 ॏ機掘 / （2.7） 9.4 2/12
ऑ ີ փന৭

（/7/0） ྑ 内֎面・ߴషり͚：回సφσ、ఈ
෦֎面：ϔϥέズリか

156 須恵器 ഋ # $2 ॏ機掘 / （1.8） 12.4 1/12 ີ  փന৭
（2.5:7/1） ྑ 内֎面・ߴషり͚：回సφσ、ఈ

෦֎面：ϔϥり後φσか

Լਫओ遺跡̙۠

報告
番号

器種 出土遺構 法ྔ
存 土 ৭調 ম成 ٕ法上の特（調） 備　考

種ྨ 器種 調査
区

遺構名・
Ґ ܘޱ 器ߴ ఈܘ

161 瓦器  %1 4%10 / 1.2 /
ఈ

1/12
以下

ີ փ৭
（/4/0） ྑ ఈ෦内面・ఈ෦֎面：φσ、ߴషり

͚：Ϥコφσ
ఈ෦内面に
҉文あり
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162 土師器 ࡼ %1 ද࠾ 8.2 （1.6） ʵ 1.5/12 ີ փന৭
（2.5:8/2） ྑ ֎、ԑ෦内֎面Ϥコφσ、内面φσޱ

面ϢϏΦαΤ・φσ

163 須恵器 ยޱ
ു %1 4%15 / （5.5） ʵ 1/12

以下 ີ փ৭
（/6/0） ៛ݎ ԑ෦内֎面：回సφσޱ

164 土師器 ഋ $
か %1

中ԝ
αϒτϨ

下
15.2 （3.0） ʵ 1/12

ڧ ີ ᒵ৭
（7.5:36/8） ྑ ֎、ԑ෦内֎面Ϥコφσ、内面φσޱ

面φσか

ຎ໓ؾຯの
たΊ調ෆ
明ྎ

165 須恵器 ഋ #
֖ %1

中ԝ
αϒτϨ

下
15.8 0.8 ʵ 1/12 ີ փന৭

（/7/0） ៛ݎ 内面・ޱԑ෦֎面：回సφσ、෦֎面：
ϔϥり後φσか

166 須恵器 ഋ # %1 ֦ு区
แؚ / （1.1） 11.7

ఈ
1/12
ڧ

ີ փന৭
（/7/0） ៛ݎ ఈ෦内面・ߴషり͚：回సφσ、

ఈ෦֎面：ϔϥり後φσ

167 土師器 ࡼ %2 島畑 43
ਫ਼査 8.6 0.8 ʵ 2/12 ີ ઙԫᒵ৭

（10:38/3） ྑ ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、֎面：ϢϏޱ
ΦαΤ・φσ

168 瓦器  %2 島畑 43
ਫ਼査 / （0.9） 5.4 ఈ෦ 

3/12 ີ ઙԫᒵ৭
（10:38/3） ྑ ఈ෦֎面・内面：φσ、ߴషり͚：

Ϥコφσ

169 瓦器  %2 4%13 / （1.3） 4.6 3/12 ີ փന৭
（5:8/1） ྑ ఈ෦֎面：ϢϏΦαΤ・φσ、内面：φσ、

షり͚：Ϥコφσߴ
ఈ෦内面に
҉文あり

170 瓦器  %2 4%05 12.4 （2.4） ʵ 1/12 ີ փന৭
（5:8/1） ྑ 、ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面φσかޱ

֎面：ϢϏΦαΤ・φσ
ԑ端෦にޱ
ઢなし

171 土師器 Ӌז %2 4%01
南นਫ਼査 / （3.9） ʵ ௳෦ܘ

1.5/12 ີ ҉փ৭
（/3/0） ྑ ମ෦֎面（௳）：Ϥコφσ、ମ෦内面ϋ

έのちφσ
௳の下半෦
にഗண

172 փᬵ
陶器 ࡼ %2 北น

ਫ਼査 10.5 2.5 4.9 1.5/12 ີ

փന৭
（5:7/1） 

ᬵ：Φリーϒ
ԫ৭（5:6/4）

៛ݎ 内֎面：回సφσのちࢪᬵ、ఈ෦֎面：
りࢳ

ఈ෦内面に
研ຏࠟあり

173 須恵器 平ළ %2 4%30 16.0 （10.6） /

ఈ෦：
 、存
：ԑޱ
なし

ີ

֎面：փ৭
（/ 5/0）
内面：にͿ
いᒵ৭

（10:36/4）

៛ݎ ମ෦内֎面・ఈ෦内面：回సφσ、ఈ
෦֎面回సϔϥέズリ

ఈ෦内面に
փがண

174 弥生
土器 ᆵか %2 島畑 41

上面ਫ਼査 / （2.2） ʵ 1/12
ऑ

やや
ૈ

にͿい
ԫᒵ৭

（10:37/3）
ྑ 、ԑ端෦内֎面：Ϥコφσޱ・ԑ෦内面ޱ

ԑ෦֎面：φσޱ

175 弥生
土器

ᆵ /
ു %2 島畑 44

上面ਫ਼査 / （3.6） ʵ 5/12 やや
ૈ

内面：
փԫ৭

（10:37/3） 
֎面：

にͿいᒵ৭
（7.5:36/4）

ྑ
ମ෦下半֎面：ϋέ、ఈ෦֎面ϢϏΦ
αΤ・φσ、ఈ෦内面：φσか（۩
ࠟあり）

ఈ෦֎面に
༿຺ࠟあり

176 弥生
土器 ᙈ %2 島畑 42

上面ਫ਼査 / / ʵ ഁย やや
ૈ

փԫ৭
（10:37/3） ྑ ମ෦֎面：タタΩ、ମ෦内面：ϋέ

177 弥生
土器

༗
ു %2 下

遺構面 / （8.4） ʵ ఈ
3/12 ૈ փന৭

（2.5:7/1） ྑ ମ෦下半֎面：φσ、・ఈ෦֎面：ϢϏ
ΦαΤ・φσ、ମ෦・ఈ෦内面：φσ

191 土師器 ࡼ %5 4%01 7.1 （1.9） ʵ 2/12 ີ փന৭
（10:38/2） ྑ ：ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、ఈ෦内面ޱ

φσ、ఈ෦֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

192 土師器  /
ࡼ %5 4%01

அちׂり / （1.5） /
ఈ

1/12
以下

ີ
にͿい
ԫᒵ৭

（10:37/3）
ྑ ఈ෦内面φσ、ߴషり͚：Ϥコφ

σ

193 須恵器 ഋ # %5 4%01
அちׂり / （1.7） 10.4 ఈ

2.5/12 ີ

内面：փ৭
（/6/0）

֎面：փ৭
（/4/0）

៛ݎ ఈ෦内面・ߴషり͚：回సφσ、
ఈ෦֎面：ϔϥり後φσ

194 須恵器 ഋ %6 東น / （2.2） ʵ  1/12
以下 ີ փന৭

（/7/0） ៛ݎ 内֎面：回సφσ
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Լਫओ遺跡۠̚

報告
番号

器　種 出土遺構 法　ྔ
存 土 ৭調 ম成 ٕ法上の特（調） 備　考

種ྨ 器種 調査
区

遺構名・
Ґ ܘޱ 器ߴ ఈܘ

195 土師器 ࡼ &1 南෦ਫ਼査 6.7 （1.5） ʵ 4/12 ີ

内面：
փ৭҉

（7.5:7/2）
֎面：

にͿいᒵ৭
（5:36/3）

ྑ 、ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσかޱ
ఈ෦֎面：φσ

ԑ端෦にޱ
ഗ多数ண

（౮明器）

196 土師器 ࡼ &1 4%03
փ৭೪土 7.2 （0.9） ʵ 1/12 ີ

にͿいᒵ৭
（7.5:3 7/4）

～փന৭
（10:38/2）

ྑ 、ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσかޱ
ఈ෦֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

ຎ໓ؾຯの
たΊ調は
ෆ明ྎ

197 瓦器  &1 4%03
փ৭೪土 13.0 （2.3） / 1/12 ີ ҉փ৭

（/3/0） ྑ 、ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面φσかޱ
֎面：ϢϏΦαΤ、φσか

ԑ端෦にޱ
ઢあり

198 瓦器  &1 4%5 12.9 （2.6） / 1/12
ڧ ີ ҉փ৭

（/3/0） ྑ 、ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ
֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

ԑ端෦にޱ
ઢあり

199 土師器 ഋߴ &1 南東֯
ഉ水溝 / （4.0） /

ఈ
1/12
以下

やや
ૈ

փന৭
（2.5:8/1） ྑ ຎ໓のたΊ調ෆ明

200 ఱ目  &2 現地ද
ʵ 0.9m 11.8 （2.7） / 1/12 ີ

にͿい
ԫ৭

（10:34/3）
៛ݎ 内֎面：回సφσのちࢪᬵ

201 須恵器 ു &2 南西֯
നփ৭࠭ / （3.4） ʵ 1/12

以下 ີ

内面：փ৭
（/6/0）

֎面：Φリ
ーϒࠇ৭

（7.5:2/2 ）

៛ݎ ԑ෦内֎面：回సφσޱ

202 土師器 ᙈ &2 南西֯
നփ৭࠭ / （2.0） ʵ 1/12

以下
やや
ૈ

内面：にͿ
いԫᒵ৭

（10:37/3）
֎面：にͿ
いԫ৭

（10:35/2）

ྑ ԑ෦内面ʀޱ。ԑ෦内֎面：Ϥコφσޱ
ຎ໓のたΊ調ෆ明ྎ

204 ᬵ
陶器か  &3・

&4 ද࠾ / （1.9） 6.2 ఈ
-8/12 ີ փന৭

（5(:8/1） ៛ݎ ఈ෦内֎面：回సφσ、ఈ෦֎面：
り出しߴ

ᬵༀは存
しない

205 須恵器 ഋ #
֖

&3・
&4 北นਫ਼査 / （1.5） ʵ 1/12

ڧ ີ փ৭
（/6/0） ៛ݎ 内面・ޱԑ෦֎面：回సφσ、෦֎面：

ϔϥり

206 瓦࣭
土器 Րു &3・

&4 北นਫ਼査 / （7.4） / 1/12
ऑ ີ փന৭

（2.5:8/2） ྑ 内֎面：回సφσ
ԑ෦֎面ޱ
に文様ଳあ
り

207 土師器 Ӌז &5 4%02 / （2.0） ʵ 1/12
以下

やや
ૈ

փന৭
（10:38/2） ྑ ԑ෦内֎面：Ϥコφσޱ

208 瓦器  &6 4%02
அちׂり 11.8 3.6 5.6 4.5/12 ີ

内面：փന
৭（/8/0）
֎面：փ৭
（/4/0）

ྑ
ԑ෦内֎面Ϥコφσ、内面ૈいϛΨޱ
Ω・φσ、֎面ϢϏΦαΤ・φσ、ఈ
෦֎面φσ、ߴషり͚：Ϥコφσ

209 土師器 ࡼ &8 น面ਫ਼査 10.3 （1.7） ʵ 1/12
ڧ ີ

にͿい
ԫᒵ৭

（10:37/3）
ྑ 、ԑ෦内֎面・内面：ややஸೡなφσޱ

֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

210 土師器 ࡼ &8 島畑 53
ਫ਼査 / （1.7） ʵ 1/12

ऑ ີ

内面：にͿ
いԫᒵ৭

（10:36/3）
֎面：փ৭
（10:34/1）

ྑ ：ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、ఈ෦内面ޱ
φσ、ఈ෦֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

211 瓦器  &8 4%06 / （1.1） 5.0 ఈ
2/12 ີ փ৭

（/4/0） ྑ ఈ෦内֎面φσ、ߴషり͚：Ϥコ
φσ
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Լਫओ遺跡 ( ۠

報告
番号

器　種 出土遺構 法　ྔ
存 土 ৭調 ম成 ٕ法上の特（調） 備　考

種ྨ 器種 調査
区

遺構名・
Ґ ܘޱ 器ߴ ఈܘ

212 土師器 ࡼ ( 島畑 26
அちׂり 10.3 （1.8） ʵ 1/12 ີ ઙԫ৭

（2.5:7/3） ྑ 、ԑ෦内֎面：Ϥコφσ、内面：φσޱ
ఈ෦֎面：ϢϏΦαΤ・φσ

213 瓦器  ( 島畑 26
4%04 / （1.4） 4.0 3/12 ີ փന৭

（5:7/1） ྑ 、షり͚時：Ϥコφσ、内面：φσߴ
֎面：ϢϏΦαΤφσ

214 須恵器 ഋ̗
֖ ( 島畑 26

4%03 13.2 1.0 ʵ 1/12 ີ փ৭
（2.5:7/1） ៛ݎ ԑ端෦内֎面：回సφσޱ

215 弥生
土器

広ޱ
ᆵ ( 4%07 17.4 26.7 4.8

11/12
ఈ

12/12

やや
ີ

にͿいᒵ৭
（10:37/3） ྑ

ԑ෦内֎面ʀϛΨΩ、ମ෦上半～中ޱ
Ґۙ֎面：ຎ໓のたΊ調ෆ明、ମ
෦下半～ఈ෦֎面：ϛΨΩ、ᰍ෦内面：
φσ、ମ෦～ఈ෦内面έズリ

・ԑ෦内面ޱ
ఈ෦֎面に
ൗありࠇ

216 弥生
土器 ᆵ ( 4%07 13.3 28.4 3.9

4/12
ఈ

12/12

やや
ૈ

にͿいᒵ৭
（7.5:37/4） ྑ

ޱ、ԑ෦֎面：ϤコφσのちϛΨΩޱ
ԑ෦内面Ϥコφσのちϋέ、ମ෦～ఈ
෦֎面：ϛΨΩ、ମ෦～ఈ෦内面：ϋ
έ

ମ෦内面・
ఈ෦֎面に
ൗありࠇ

報告番号 種ྨ・器種 出土地区 出土遺構
法ྔ

さ（Dm） ෯（Dm） ްさ（Dm） ॏྔ（H）

25 ണย "3 島畑 28 下࠷ 5.5 7.7 1.0 43.9

26 石᭲ "3 4,06　５区 3.7 2.5 0.6

158 石แஸ $2 島畑 24 上面 （9.2） 4.5 0.5 35.9 

159 石૦か $2 島畑 24 ෦ݞ 11.4 3.6 1.4 58.1 

160 石᭲ $2 島畑 22 北ଆ 2.9 1.2 0.8 1.1 

186 ຏ製石ි %2 下遺構面 （10.9） 5.2 3.9 

187 ണย %2 下遺構面 4.0 2.4 0.8 6.2 

188 石᭲ %2 4941 2.7 2.1 0.5 1.9 

189 石᭲ %2 調査区西น 3.5 2.3 0.5 2.6 

190 石ਲ਼ %2 4941 （4.3） 2.9 0.6 3.5 

218 石᭲ ( 地区 4%07 3.0 2.2 0.5 1.6 

219 ണย ( 地区 4%01 1.9 4.5 1.0 6.4 

ද̒　出土石器؍ද
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ද̓　縄文土器؍ද

報告
番号

地区
名

出土
地 器種 ৭調

（֎面・内面） 土 ম成 େきさ ԑ端෦調ޱ


ತଳҐ
置 ತଳ形ঢ়

ತଳࠁ
み目形

ঢ়
備考

23 "3 4%02
下࠷

ઙു
か ৭ / ৭

1 ～ 3mm ന৭
ཻ、ແ৭ಁ明ཻ、
3mm ৭ཻ

ྑ
タς 5.5Dm
Ϥコ 8.1Dm
ްさ 0.75Dm

ࣼΊํ向のέ
ズリ後、ࠟ
がࢪされてい
る

24 "3 4%02
下࠷ 深ു ৭ / ৭ 2～3mmന৭ཻ、

1 ～ 2mm ৭ཻࠇ ྑ
タς 8.0Dm
Ϥコ 10.0Dm
ްさ 0.9Dm

Ϥコφσ ޱԑ 下向き 原式

100 $1 島畑 17
上 深ു ৭ / ৭

2～3mmന৭ཻ、
2～4mm৭ཻ、
৭細ཻࠇ

ྑ
タς 6.7Dm
Ϥコ 8.5Dm
ްさ 0.7Dm

φσあ͛ ޱԑ 下向き % ࣈ 原式

101 $1 島畑 17
上 深ു ৭҉ / ৭

2～3mmന৭ཻ、
1～2mmࠇ৭ཻ、
৭細ཻࠇ

ྑ
タς 6.0Dm
Ϥコ 4.8Dm
ްさ 0.6Dm

Ϥコφσ ޱԑ 下向き % ࣈ 原式

102 $1 島畑 17
上 深ു ୶৭ / ୶৭ 2～3mmന৭ཻ、

৭ཻࠇ ྑ
タς 3.6Dm
Ϥコ 3.5Dm
ްさ 0.6Dm

Ϥコφσ ޱԑ 下向き 細い
0 ࣈ 原式

103 $1 島畑 17
上 深ു ৭ / ৭ 2～3mmന৭ཻ、

2mm ৭ཻࠇ ྑ
タς 3.4Dm
Ϥコ 3.5Dm
ްさ 0.5Dm

Ϥコφσ ޱԑ 下向き খ % ࣈ 原式

104 $1 島畑 17
上 深ു ৭҉ / ୶৭

5mm ～ 7mm ന
৭ཻ、3mm ৭
ཻ

ྑ
タς 3.2Dm
Ϥコ 4.3Dm
ްさ 0.6Dm

Ϥコφσ ޱԑ ෆ明 ෆ明 原式

105 $1 島畑 17
上 深ു ৭҉ / ৭҉

2～3mmന৭ཻ、
৭ཻ、Ӣؚࠇ
Ή

ྑ
タς 2.8Dm
Ϥコ 2.2Dm
ްさ 0.6Dm

Ϥコφσ ޱԑ 下向き % ࣈ 原式

106 $1 島畑 17
上

深ു
か ৭ / ৭ࠇ

3～4mmന৭ཻ、
৭ཻ、ແ৭ಁࠇ
明ཻ、ӢؚΉ

ྑ
タς 4.7Dm
Ϥコ 6.0Dm
ްさ 0.6Dm

֎面：ॎํ
向ϛΨΩ

内面：ԣํ
向ϛΨΩ

179 %2 南東۱
அちׂり 深ു փ৭ / փ৭

2～3mmന৭ཻ、
৭細ཻ、ന৭ࠇ
細ཻ

ྑ
タς 2.0Dm
Ϥコ 2.5Dm
ްさ 0.8Dm

Ϥコφσ ԑޱ
下 下向き খ % ࣈ 原式

180 %2 南東۱
அちׂり 深ു ৭ / ৭

1～2mmന৭ཻ、
1～2mmࠇ৭ཻ、
ന৭細ཻ、ࠇ৭
細ཻ

ྑ
タς 4.7Dm
Ϥコ 4.4Dm
ްさ 0.6Dm

φσあ͛ ᰍ෦ ԣ向き % ࣈ 水タΠϓ

181 %2 4%23
下 深ു ৭ࠇ / ৭ࠇ 1～2mmന৭ཻ、

ແ৭ಁ明ཻ ྑ
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新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 1
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ａ１区重機掘削（南東から）

（2）Ａ１区北壁土層断面（南から）

（3）Ａ１区全景（北から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 2
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ａ２区重機掘削（北西から）

（2）Ａ２区南壁土層断面（北から）

（3）Ａ２区全景（北から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 3
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ａ３区全景（東から）

（2）Ａ３区全景（上が西）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 4
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ａ３区島畑27 ～ 29全景
（南から）

（2）Ａ３区北壁土層断面（南から）

（3）Ａ３区西壁土層断面（東から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 5
水主神社東遺跡第１・２・5次

（2）Ａ３区島畑29土坑状遺構ＳＫ07 
ｇ−ｈ土層断面（北から）

（3）Ａ３区島畑29土坑状遺構ＳＫ07 
ｉ−ｊ土層断面（北から）

（1）Ａ３区島畑27土坑状遺構ＳＫ06 
ｅ−ｆ土層断面（北から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 6
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ａ３区北拡張区島畑27検出状況
（南から）

（2）Ａ３区東拡張区島畑27検出状況
（南から）

（3）Ａ３区下層遺構面全景（南から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 7
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ａ３区溝ＳＤ22・23全景　　　
（北東から） 

（2）Ａ３区溝ＳＤ24全景（北東から）

（3）Ａ３区溝ＳＤ24遺物出土状況
（南西から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 8
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ａ３区溝ＳＤ22土層断面　　
（南西から）

（2）Ａ３区溝ＳＤ24土層断面　　
（南西から）

（3）Ａ３区溝ＳＤ27土層断面　　　
（北西から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 9
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ａ３区土坑ＳＫ20完掘状況　　
（北から）

（2）Ａ３区土坑ＳＫ26完掘状況　　
（北から）

（3）Ａ３区下層遺構面断ち割り後　
土層堆積状況（南から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 10
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｂ１区全景（拡張前、南から）

（4）Ｂ１・Ｂ２区間調査区南半部全景（北東から）

（2）Ｂ１区遺構検出状況全景（拡張後、南から）

（3）Ｂ１区遺構完掘状況全景（拡張後、南から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 11
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｂ１区溝ＳＤ02全景（東から）

（2）Ｂ１区拡張区西壁土層断面　
（東から）

（3）Ｂ１区拡張区南壁土層断面　
（北東から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 12
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｂ２区重機掘削（北から）

（2）Ｂ２区溝ＳＤ01・02、杭列全景
（北東から）

（3）Ｂ２区杭列全景（東から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 13
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｂ２区全景（北東から）

（2）Ｂ２区溝ＳＤ40土層断面　　
（南から）

（3）Ｂ２区北東壁土層断面　　　　
（南西から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 14
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｂ３区全景（南から）

（2）Ｂ３区島畑30全景（南から）

（3）Ｂ３区北東壁土層断面　　　
（南西から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 15
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｃ１区全景（西から）

（2）Ｃ１区全景（北西から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 16
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｃ１区全景（南東から）

（1）Ｃ１区島畑17全景（南から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 17
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｃ１区島畑18全景（北から）

（2）Ｃ１区島畑18全景（南から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 18
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｃ１区島畑19全景（南から）

（2）Ｃ１区島畑20全景（南から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 19
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｃ１区全景（北西から）

（2）Ｃ１区全景（南西から）

（3）Ｃ１区作業風景（北から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 20
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｃ１区島畑18素掘り溝ＳＤ308
遺物出土状況（北から）

（2）Ｃ１区島畑18溝ＳＤ352土層　
断面（南から）

（3）Ｃ１区掘立柱建物ＳＢ310検出
状況（南から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 21
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｃ１区掘立柱建物ＳＢ310全景
（南から）

（2）Ｃ１区土坑ＳＫ333完掘状況　
（南から）

（3）Ｃ１区土坑ＳＫ333半截状況　
（南から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 22
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｃ１区溝ＳＤ337・338全景　　
（西から）

（2）Ｃ１区溝ＳＤ337 ｂ−ｂ’土層
断面（西から）

（3）Ｃ１区溝ＳＤ337 ｃ−ｃ’土層
断面（西から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 23
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｃ１区溝ＳＤ338全景（西から）

（2）Ｃ１区溝ＳＤ401全景（東から）

（3）Ｃ１区溝ＳＤ401土層断面　　
（東から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 24
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｃ１区溝ＳＤ340・344全景　　
（北から）

（2）Ｃ１区溝ＳＤ340土層断面　　
（北西から）

（3）Ｃ１区溝ＳＤ344土層断面　　
（南東から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 25
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｃ１区溝ＳＤ402・403全景　　
（東から）

（2）Ｃ１区溝ＳＤ402土層断面　　
（東から）

（3）Ｃ１区溝ＳＤ403土層断面　　
（東から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 26
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｃ１区溝ＳＤ381全景　　　　
（南西から）

（2）Ｃ１区溝ＳＤ381全景（東から）

（3）Ｃ１区溝ＳＤ381土層断面　　
（北東から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 27
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｃ１区溝ＳＤ381遺物出土状況
（南から）

（2）Ｃ１区溝ＳＤ381遺物出土状況
（南から）

（3）Ｃ１区溝ＳＤ409全景（西から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 28
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｃ１区溝ＳＤ409土層断面　　
（東から）

（2）Ｃ１区島畑17上面縄文土器出土
状況（南から）

（3）Ｃ１区自然流路ＮＲ370土層　
断面（南西から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 29
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｃ２区全景（南から）

（1）Ｃ２区全景（南東から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 30
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｃ２区全景（北から）

（2）Ｃ２区全景（上が東）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 31
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｃ２区全景（北から）

（2）Ｃ２区全景（南西から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 32
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｃ２区島畑21全景（南東から）

（2）Ｃ２区島畑21・22全景（南から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 33
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｃ２区島畑23・24全景（北から）

（2）Ｃ２区島畑24全景（南から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 34
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｃ２区島畑７全景（南から）

（2）Ｃ２区島畑７土坑状遺構ＳＫ
201土層断面（南から）

（3）Ｃ２区島畑７土坑状遺構ＳＫ
201全景（北から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 35
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｃ２区島畑25全景（南から）

（2）Ｃ２区溝状遺構ＳＤ508土層　
断面（東から）

（3）Ｃ２区溝状遺構ＳＤ508全景　
（西から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 36
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｃ２区溝状遺構ＳＤ504南部　
素掘り溝群全景（南から）

（2）Ｃ２区溝状遺構ＳＤ510全景　
（南から）

（3）Ｃ２区溝状遺構ＳＤ506・509　
全景（東から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 37
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｃ２区溝状遺構ＳＤ506土層　
断面（西から）

（2）Ｃ２区島畑24東半部土層断面
（北東から）

（3）Ｃ２区島畑24西半部土層断面
（北西から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 38
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｃ２区土坑ＳＫ390完掘状況　
（南から）

（2）Ｃ２区土坑ＳＫ395遺物出土　
状況（南から）

（3）Ｃ２区土坑ＳＫ410遺物出土　
状況（西から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 39
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｃ２区溝ＳＤ404全景　　　　
（南東から）

（2）Ｃ２区溝ＳＤ404土層断面　　
（東から）

（3）Ｃ２区溝ＳＤ405全景　　　　
（北西から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 40
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｃ２区溝ＳＤ405土層断面　　
（南東から）

（2）Ｃ２区溝ＳＤ406全景（東から）

（3）Ｃ２区溝ＳＤ406土層断面　　
（東から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 41
水主神社東遺跡第１・２・5次

（1）Ｃ２区溝ＳＤ407全景　　　　
（南東から）

（2）Ｃ２区溝ＳＤ407土層断面　　
（南東から）

（3）Ｃ２区島畑24上面石包丁出土　
状況（東から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 42
下水主遺跡第１・４次

（1）Ｄ１区島畑44検出状況（南から）

（2）Ｄ１区島畑44全景（南から）

（3）Ｄ１区島畑44下層素掘り溝群　
全景（南から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 43
下水主遺跡第１・４次

（1）Ｄ２区全景（北から）

（2）Ｄ２区全景（上が南）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 44
下水主遺跡第１・４次

（1）Ｄ２区上層遺構面全景（西から）

（2）Ｄ２区島畑41全景（北から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 45
下水主遺跡第１・４次

（1）Ｄ２区島畑42全景（北から）

（2）Ｄ２区島畑43全景（北から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 46
下水主遺跡第１・４次

（1）Ｄ２区島畑42 ～ 44全景　　　
（東から）

（2）Ｄ２区島畑41上素掘り溝ＳＤ02
土層断面（南から）

（3）Ｄ２区島畑41上素掘り溝ＳＤ03
土層断面（南から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 47
下水主遺跡第１・４次

（1）Ｄ２区中層遺構面全景（東から）

（2）Ｄ２区溝ＳＤ30・31全景　　　
（西から）

（3）Ｄ２区溝ＳＤ30全景（北西から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 48
下水主遺跡第１・４次

（1）Ｄ２区溝ＳＤ30遺物出土状況　
（北西から）

（2）Ｄ２区溝ＳＤ20土層断面　　
（南東から）

（3）Ｄ２区溝ＳＤ21土層断面　　
（南東から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 49
下水主遺跡第１・４次

（1）Ｄ２区溝ＳＤ23全景（北西から）

（2）Ｄ２区溝ＳＤ23 ａ−ａ’土層　
断面（北西から）

（3）Ｄ２区下層遺構面磨製石斧出土
状況（北から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 50
下水主遺跡第１・４次

（1）Ｄ２区炭集中部ＳＸ41検出状況
（南西から）

（2）Ｄ２区焼土ＳＸ42検出状況　
（西から）

（3）Ｄ２区炭集中部ＳＸ41 完掘　
状況（南西から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 51
下水主遺跡第１・４次

（1）Ｄ２区作業風景（東から）

（2）Ｄ４区全景（東から）

（3）Ｄ４区南壁土層断面（北から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 52
下水主遺跡第１・４次

（1）Ｄ５・Ｄ６区調査前全景　　　
（南東から）

（2）Ｄ５区南半部全景（南東から）

（3）Ｄ５区北半部全景（北西から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 53
下水主遺跡第１・４次

（1）Ｄ５区島畑40全景（北から）

（2）Ｄ５区南半部北壁土層断面　　
（西半、南から）

（3）Ｄ５区南半部北壁土層断面　　
（東半、南から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 54
下水主遺跡第１・４次

（1）Ｄ６区全景（北東から）

（2）Ｄ６区北西壁土層断面（北半、
南東から）

（3）Ｄ６区北西壁土層断面（南半、
南東から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 55
下水主遺跡第１・４次

（1）Ｅ１区島畑47・48検出状況　　
（南から）

（2）Ｅ１区島畑47・48全景（南から）

（3）Ｅ１区島畑47・48全景（西から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 56
下水主遺跡第１・４次

（1）Ｅ１区溝ＳＤ06全景（南から）

（2）Ｅ１区溝ＳＤ06 ａ−ａ’土層　
断面（東から）

（3）Ｅ１区作業風景（南東から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 57
下水主遺跡第１・４次

（1）Ｅ２区全景（南から）

（2）Ｅ２区北壁土層断面（南から）

（3）Ｅ２区下層遺構溝ＳＤ05検出　
状況（東から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 58
下水主遺跡第１・４次

（1）Ｅ３・Ｅ４区全景（南から）

（2）Ｅ５区全景（北から）

（3）Ｅ５区重機掘削（北西から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 59
下水主遺跡第１・４次

（1）Ｅ５区西壁土層断面（東から）

（2）Ｅ６区全景（南東から）

（3）Ｅ７区遺構検出状況（西から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 60
下水主遺跡第１・４次

（1）Ｅ７区全景（南西から）

（2）Ｅ７区島畑52全景（南東から）

（3）Ｅ８区全景（南西から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 61
下水主遺跡第１・４次

（1）Ｇ地区全景（北東から）

（2）Ｇ地区全景（南から）

（3）Ｇ地区南壁土層断面（北から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 62
下水主遺跡第１・４次

（1）Ｇ地区溝ＳＤ07全景（北から） 

（2）Ｇ地区溝ＳＤ07遺物出土状況　
（北西から）

（3）Ｇ地区土坑ＳＫ16全景　　　
（南西から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 63
下水主遺跡第１・４次

（1）Ｇ地区溝ＳＤ09全景（南東から）

（2）Ｇ地区溝ＳＤ07石鏃出土状況　
（南東から）

（3）Ｇ地区北拡張区島畑６検出状況
（南から）



新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 64

出土遺物１　水主神社東遺跡・下水主遺跡
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新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 65

（1）出土遺物２　水主神社東遺跡Ａ３区

（2）出土遺物３　水主神社東遺跡Ｂ１～Ｂ３区
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新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 66

（1）出土遺物４　水主神社東遺跡Ｃ１区

（2）出土遺物５　水主神社東遺跡Ｃ１区
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新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 67

（1）出土遺物６　水主神社東遺跡Ｃ１区

（2）出土遺物７　水主神社東遺跡Ｃ２区
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新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 68

（1）出土遺物８　水主神社東遺跡Ｃ２区・下水主遺跡Ｇ地区

（2）出土遺物９　水主神社東遺跡Ｃ２区
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新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 69

（1）出土遺物10　下水主遺跡Ｄ地区

（2）出土遺物11　下水主遺跡Ｅ地区
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新名神高速道路整備事業関係遺跡　図版第 70

（1）出土遺物12　縄文土器

（2）出土遺物13　石器
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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡
番号

　゜　′　″ 　゜　′　″ ㎡

みぬしじんじゃひがし
いせき

水主神社東遺跡第
１・２・５次

きょうとふじょうよ
うしてらだかなお

京都府城陽市寺
田金尾 26207 30 34°50′44″ 135°45′53″

20120215
～

20120314
20120523

～
20120927
20130514

～
20140108

200

630

11,375

道路建設

しもみずしいせき

下水主遺跡第１・
４次

きょうとふじょうよ
うしてらだかなお

京都府城陽市寺
田金尾 26206 88 34°50′55″ 135°45′40″

20120521
～

20130308
20130422

～
20140227

3,360

10,393
道路建設

備考：北緯・東経の値は世界測地系に基づく。



所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

水主神社東遺跡第
１・２・５次

集落跡
生産遺跡

縄文～中世 島畑・掘立柱建物・土坑・
溝

縄文土器・弥生土器・土師器・須恵器・
瓦器・輸入陶磁器・銭貨・石器

下水主遺跡第１・
４次

集落跡
生産遺跡

縄文～中世 島畑・掘立柱建物・土坑・
溝

縄文土器・弥生土器・土師器・須恵器・
瓦器・輸入陶磁器・銭貨・石器・鉄製
品

所収遺跡名 要 約

水主神社東遺跡第１・２・
５次

下水主遺跡第１・４次

　今回の報告では、これまで調査した島畑のうち28基について報告した。これらはすでに
13世紀後半ごろに形成され、その際の島畑の配置が現在の水田区画に踏襲されていること
が明らかにされているが、一連の調査でも同様の成果を得ることができた。
　また、島畑に先行する遺構として古代の掘立柱建物や弥生時代後期後半から古墳時代前
期前半の溝を検出した。前者については、１棟のみの検出である上、詳細な時期が明らか
でないが、周辺に古代の集落が存在したことが予想される。後者については多数検出して
いるものの、その目的は必ずしも明らかではない。今後の検討課題である。
　以上のほか、縄文時代晩期の縄文土器が調査地各所から出土している。集落等は未確認
であるが、縄文時代晩期の土地利用の一端を示すものと考えられる。
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